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    福丸聖太、 内野ゆり、武田浩一郎、四本信一、金蔵拓郎、神崎 保 

     西日本皮膚科 65：465-468（2003） 

 

 144）【成人 T細胞白血病】Sobuzoxane(MST-16)が著効を奏した ATL の 1 例 

   馬場千晶、川畑 久、片平充彦、神崎 保 

    Skin Cancer 18：193-197（2003） 

 

 145）ざ瘡に対するルリッドの長期維持投与による検討 

    関山光弘、神崎 保 

     西日本皮膚科 65：605-609（2003） 

 

 146）全身性強皮症にバージャー病を合併した 1 例 

    中村郁代、米澤智一、東 裕子、吉井典子、宇宿一成、金蔵拓郎、神崎 保 

     西日本皮膚科 65：550-553（2003） 

 

 147）皮膚放線菌症の 1例 

    馬場千晶、寺﨑健治朗、米良ゆかり、吉井典子、片平充彦、金蔵拓郎、神崎 保 

     臨床皮膚科 58：204-206（2004） 

 

 148）全国 8大学皮膚科の共同による皮膚癌の発症因子と予防因子の症例対照研究及び皮膚癌検 

診 10 年間の結果 

尾藤利憲、市橋正光、神保孝一、金子史男、斎藤俊明、大塚藤男、石川 治、瀬戸山充、 

神崎 保 

     太陽紫外線防御研究委員会学術報告 14：13-19（2004） 

 
 149）タクロリムス外用が著効した口唇・口腔粘膜扁平苔癬の 3 例 

    坂元亮子、具志 亮、金蔵拓郎、神崎 保 

     西日本皮膚科 66：454-457（2004） 

 

 150）健常人、悪性黒色腫および成人 T 細胞白血病患者に対するヨクイニンの効果 ―NK 活性と 

IFN-γの変動― 

    神崎 保、溝口志真子 

     西日本皮膚科 66：490-493（2004） 

 

151）【指の腫瘍性疾患】臨床例 神経鞘腫 

    植木ゆり、島田英彦、金蔵拓郎、神崎 保 

     皮膚病診療 26：1541-1542（2004） 

 

 152）成人における臍帯血移植 

宇都宮 與、米倉健太郎 

     血液腫瘍科 50：166-173（2005） 

 

 153）表皮ケラチノサイトの分化と Cholesterol Sulfotransferase (SULT2B1b) 

東 裕子、福重智子、神崎 保 

第 19 回角化症研究会記録集 23-25（2005） 

 

 154）最近 5年間の外来パッチテストの結果 

    持冨勇次、福丸聖太、坂元亮子、寺﨑健治朗、金蔵拓郎、神崎 保 

     Environmental Dermatology 11：38-46（2005） 

 



 155）油症の皮膚症状―皮膚症状と血中ダイオキシン濃度の関連性について 

    神崎 保他 

福岡医学雑誌（2005） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

４．その他 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１）返還する皮膚疾患 ―アトピー性皮膚炎― 

    神崎 保 

     鹿児島県皮膚科医部会報 12：5-6（1993） 

 

 ２）薬疹・この恐ろしきもの 

    神崎 保 

     鹿児島市医報 32：5-6（1993） 

 

 ３）爪と健康 

    神崎 保 

     健康ガイド 5：7（1993） 

 

 ４）東南アジアの皮膚科専門医養成コース 

    神崎 保 

     鹿児島大学医学部アジア医学研究会会報 15：3（1993） 

 

 ５）日経メディクイズ 

    神崎 保 

     日経メディカル 10 月 10 日号：19-20（1993） 

 

 ６）タイにおける皮膚科専門医養成コース 

    神崎 保 

     南西地域研究資料センター報告 50：103（1993） 

 

 ７）田代正昭先生を偲んで 

    神崎 保 

     西日本皮膚科 56：（1994） 

 

 ８）故田代正昭先生への追悼の辞 

    神崎 保 

     日本皮膚科学会雑誌（1994） 

 

 ９）第 11 回アジア・オーストラリア皮膚科学会に出席して 

    神崎 保 

     鹿児島大学南西地域資料センター報告（1994） 

 

 10）化膿性皮膚疾患に対するロキシスロマイシンの臨床効果 

    四本信一、瀬戸山充、神崎 保、田代正昭 

     西日本皮膚科 56：1241-1245（1994） 

 

 11）アトピー性皮膚炎のお話 ―予防と治療― 

    神崎 保 

     健康ガイド 6：6-7（1994） 

 

 12）Generalized morphea に対する PUVA 療法 

    溝口志真子、金蔵拓郎、神崎 保 

     難病に関する研究報告所：11（1994） 

 

 13）皮膚科を選んだ理由 

    神崎 保 

     日本医事新報「ジュニア版」 348：2（1995） 



 14）冷房と皮膚感覚について 

    神崎 保 

     健康作りワンポイントアドバイス：190-191（1995） 

 

 15）日焼けと皮膚障害について 

    神崎 保 

     健康づくりワンポイントアドバイス：191-192（1995） 

 

 16）日本皮膚科学会鹿児島地方会 ―現米国皮膚科学会長、来鹿予定― 

    神崎 保 

     日本皮膚科学会雑誌 105：（1995） 

 

 17）肺病変が先行し経過中に消化管偽閉塞症候群を併発した PSS の 1 例 

    寺﨑健治朗、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保、若松伸一、山口昭彦、田中弘允 

     難病に関する研究報告書：20（1995） 

 

 18）インドネシア皮膚科学会学術大会に出席して 

    神崎 保 

     南西地域研究資料センター報告書 55：126（1995） 

 

 19）アンテベートによる悪性リンパ腫の治療 

    西 正行、神崎 保 

     医薬の門：109（1995） 

 

 20）日豪合同皮膚科学会に出席して 

    神崎 保 

     南西地域研究資料センター報告書 56：94（1996） 

 

 21）International Diploma Course in Dermatology. 

    Kanzaki, T. 

     Int. J. Dermatol. 35：888-889（1996） 

  

 22）はじめに（第５回日本電顕皮膚生物学会・電顕講習会） 

    神崎 保 

     日本皮膚科学会会誌 106：668（1996） 

  

 23）接触皮膚炎と新しい免疫学 

    神崎 保 

     姶良郡医師会講演用小冊子（1996） 

  

 24）成人 T 細胞リンパ腫 

    神崎 保 

     マルホ皮膚科セミナー 124：34-36（1996） 

  

 25）皮膚がん・がん前駆症・皮膚悪性リンパ腫・悪性黒色腫 

    神崎 保 

     家庭医学大全科：426-427、1232-1235（1996） 

  

 26）世界の皮膚科学者（136） 

    神崎 保 

     西日本皮膚科 59：786（1997） 



 27）皮膚科医から見た皮膚科学とピアベルピアソープの使用経験 

    神崎 保 

     和華 20：9-10（1997） 

  

 28）アトピー・評判のいい医者・病医院 100 

    神崎 保 

     アトピー（①） 12：112-113（1997） 

  

 29）日本小児科学セミナー・小児アトピー性皮膚炎の診断・治療と予防 

    神崎 保 

     テキスト（1997） 

  

 30）私の履歴書③ 

    神崎 保 

     鹿児島県皮膚科医部会報 16：10-15（1997） 

  

 31）病態解明のストラテジー 

    神崎 保  

     日本皮膚科学会雑誌 107：1601（1997） 

  

 32）R. Amonette 先生について 

    神崎 保 

     西日本皮膚科 59：786（1997） 

  

 33）アトピー性皮膚炎専門医病院ガイド 

    神崎 保 

     法研出版：232（1997） 

   

 34）進行性全身性硬化症（PSS）の PUVA 療法 

    具志 亮、金蔵拓郎、神崎 保 

     県難病対策協議会報 553：15（1997） 

  

 35）アトピー性皮膚炎の診断・治療と予防 

    神崎 保 

     第 27 回日本小児科学会セミナー  

      小児医療の今日的話題：6-11（1997） 

  

 36）心ファブリー病の遺伝子治療に関する研究 

    神崎 保 

     文部省科学研究費報告書：1-146（1998） 

 

 37）ケラトアカントーマ 

    神崎 保 

     皮膚疾患カラーアトラス（1998） 

  

 38）転移性皮膚腫瘍 

    神崎 保 

     皮膚疾患カラーアトラス（1998） 

 

 

 



 39）白板症 

    神崎 保 

     皮膚疾患カラーアトラス（1998） 

 

40）「卒前教育」に関するアンケートから―鹿児島大学における皮膚科学 

  卒前教育― 

    神崎 保 

     皮膚科の臨床 40：1253（1998） 

  

 41）私の履歴書④ 

    神崎 保 

     鹿児島皮膚科医部会誌（1998） 

  

 42）21 世紀の皮膚科学 

    神崎 保 

     日本皮膚科学会誌（1998） 

  

 43）免疫・アレルギー疾患の発生およびその対策に関する日中共同研究 

    神崎 保他 

     科学研究費報告書（1998） 

 

 44）家庭医学館・真皮の病気 

    神崎 保 

     小学館（1999） 

  

 45）私は何故現在の科目を選んだか 

    神崎 保 

     日本医事新報社（1999） 

  

 46）A turning point（その後） 

    神崎 保 

     皮膚病診療（1999） 

  

47）私の履歴書⑤ 

     鹿児島県皮膚科医部会報（1999） 

  

 48）情報の収集―その生かし方― 

    神崎 保 

     鹿児島県皮膚科医部会報（1999） 

  

49）患者さんを集める 

    神崎 保 

     鹿児島県皮膚科医部会報（1999） 

  

50）プロトピック（FK506）軟膏の使用（アンケート） 

    神崎 保 

     Cure and Care（1999） 

  

51）国際交流活動 

    神崎 保 

     現状と将来展望；自己点検・評価報告書（1999） 



 52）ファブリー病：ライソゾーム内蓄積物質の同定 

    神崎 保 

     難病に関する研究報告書（2000） 

      

 53）神崎病について 

    神崎 保 

     マルホ皮膚科セミナー（2000） 

  

54）成人 T細胞白血病 

    神崎 保 

     オーガンマ記念講演会（小冊子）（2001） 

 

 55）最近の話題 ―被角血管腫と治療― 

    神崎 保 

     鹿児島大学医学部遺伝子治療研究会平成 13 年度報告書（2001） 

 

 56）高濃度 TV-02 軟膏の尋常性乾癬を対象とした後期第Ⅱ相臨床試験 

   ―濃度比較二重盲検左右比較試験― 

    高濃度 TV-02 軟膏乾癬研究会（神崎 保） 

     西日本皮膚科 64（1）：88-104（2002） 

 

 57）高濃度 TV-02 軟膏の尋常性乾癬に対する有効性、安全性の検討 

―タカルシトール軟膏との二重盲検左右比較試験（第Ⅲ相臨床試験）― 

    高濃度 TV-02 軟膏乾癬研究会（神崎 保） 

     西日本皮膚科 64（1）：105-119（2002） 

 

 58）国際協力事業団（JICA）のプロジェクトに参加して 

    神崎 保 

鹿児島大学学報（2002） 

 

 59）就任のご挨拶 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2002） 

 

 60）「生涯教育」担当理事としての抱負 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2002） 

      

 61）医師としての誇り 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2002） 

 

62）大学の近況 

    神崎 保 

     鹿児島県皮膚科医部会報（2002） 

 

 63）第 17 回日本乾癬学会の話題 

    神崎 保 

     Medical Academy News（2002） 

 

 



 64）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     出水郡医師会報（2003） 

 

 65）【巻頭言】第 17 回日本乾癬学会を主催して 

    神崎 保 

第 17 回日本乾癬学会記録集（2003） 

 

 66）鹿大医学部離島医療学講座に海外から研修生 

    神崎 保 

     国際協力事業団（鹿児島）報告（2003） 

 

 67）医学生、卒後若手医師の臨床研修および医師免許の更新 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2003） 

      

 68）激変する医学教育（視点） 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2003） 

 

 69）これでも接触皮膚炎か！！ 

    神崎 保 

     和歌山県皮膚科医会誌（2003） 

 

70）真夏の夜の夢 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2003） 

 

71）医療界の分割統治 

    神崎 保 

     鹿児島県皮膚科医部会報（2003） 

 

 72）アクネ治療に対するルリッド長期維持投与の有用性について 

    神崎 保 

     第 55 回日本皮膚科学会西部支部総会学術大会 

ランチョンセミナー・小冊子（2003） 

 

 73）漢方はなぜ効くか ―イボ― 

    神崎 保 

     第 102 回日本皮膚科学会総会 

モーニングセミナー・小冊子（2003） 

 

 74）【巻頭言】新たな医師臨床研修制度 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2003） 

 

 75）県民の期待を全うするために 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2003） 

 

 



 76）乾癬を治す（MTX について） 

    橋口 貴樹、神崎 保 

     皮膚科診療プラクティス（2004） 

 

 77）ヒト表皮角化細胞におけるベイシジンの発現及びその機能の解析 

    神崎 保 

     平成 13 年度-平成 15 年度科学研究費補助金（基盤研究 C（2）） 

研究成果報告書（2004） 

 

 78）リソソーム蓄積症（内科と皮膚科の間） 

    神崎 保 

奈良県皮膚科医部会誌（2004） 

 

 79）タイにおける人材育成機関（Diploma Course of Dermatology） 

    神崎 保 

     JICA 連絡会誌（2004） 

 

 80）平成 15 年度都道府県医師会生涯教育担当理事連絡協議会（報告） 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2004） 

      

 81）編集後記 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2004） 

 

 82）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     川内医師会報（2004） 

 

83）国際貢献 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（県医ロビー）（2005） 

 

84）Diploma Course of Dermatology (Medicine) in Bangkok, Thailand 

    神崎 保 

     Kagoshima University Newsletter（2005） 

 

 85）胃癌は骨髄から発生する!? 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2005） 

 

 86）編集後記 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会報（2005） 

 

87）都道府県医師会生涯教育担当理事連絡協議会（報告） 

   神崎 保 

    鹿児島県医師会報（2005） 

 

 

 



88）中国東北地方の悪性リンパ腫の発癌要因の学術調査（No.13576003）（研究分担） 

   神崎 保他 

    平成 13-16 年度科学研究費補助金（基盤研究(B)(2)）研究成果報告書（2005） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

５．学会発表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【国際・特別（招請）講演】 
 

１）①Kanzaki disease ②ATL 
   Kanzaki T. 
    湖南医科大学名誉教授授賞講演会 

April 29, 2000  長沙市, China 
  

 ２）Adult T-cell Leukemia / Lymphoma. 
    Kanzaki T. 
     Seouol 大学皮膚科セミナー 

January 29, 2001  Seoul 
  

 ３）Angiokeratoma Corporis Difusum (Fabry disease and Kanzaki disease). 
   Kanzaki T. 
    韓国・Seoul 地方会 

January 30, 2001  Seoul 
 

 ４）Storage disorders : from clinical presentation to ultrastructural diagnosis. 
    Kanzaki T. 
     30th Annual Meeting of Society for Cutaneous Ultrastructural Research  

(SCUR) 
April 24-26, 2003  Salzburg, Austria 

 
 ５）Lysosomal storage diseases. 
    Kanzaki T. 
     31th Annual Meeting of Society for Cutaneous Ultrastructural Research  

(SCUR) Joint Meeting European Society of Dermatopathology (ESDP) 
May 6-8, 2003  Rome, Italy 

 
 ６）Kanzaki disease. 
    Kanzaki T. 
     33rd Annual Meeting of Comparative Pathology 

March 12, 2005  Taipei, Taiwan 
 
 
【国際・シンポジウム】 
 
１）Normalization of hair growth in spf-ash (sparse-fur with abnormal skin and hair) mice by  

introduction of rat ornithine transcarbamylase (oct) gene. 
        Shimada T, Kanzaki T, Noda T, Murakami T, Takiguchi M, Mori M, Yamamura K,  

Saheki T. 
          The Tokyo Symposium for New Frontiers in Hair Research 

October 25-26, 1993  Tokyo, Japan 
 
 ２）Novel angiokeratoma corporis diffusum discovered by an electron microscopic study. 
        Kanzaki T. 
          The Second Joint Meeting of the Japanese Society for Ultrastructural Cutaneous Biology 

(JSUCB) and the Society for Cutaneous Ultrastructure Research (SCUR) 
October, 1993  Nara, Japan 

 
 ３）HTLV-1 messenger RNA is expressed in vivo in adult T-cell leukemia / lymphoma patients 

･･･ an in situ hybridization. 
        Setoyama M, Nishi M, Katahira Y, Kanzaki T, Fujiyoshi T, Yashiki S, Sonoda S. 
          Sixth International Conference on Human Retrovirology 

May 14-19, 1994  Newjersey, U.S.A. 



 ４）Induction of cytotoxic T lymphocytes against HTLV-1-infected T-cells from adult T-cell  
leukemia patients asymptomatic HTLV-1 carriers and healthy donor. 

        Katahira Y, Yashiki S, Fujiyoshi T, Setoyama M, Kanzaki T, Sonoda S. 
          Sixth International Conference on Human Retrovirology 

May 14-19, 1994  Newjersey, U.S.A. 
 
 ５）p53 gene mutations in human skin cancers. 
        Kanekura T, Kanzaki T. 
          24th European Society for Dermatologicaly Research 

September 24-27, 1994  Vienna, Austria 
 
 ６）Early diagnosis in skin cancer. 
        Kanzaki T. 
          VIII PERDOSKI 

July 4-8, 1995  Jogyakarta, Indonesia 
 
 ７）New concepts and management in ichthyosiform dermatoses. 
        Kanzaki T. 
          VIII PERDOSKI 

July 4-8, 1995  Jogyakarta, Indonesia 
 
 ８）Human T lymphotropic virus-I (HTLV-I) Infection. 
        Kanzaki T. 
          Joint Meeting of Japanese Dermatologycal Association and Australasian Dermatological  

Association. 
November 3-5, 1995  Carns, Australia 

 
 ９）Adult T-cell leukemia / lymphoma. 

Setoyama M, Kanzaki T, et al. 
        19th World Congress of Dermatology 

15-20 June 1997 Sydney, Australia 
 

10）HTLV-1 and ATL 
       Kanzaki T. 
        2nd International Conference of the Mor Kaposi Research Foundation 

August 31–September 1, 2000  Budapest, Hungary 
 
 
【国際・ワークショップ】 
 
 １）T-cell lymphoma workshop. 
        Hasui K, Sato E, Katahira Y, Setoyama M, Kanzaki T. 

1994 
 

 ２）Angiokeratoma corporis diffusum in lysosomal storage disease. 
    Kanzaki T. 
     20th World Congress of Dermatology 

July 1-5, 2002 Paris, France 
 

 ３）Treatment with interferon-gamma for adult T-cell leukemia/lymphoma with skin manifestation. 
    Katahira Y, Kanzaki T, Setoyama M. 
     20th World Congress of Dermatology 

July 1-5, 2002 Paris, France 
 

 



【国際・セミナー】 
 

１）Kanzaki disease. 
    Kanzaki T. 
     中興大学獣医大学院 Seminar 

March 10, 2005  Taipei, Taiwan 
 
 
【国際・一般演題】 
 
１）Two cases of HTLV-I antibody positive malignant lymphoma. 

Katahira Y, Setoyama M, Mizoguchi S, Kanzaki T. 
         第 18 回日本韓国合同皮膚科学会 

June 3-4, 1993  Sapporo, Japan 
 
 ２）Preliminary study on immunotherapy for adult T-cell leukemia ―  induction of human T 

lymphotropic virus type I-specific cytotoxic T lymphocytes. 
        Katahira Y, Setoyama M, Kanzaki T, Sonoda S. 
          第 2 回三大陸合同研究皮膚科学会 

October 28-31, 1993  Kyoto, Japan 
 
 ３）Detection of messenger RNA for the tax gene of human T-lymphotropic virus type I in skin  

lesions of adult T-cell leukemia / lymphoma by using in situ hybridaizaion. 
  Setoyama M, Katahira Y, Mizoguchi S, Kanzaki T. 

          第 2 回三大陸合同研究皮膚科学会 
October 28-31, 1993  Kyoto, Japan 

 
 ４）Ultracytochemistry of glycoconjugates in extramammary Paget’s cells. 
        Yotsumoto S, Setoyama M, Kanzaki T, Murata F. 
          The Second Joint Meeting of the Japanese Society for Ultrastructural Cutaneous Biology 

(JSUCB) and the Society for Cutaneous Ultrastructure Research (SCUR) 
October, 1993  Nara, Japan 

 
 ５）Biological and biochemical characteristics of granulocyte colony-stimulating factor- 

producing human eccrine adenocarcinoma cell line in vivo and in vitro. 
        Suga T, Hamada H, Kanekura T, Setoyama M, Kanzaki T. 
          The 56th Annual Meeting The Society for Investigative Dermatology Dermatological  

Association 
May 24-27, 1995  Chicago, U.S.A. 

 
 ６）Clinical features of adult T-cell leukemia. 
        Katahira Y, Tanaka A, Setoyama M, Kanzaki T. 
          Joint Meeting of Japanese ermatological Association and Australasian Dermatological  

Association 
November 3-5, 1995  Carns, Australia. 

 
 ７）Recombinant human tissue inhibitor of metalloproteinase-2（rh-Timp-2）accelerated wound healing. 

Terasaki K, Kanzaki T, Oku T, Shinagawa A. 
European Society for Dermatological Research（ESDR） 

April, 1996  Amsterdam, Holland 
 
 
 
 
 



 ８）Detection of proliferative cell nuclear antigen（PCNA）is able to differenciate cutaneous  
malignant lymphoma and benign lymphocytic infiltrarion of the skin. 

Kawahira M, Kanzaki T. 
        The 1st Joint Meeting of the Japanese and Canadian Societies for Investigative 
        Dermatology 

June, 1996  Whisler, Canada 
 

 ９）Immunohistochemical detection of lysozyme, α-1-antitrypsin and α-1-antichymotrypsin in 
membranocystic lesion in panniculitis. 

Ohtake N, Kanzaki T, et al. 
19th World Congress of Dermatology 

June 15-20, 1997  Sydney, Australia 
  
10）Adult T-cell leukemia / lymphoma localized to the subcutaneous tissue ―subcutaneous ATL― 

Mizoguchi S, Kanzaki T, et al. 
19th World Congress of Dermatology 

June 15-20, 1997  Sydney, Australia 
  

11）A novel method to investigate kinetics of rat skin cells by means of an occlusive dressing 
method using bromodeoxyuridine. 

Nakano R, Kanzaki T, et al. 
19th World Congress of Dermatology 

June 15-20, 1997  Sydney, Australia 
12）Molecular basis of angiokeratoma corporis diffusum. 

Kanzaki T, et al. 
19th World Congress of Dermatology 

June 15-20, 1997  Sydney, Australia 
  

13）Cutaneous manifestation of adult T-cell leukemia at the endemic area in Japan. 
Katahira Y, Tanaka A, Setoyama M, Kanzaki T. 

The 10th Japan-Korea Joint Meeting of Dermatology 
September 7-8, 1997  Hakone, Japan  

  
14）The mechanism of cytotoxic action of 5-four-2'-deoxyuridine in thymidine phosphorylase 

-expressing cell lines. 
Matsushita S, Tani A, Furukawa T, Sumizawa T, Miyadera K, Yamada Y, Kanzaki T, Akiyama S. 

American Association for Cancer Research 
March 28 - April 1, 1998  New Orleans, U.S.A. 

 
15）Detection of HTLV-1 by PCR in situ hybridization in adult T-cell leukemia / lymphoma. 

      Setoyama M, Kerdel F. A, Elgart G, Kanzaki T, Byrnes J. J. 
International Investigative Dermatology 

May 7-10, 1998  Cologne, Germany 
  

16）A novel point mutation affectiong the tyrosine kinase domain of the nerve growth factor receptor 
gene, TRKA, in a family with congenital insensitivity to pain with anhidrosis. 

Yotsumoto S, Setoyama S, Hozumi H, Fukumaru S, Mizoguchi S, Kobayashi K, Saheki T, 
Kanzaki T. 

International Investigative Dermatology 
May 7-10, 1998  Cologne, Germany 

 
 17）Differentiation of cutaneous malignant lymphoma and non-lymphoma using 

bromodeoxyuridine by occlusive dressing method. 
Ohtake N, Nakano R, Kanzaki T. 

International Investigative Dermatology 
May 7-10, 1998  Cologne, Germany 



 18）Expression of cadherin-catenin complex in human malignant lymphoma cell lines. 
Kawamura K, Tsutsui J. I, Ozawa M, Kanzaki T. 

International Investigative Dermatology 
May 7-10, 1998  Cologne, Germany 

  
19）Molecular defect of ferrochelatase in five Japanese patients with erythropoietic  protoporphyria. 

Fukumaru S, Shimada T, Yotsumoto S, Kobayashi K, Ohtake N, Masuda M, Taketani S, Saheki T, 
Kanzaki T. 

International Investigative Dermatology 
May 7-10, 1998  Cologne, Germany 

  
20）Adult T-cell Leukemia / Lymphoma―Epideniology, Clinical and Pathological Studies. 

Kanzaki T. 
European Organization for Research and Treatment of Cancer 

September 25-27, 1998  Vienna, Austria 
    
 21）The effect of a thymidine phosphorylase inhibitor on angiogenesis and apoptosis in tumors. 

Matsushita S, Nitanda T, Furukawa T, Sumizawa T, Tani A, Akiba S, Miyadera K,  
Fukushima M, Yamada Y, Kanzaki T, Akiyama S. 

90th American Association for Cancer Research 
April 10-14, 1999  Philadelphia, U.S.A. 

  
22）Plostaglandin E2 biosynthesis and cyclooxyegenase 2 expression are up-regulated in human 

epidermal cancer. 
      Higashi Y, Kanekura T, Kanzaki T. 
        60th Annual Meeting of SID 

May 5-19, 1999  Chicago, U.S.A. 
 
23）Immuno-electron microscopic analysis of lysosomal deposits in -NAGA-acetylgalactosaminidase  

deficiency with angiokeratoma corporis diffusum. 
     Kanda A, Kanzaki T, Tsuyama S, Murata F, Kodama K, Hirabayashi Y. 
      The Society for Investigative Dermatology, 62nd Annual Meeting  

May 9-12, 2001 Washington,DC, U.S.A. 
 
 24）Ultrastructural localization of Basigin in normal human epidermal keratinocytes. 
    Chen X, Kanekura T, Tsuyama S, Kanzaki T. 
     The Society for Investigative Dermatology, 62nd Annual Meeting 

May 9-12, 2001 Washington,DC, U.S.A. 
 
25）Adult T-cell leukemia/lymphoma with three distinct clones in the peripheral blood and skin. 
   Katahira Y, Fukushige T, Setoyama M, Kanzaki T. 
    10th International Conference on Human Retrovirology : HTLV and Related Viruses 

June 25-29, 2001 Dublin, Ireland 
 
26）Expression of mucin core proteins (MUC1, MUC2, MUC5AC and MUC6) in extramammary  

Paget’s disease. 
    Yoshii N, Kitajima S, Yonezawa S, Matsukita S, Setoyama M, Kanzaki T. 
     8th Skin Cancer 

July 18-21, 2001 Zurich, Switzerland 
 
27）What is your dignosis ? 
   Mera Y, Katahira Y, Kanzaki T. 
    The 12th Japan-Korea Joint Meeting of Dermatology 

November 8-9, 2001 Tokyo, Japan 
 
 



28）Suppression of thymidine phosphorylase-mediated angiogenesis by 2-deoxy-L-ribose. 
 Uchimiya H, Furukawa T, Okamoto M, Nakajima Y, Matsushita S,  

Ikeda R, Gotanda T, Haraguchi M, Sumizawa T, Ono M, Kuwano M, Kanzaki T, Akiyama S. 
     The Society for Investigative Dermatology, 63rd Annual Meeting  

May 15-18, 2002 Los Angeles, California, U.S.A. 
 

 29）Different expression of mucin core proteins in three lesions of extramammary Paget’s disease. 
    Yoshii N, Kitajima S, Yonezawa S, Setoyama M, Kanzaki T. 
     The Society for Investigative Dermatology, 63rd Annual Meeting  

May 15-18, 2002 Los Angeles, California, U.S.A. 
 

30）Detection and sequences of human papillomavirus DNA in nongenital seborrheic keratosis of healthy 
people. 

   Gushi A, Kanzaki T, Eizuru Y. 
     The Society for Investigative Dermatology, 63rd Annual Meeting  

May 15-18, 2002 Los Angeles, California, U.S.A. 
 

31）Mutations in the ED1 gene in Japanese families with X-linked hypohidrotic ectodermal dysplasia. 
 Hashiguchi T, Yotsumoto S, Kanzaki T. 

     The Society for Investigative Dermatology, 63rd Annual Meeting  
May 15-18, 2002 Los Angeles, California, U.S.A. 

 

 32）Possible role of transcriptional coactivator p300/CBP associated factor and nuclear acetylation in  
calcium-induced keratinocytes differentiation. 

   Kawabata H, Kawahara K, Kanekura T, Araya N, Daitoku H, Hatta M, Miura N, Fukamizu A, 
Kanzaki T, Maruyama I, Nakajima T. 

     The Society for Investigative Dermatology, 63rd Annual Meeting  
May 15-18, 2002 Los Angeles, California, U.S.A. 

 

33）Clinical, ultrastructural, biochemical and molecular biological studies of -mannosidosis. 
   Fukushige T, Hashiguchi T, Uchino Y, Yotsumoto S, Taguchi H,  

Suzuki N, Konohana I, Kanzaki T. 
    4th Joint Meeting of the European Society for Ultrastructural Cutaneous Biology and the 

Japanese Society for Ultrastructural Cutaneous Biology 
June 28-29, 2002 Limoges, France. 

 

34）Granulocyte and monocyte adsorption apheresis for skin disorders caused by pathogenic  
granulocytes. 
 Kanekura T, Kanzaki T. 

     20th World Congress of Dermatology 
July 1-5, 2002 Paris, France 

 

 35）Application of MALDI-TOF/MS to identify urinary amino-oligosaccharides in patients with 
-N-acetylgalactosaminidase deficiency. 

    Fukushige T, Horiuchi M, Saheki T, Kanzaki T. 
     The 18th International Congress of Clinical Chemistry and Laboratory Medicine 

October 20-25, 2002 Kyoto, Japan 
 

36）The characterization of pericytes with 3G5 antigen in angiogenesis of decubitus skin. 
Gushi A, Matsuyama T, Kanzaki T. 

     The 4th Joint Meeting of the Society for Investigative Dermatology 
April 30-May 4, 2003  Miami Beach, Florida, U.S.A. 

 

 

 



 37）Morphological and biochemical studies of human beta-mannosidosis identification of a novel 
beta-mannosidase gene mutation. 

    Uchino Y, Fukushige S, Yotsumoto S, Hashiguchi T, Taguchi H, Suzuki N, Konohana I,  
Kanzaki T. 

     The 4th Joint Meeting of the Society for Investigative Dermatology 
April 30-May 4, 2003  Miami Beach, Florida, U.S.A. 

 

38）Low dose ultraviolet B irradiation up-regulates thrombomodulin via p38 MAP kinase pathway in 
human epidermal keratinocytes. 

   Kawabata H, Kanekura T, Kawahara K, Kanzaki T, Maruyama I. 
     The 4th Joint Meeting of the Society for Investigative Dermatology 

April 30-May 4, 2003  Miami Beach, Florida, U.S.A. 
 

39）Lymphoma of the Skin ―characteristic types― 
 Kawabata H, Kanzaki T. 

     Japanese and Chinese Mini-Symposium on Pathology  
October 2-9, 2003  Shen Yung, China 

 
40）Cholesterol sulfotransferase (SULT2B1b) is a late marker of human keratinocyte differentiation. 

    Higashi Y, Fukushige T, Kanzaki T, Charles A. Strott 
     The 65th Meeting of the Society for Investigative Dermatology 

April 28-May 1, 2004  Providence, Rhode Island 
 

41）Negative feedback regulation of phosphatidylinositol 3-kinase/Akt pathway by over-expressed  
cyclooxygenase-2 in human epidermal cancer cells. 

Takeda K, Kanekura T, Kanzaki T. 
     The 65th Meeting of the Society for Investigative Dermatology 

April 28-May 1, 2004  Providence, Rhode Island 
 

42）Livedo reticularis presented as a manifestation of adult T-cell leukemia/lymphoma. 
 Kawabata H, Uchimiya H, Kanekura T, Kanzaki T. 

     The 8th China-Japan Joint Meeting of Dermatology 
November 12-14, 2003  Kunming, China 

 

43）Granulocyte and monocyte adsorption apheresis for skin disorders attributable to activated 
granulocytes. 

Kanekura T, Maruyama I, Kanzaki T. 
     63rd Annual Meeting of American Academy of Dermatology 

February 18-22, 2005  New Orleans, Louisiana, U.S.A. 
 

 44）Graft-versus-adult T-cell leukemia (ATL) effect folloing allogeneic stem cell transplantation. 
Yonekura K, Utsunomiya A, Takatsuka Y, Takeuchi S, Kanekura T, Kanzaki T. 

     The 14th Japan-Korea Joint Meeting of Dermatology 
November 4-5, 2005  Kumamoto, Japan 

 
 
【国内・特別（招請）講演】 

 

 １）皮膚悪性腫瘍 

    神崎 保（鹿児島大） 

日本皮膚科学会長崎地方会第 261 回例会 

1993 年 12 月 11 日 長崎 

 

 



 ２）産婦人科と皮膚疾患 

    神崎 保（鹿児島大） 

     日本産婦人科学会鹿児島地方部会 

1994 年 鹿児島 

 

 ３）アトピー性皮膚炎の予防と治療（私見） 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 79 回日本皮膚科学会山陰地方会 

 1994 年 出雲 

 

 ４）医学部における外国語教育 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 2 回九州地区医学教育シンポジウム 

1994 年 鹿児島 

 

 ５）接触皮膚炎あれこれ 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 292 回西日本皮膚科学会福岡地方会 

1995 年 福岡 

 

 ６）皮膚変化から見ることのできる内臓病変 

    神崎 保（鹿児島大） 

     日臨皮・九州支部 

1995 年 鹿児島 

 

 ７）血管肉腫 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 11 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

1995 年 6 月 23-24 日 宮崎 

 

 ８）びまん性体幹被角血管腫を示すいくつかの先天代謝障害について（第 13 回矢村記念 

講演） 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 98 回異本皮膚科学会広島地方会 

1996 年 2 月 18 日 広島 

 

９）神崎病 

    神崎 保（鹿児島大） 

     大阪大学医学部講議 

1996 年 6 月 大阪 

 

 10）接触皮膚炎 

    神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会岡山地方会 

1996 年 10 月 岡山 

  

 11）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保（鹿児島大） 

     大島郡医師会 

     1996 年 10 月 25 日 大島 

 



 12）ヘルペスの診断と治療 

    神崎 保（鹿児島大） 

     大口医師会 

1997 年 5 月 20 日 大口 

  

 13）皮膚の構造と機能 

    神崎 保（鹿児島大） 

     ビューティー・サポー講演会 

1997 年 6 月 1 日 広島 

  

 14）神崎病 

    神崎 保（鹿児島大） 

     大阪大学講議 

1997 年 6 月 大阪 

  

 15）アトピー性皮膚炎の予防と治療 

    神崎 保（鹿児島大） 

     京都府皮膚科医会 

1997 年 7 月 3 日 京都 

 

 16）成人 T 細胞白血病 

    神崎 保（鹿児島大） 

     東海地方会 

1997 年 7 月 6 日 愛知 

  

 17）黒い皮膚病変の診断と治療 

    神崎 保（鹿児島大） 

     大島郡医師会 

1997 年 8 月 8 日 大島 

 

 18）アトピー性皮膚炎の予防と治療 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 27 回日本小児科学会セミナー 

1997 年 9 月 14 日 

  

 19）乾燥肌のお手入れ 

    神崎 保（鹿児島大） 

     市民公開講座 

1997 年 9 月 鹿児島    

 

20）ATL について 
    神崎 保（鹿児島大） 

     第 17 回神戸皮膚科フォーラム 

1998 年 4 月 25 日 神戸 

  

 21）接触皮膚炎の数々とアトピー性皮膚炎の接点 

    神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会新潟地方会第 310 回例会 

1998 年 7 月 4 日 新潟 

  

 



 22）接触皮膚炎とアトピー性皮膚炎の接点 

    神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 165 回熊本・第 88 回宮崎合同地方会 

1998 年 7 月 5 日 宮崎  

 

 23）アトピー性皮膚炎と接触皮膚炎の接点 

    神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会東北地方会 

1999 年 2 月 21 日 仙台 

  

 24）強皮症に対する PUVA 療法の奏効機序の検討 
    金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     平成 11 年度鹿児島県難病対策協議会 

1999 年 7 月 4 日 鹿児島 

  

25）皮膚病診療の問題点 

   神崎 保（鹿児島大） 

    大島郡医師会講演会 

2000 年 1 月 24 日 名瀬 

 

26）皮膚の働きとスキンケア 

   神崎 保（鹿児島大） 

    市民公開講座「スキンケアとお化粧」 

2000 年 2 月 27 日 鹿児島 

 

27）び漫性体幹被角血管腫 

   神崎 保（鹿児島大） 

    大阪大学講義 

2000 年 6 月 26 日 大阪 

 

28）ファブリー病：レクチン組織化学と電子顕微鏡的手法によるライソゾーム内蓄積 

物質の同定 

   神崎 保、神田 彰（鹿児島大） 

    平成 12 年度鹿児島県難病対策協議会 

2000 年 6 月 29 日 鹿児島 

  

29）全身疾患と皮膚病変 

   神崎 保（鹿児島大） 

    鹿児島市薬剤師会 

2000 年 9 月 21 日 鹿児島 

  

 30）アトピー性皮膚炎と接触皮膚炎の接点 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第１回しまなみカンファレンス 

2000 年 11 月 1 日 松山 

 

31）アトピー性皮膚炎と接触皮膚炎の接点 

   神崎 保（鹿児島大） 

    福岡皮膚科懇話会 

2001 年 1 月 15 日 福岡 

  



32）皮膚は免疫学的にモザイク状になっている 

   神崎 保（鹿児島大） 

    第７回長崎アレルギー講習会 

2001 年 3 月 7 日 長崎 

 

 33）び漫性体幹被角血管腫を呈した galactosialidosis の生化学的・電顕的検索 

    神崎 保 1、吉井典子 1、福重智子 1、中川俊文 2、平林義雄 3（1鹿児島大、2香川県綾歌 

郡、3理化学研究所） 

     第 100 回日本皮膚科学会総会 

2001 年 4 月 6-8 日 東京 

 

34）全身性疾患と皮膚病変 

    神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 94 回宮崎地方会（瀬戸山充教授就任記念） 

2001 年 7 月 21-22 日 宮崎 

 

35）び漫性体幹被角血管腫 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 128 回日本皮膚科学会東海地方会 

2001 年 12 月 10 日 名古屋 

 

36）ステロイド外用剤と抗アレルギー剤の使い方 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 10 回鹿児島地区皮膚アレルギー研究会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

37）神崎病の発見とその後の展開 

    神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 11 回鹿児島地区皮膚アレルギー研究会 

2004 年 12 月 12 日 鹿児島 

 

 38）小児の膠原病－皮膚生検の仕方と病理組織像の特長 

    神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 15 回日本小児リウマチ学会総会・学術集会 

2005 年 10 月 8 日 東京 

 

 39）研究（仕事）の仕方：『神崎病の発見とその後の展開』を例として－うまく行った 

そのわけ－ 

    神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 57 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2005 年 10 月 29-30 日 山口 

 

 

【国内・シンポジウム】 
 

１）病態解明のストラテジー・・・機械的手技 
    宇宿一成、神崎 保（鹿児島大） 

     第 96 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1997 年 4 月 11-13 日 岡山 

  

 



２）アトピー性皮膚炎におけるハプテンアレルギーの臨床的重要性 

    第 22 回日本接触皮膚炎学会 

     神崎 保（鹿児島大） 

1997 年 11 月 28 日 横浜 

 

３）生化学、100 年の進歩 
    神崎 保（鹿児島大） 

     第 99 回日本皮膚科学会総会 

2000 年 5 月 26-28 日 仙台 

 

 ４）神崎病の発見とその後の展開（スッポン皮膚科医の面々） 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 67 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 

2004 年 2 月 14-15 日 東京 

 

 

【国内・一般講演】 

 

１）激変する医学教育 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 7 回鹿児島皮膚疾患の治療を語る会 

2003 年 7 月 11 日 鹿児島 

 

 

【国内・ワークショップ】 

 

１）皮膚科学の最前線（診断の最前線 2：遺伝性疾患）「生化学的診断」 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 93 回日本皮膚科学会学術大会 

1994 年 4 月 20-23 日 福岡 

 

 

【国内・セミナー】 

 

１）漢方はなぜ効くか ―イボ― 

神崎 保（鹿児島大） 

第 102 回日本皮膚科学会学術大会 

2003 年 5 月 23-25 日 東京 

 

２）湿疹・皮膚炎を考える ―脂漏性皮膚炎― 

神崎 保（鹿児島大） 

第 102 回日本皮膚科学会学術大会 

2003 年 5 月 23-25 日 東京 

 

３）乾癬研究 ―最近のシンポ―（オーガナイザー） 

神崎 保（鹿児島大） 

第 102 回日本皮膚科学会学術大会 

2003 年 5 月 23-25 日 東京 

 

 

 



４）アクネ治療に対するルリッド長期維持投与の有用性について 

神崎 保（鹿児島大） 

第 55 回日本皮膚科学会西部支部総会学術大会 

2003 年 10 月 25 日 愛媛 

 

 ５）Fabry 病と神崎病：治療への展開 

    神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 32 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

2005 年 9 月 17-18 日 札幌 

 

 

【国内・一般演題】 
 
１）癌抑制遺伝子 ―特に母斑性基底細胞上皮癌における p53 遺伝子の変化 

   神崎 保（鹿児島大） 
第 102 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1992 年 12 月 6 日 鹿児島 

 

 ２）変わった形の接触皮膚炎 ―人の皮膚は免疫学的にモザイク的ではないのだろうか？ 

    神崎 保（鹿児島大） 

第 102 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1992 年 12 月 6 日 鹿児島 

 

 ３）新生児 LE の 1 例 

    菅 隆史、瀬戸山充、島田辰彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 19 回日本皮膚科学会沖縄地方会 

1993 年 2 月 14 日 那覇市 

 

 ４）Reumatoid bursitis の 1 例 

    溝口志真子、瀬戸山充、福光 健、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 284 回福岡地方会 

1993 年 3 月 28 日 福岡 

 

 ５）テグレトールによる薬疹の 1 例 

    寺﨑健治朗、島田辰彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 ６）後天性 hypohidrosis の 1 例 

    西 正行、宇宿秀子、宇宿一成、瀬戸山充、神崎 保、四本信一（県立大島病院） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 ７）【スライド供覧】 

①Urticaria pigmentosa の 1 例 ②遺伝性対側性色素異常症（遠山）の 1 例 

   ③腹壁に生じた Organoid Nevus の 1 例 

   川平正公、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 



８）【スライド供覧】 

①Glomus tumor ②fibrous papule of the nose ③剣創状強皮症  

④condyloma accuminatun 

 中野律子 1、川平正公 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、久保洋一 2（1鹿児島大、2指宿市） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 ９）当科における SCC 及び日光角化症の患者統計 

    島田辰彦、宇宿一成、宇宿秀子、溝口志真子、上大薗純子、樺山知香子、中野律子、 

片平充彦、三好逸男、西 正行、川平正公、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 10）angiosarcoma の 2 例 

    福光 健 1、宇宿秀子 1、三好逸男 1、西 正行 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、米良修二 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 11）Von Recklinghausen 病患者に生じた malignant schwannoma の 1 例 

    菅 隆史 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、四本信一 2（1鹿児島大、2県立大島病院） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 12）特異な発症と経過を示した悪性リンパ腫の 1 例 

    宇宿一成 1、樺山知香子 1、島田辰彦 1、神崎 保 1、片平可也 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 13）興味ある臨床経過を呈した ATL の 1 例 

    溝口志真子、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 14）HTLV-I 抗体陽性悪性リンパ腫の 2 例 

    片平充彦、菅 隆史、溝口志真子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 15）non-radioactive in situ hybridization 法による HTLV-I mRNA の証明 

    瀬戸山充 1、片平充彦 1、溝口志真子 1、神崎 保 1、浜田 哲 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市立病院） 

     第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 4 月 18 日 鹿児島 

 

 16）皮膚癌の MRI 像 ―とくに顔面・頭部発生例について 

    瀬戸山充、島田辰彦、西 正彦、宇宿一成、神崎 保（鹿児島大） 

     第 9 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

1993 年 6 月 5-6 日 松山 

 

 

 



 17）新生児 LE の 1 例 

    菅 隆史 1、島田辰彦 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 17 回日本小児皮膚科学会学術大会 

 1993 年 6 月 12-13 日 東京 

 

18）亜急性小脳変性症を合併した悪性リンパ腫の 1 例 

   濱田 洋 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、内田裕一 2、納 光弘 2（1鹿児島大、2同 3 内科） 

    日本皮膚科学会第 105 回熊本地方会 

1993 年 7 月 17-18 日 八代 

 

19）診断し得なかった多発性環状紅斑の 1 例 

   三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

    日本皮膚科学会第 78 回宮崎地方会 

1993 年 7 月 10 日 宮崎 

 

20）PUVA 療法が著効を示した成人型アトピー性皮膚炎の 1 例 

   松下茂人 1、寺﨑健治朗 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

21）Arterial fibromuscular dysplasia ―皮下に動脈瘤を認めた 1 例 

   瀬戸山充 1、島田辰彦 1、神崎 保 1、岡原一徳 2、守屋信英 2、馬見塚勝郎 2、守山一洋 2、 

山崎一朗 2（1鹿児島大、2同脳神経外科） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 22）象皮症の 1 例 

    河村京子 1、福光 健 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 23）限局性粘液水腫 ―Basedow 氏病治療のため甲状腺全摘手術を施行後に生じた 1 例― 

    関山光弘 1、三好逸男 1、神崎 保 1、久保秀徳 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 24）中心静脈栄養法管理下に発症した亜鉛欠乏症候群の 1 例 

    樺山知香子 1、西 正行 2、片平充彦 2、島田辰彦 2、川平正公 2、瀬戸山充 2、神崎 保 2、 

吉田雅司 3（1同 1 内科、2鹿児島大、3同歯学部 1口外） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 25）Subacute cutaneous lupus erythematosus の 1 例 

    寺﨑健治朗 1、松下茂人 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 26）Generalized morphea の 1 例 

    溝口志真子 1、神崎 保 1、樺山知香子 2、片平可也 3（1鹿児島大、2同 1 内科、３鹿児島市） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 



 27）Proliderating trichilemmal cyst の 2 例 

    片平充彦、西 正行、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 28）Acquired fibrokeratoma ―足趾に生じた 2 例― 

    三好逸男 1、福光 健 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 29）Lentigo maligna melanoma の 2 例 

    田中昭人 1、片平充彦 1、河村京子 1、溝口志真子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

寺﨑 健 2、松下紀文 3（1鹿児島大、2鹿屋市、3枕崎市） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 30）特異な臨床像を呈し、菌状息肉症と診断された 1例 

    菅 隆史、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 31）亜急性小脳変性症を合併した悪性リンパ腫の 1 例 

    濱田 洋 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、内田裕一 3、納 光弘 3（1鹿児島大、3同 3 内科） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 32）消化管浸潤を伴った ATL の 1 例 

    濱田 洋、島田辰彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 33）スポロトリコーシスの 1 例 

    宇宿一成 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、久保洋一 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 34）【スライド供覧】タカサゴキララマダニによる刺咬症の本県初報告例 

    野辺修明 1、西 正行 2、神崎 保 2、野田伸一 3（1串木野市、2鹿児島大、3同医動物学） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 35）Clear cell 由来の原発性エックリン汗腺癌 

    久野芳範 1、奥田佳子 2、沼田時男 2、新谷紘一 3、神崎 保 4（1知多厚生、2名古屋市立 

東市民病院、3名古屋市、4鹿児島大） 

    第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1993 年 8 月 8 日 鹿児島 

 

 36）特異な臨床像を呈し、菌状息肉症と診断された 1例 

    菅 隆史、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 12 回皮膚リンフォーマ研究会 

1993 年 8 月 21-22 日 福岡 



 37）ヒト悪性神経鞘腫の培養と性質 

    菅 隆史、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 11 回日本ヒト細胞学会大会 

 1993 年 8 月 27-28 日 仙台 

 

 38）乾癬と脊注靱帯骨化 

    今村健志 1、武富栄二 1、酒匂 崇 1、島田辰彦 2、宇宿一成 2、神崎 保 2 

（1同整形外科、2鹿児島大） 

1993 年 9 月 3-4 日 横浜 

 

 39）限局性粘液水腫 

    三好逸男 1、関山光弘 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、久保秀徳 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

1993 年 9 月 15 日 北九州 

 

 40）ATL に対する免疫療法の基礎的研究：HTLV-I キャリアおよび ATL 患者からの HTLV-I 感染細

胞関連抗原特異的 CTL の in vitro 誘導 

    片平充彦 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、志田尋利 2、屋敷伸治 3、園田俊郎 3（1鹿児島大、 
2京都大ウイルス、3同ウイルス） 

第 52 回日本癌学会総会 

1993 年 10 月 5-7 日 仙台 

 

 41）中心静脈栄養法管理下に発症した亜鉛欠乏性陽性肢端皮膚炎の 1 例 

    西 正行、樺山知香子、片平充彦、島田辰彦、川平正公、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 57 回東部支部学術大会 

1993 年 9 月 25-26 日 弘前 

 

 42）特異な発症と経過を示した悪性リンパ腫の 1 例 

    宇宿一成 1、島田辰彦 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、樺山知香子 2（1鹿児島大、2同 1 内科） 

 第 28 回西日本皮膚悪性腫瘍研究会 

1993 年 9 月 18 日 高知 

 

 43）消化管浸潤を伴った ATL の 1 例 

    濱田 洋、島田辰彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 45 回西部支部総会・学術大会 

1993 年 10 月 20-21 日 大分 

 

 44）最近経験した 3例の悪性血管内皮細胞腫 

    三好逸男、西 正行、片平充彦、福光 健、関山光弘、田中昭人、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 45 回西部支部総会・学術大会 

1993 年 10 月 20-21 日 大分 

 

 45）HTLV-I mRNA の in situ hybridization study 

    瀬戸山充、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 23 回基礎皮膚科懇話会 

1993 年 11 月 12-13 日 神戸 

 

 46）【スライド供覧】 

    田中昭人、瀬戸山充、河村京子、溝口志真子、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 287 回福岡地方会 

1993 年 11 月 23 日 福岡 



 47）象皮症の 1 例 

    河村京子 1、福光 健 1、西 正行 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

日本皮膚科学会第 44 回中部支部学術大会 

1993 年 11 月 27-28 日 四日市 

 

 48）融合性細網状乳頭腫症の 1例 

    片平充彦、西 正行、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 100 回四国地方会 

1993 年 12 月 4 日 徳島 

 

 49）市販のざ瘡治療薬によるアレルギー性接触皮膚炎 

    三好逸男、中野律子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 18 回日本接触皮膚炎学会総会学術大会 

1993 年 12 月 4-5 日 大阪 

 

 50）化膿性皮膚疾患に対するロキシスロマイシンの臨床効果 

    四本信一、瀬戸山充、神崎 保、田代正昭（鹿児島大） 

     第 41 回日本化学療法学会総会 

1993 年 東京 

 

 51）頭部・胸部・陰嚢に多発した Steatocystoma multiplex の 1 例 

    河村京子、金蔵拓郎、西 正行、溝口志真子、大竹直樹、神崎 保（鹿児島大） 

     日本形成外科学会九州支部学術集会第 35 回例会 

1994 年 3 月 19 日 福岡 

 

 52）Steatocystoma multiplex の治療例 

    河村京子、金蔵拓郎、西 正行、溝口志真子、大竹直樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 10 回日本臨床皮膚科医学会九州支部総会 

1994 年 3 月 18-20 日 福岡 

 

 53）鹿児島大学皮膚科の外来患者統計 

    金蔵拓郎、飯山準一、池田信一、池田直徳、市ヶ谷佳香、伊藤香世子、伊東 淳、 

肥後暁子、河村京子、関山光弘、田中昭人、菅 隆史、濱田 洋、福光 健、宇宿一成、 

溝口志真子、大竹直樹、寺﨑健治朗、片平充彦、中野律子、三好逸男、川平正公、 

西 正行、島田辰彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 54）当科における死亡症例について 

    片平充彦 1、島田辰彦 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、梅北善久 2、吉田浩己 2、佐藤栄一 3 

（1鹿児島大、2同第 1 病理、3同第 2病理） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 55）当科における過去 2 年間のアトピー性皮膚炎 

    寺﨑健治朗、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 

 



 56）最近 2 年間に当科を受診した自己免疫性水疱症の内訳と症例 

    宇宿一成、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 57）最近 2 年間に当科外来を受診した乾癬患者の統計と、PUVA 療法が卓効を示した尋常性乾癬 

の一例 

 宇宿一成 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、島田辰彦 2（1鹿児島大、2県立大島病院） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 58）92-93 年の当教室における膠原病 

    川平正公、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 59）当教室における皮膚悪性腫瘍患者の統計的検討 

    溝口志真子、大竹直樹、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 60）当科で経験した悪性リンパ腫症例 

    田中昭人、溝口志真子、大竹直樹、片平充彦、西 正行、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 61）当教室における過去 2 年間での臨床学会参加状況 

    関山光弘、福光 健、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 62）当教室における過去 2 年間での研究学会参加状況 

    菅 隆史、濱田 洋、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 63）過去 2 年間における当教室の欧文論文発表について 

    河村京子、西 正行、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 64）1992 年 1 月から 1993 年 12 月までの当科における邦文発表論文 

    西 正行、河村京子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

  第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 4 月 10 日 鹿児島 

 

 65）Fibromucular dysplasia (FDS)の 1 例 

    島田辰彦 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、岡原一徳 2、守屋信英 2（1鹿児島大、2同脳神経外科） 

     第 93 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1994 年 4 月 20-23 日 福岡 

 



 66）ATLL の皮膚病変における PUVA 療法 

    瀬戸山充、片平充彦、溝口志真子、田中昭人、神崎 保（鹿児島大） 

1994 年 4 月 20-23 日 福岡 

 

 67）G-CSF を産生した Eccrine carcinoma 

    溝口志真子、河村京子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 10 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

1994 年 6 月 24-25 日 東京 

 

 68）これは何でしょう。 

    大竹直樹、三好逸男、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 10 回日本皮膚病理組織学会 

1994 年 7 月 30 日 東京 

 

 69）疣贅状表皮発育異常症の 3例 

    大竹直樹、菅 隆史、三好逸男、川平正公、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 29 回西日本皮膚腫瘍研究会 

1994 年 7 月 23 日 熊本 

 

 70）臍のポリープ 

    三好逸男、大竹直樹、関山光弘、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 153 回熊本・第 80 回宮崎合同地方会 

 1994 年 7 月 24 日 熊本 

 

 71）エクリン汗器官癌由来細胞の培養とその性状 

    菅 隆史、濱田 洋、溝口志真子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 24 回基礎皮膚科懇話会 

1994 年 8 月 5-6 日 鹿児島 

 

 72）平成 4、5 年の当教室における老人性皮膚疾患の統計 

    福光 健、穂積秀樹、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 73）92・93 年鹿大皮膚科手術に関するまとめ 

    大竹直樹、穂積秀樹、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 74）1993 年の当科におけるパッチテストの統計 

    三好逸男、穂積秀樹、井上明代、中野律子（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 75）タイマンゴー、フィリピンマンゴー、メキシコマンゴー、ギンナン、銀杏の葉および 

ウルシオールによる接触皮膚炎 

 神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 



 76）Hypereosinophilic syndrome の 1 例 

    田中昭人、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 77）先天性表皮水疱症の 1 例 

    濱田 洋 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、森義三郎 2（1鹿児島大、2森病院） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 78）Werner 症候群の 1例 

    福丸聖太 1、大竹直樹 1、菅 隆史 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、野辺修明 2（1鹿児島大、 
2串木野市） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 79）人尾の 1 例 

    西 正行、宇宿一成、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 80）肺病変が先行し経過中に消化管偽閉塞症候群を併発した PSS の 1 例 

    寺﨑健治朗 1、金蔵拓郎 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、若松伸一 2、山口昭彦 2、田中弘允 2 

（1鹿児島大、2同第 1 内科） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 81）Localized myxedema の 1 例 

    井上明代、関山光弘、大竹直樹、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

      第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 82）Neurilemmoma の 1 例 

    山口圭子、田中昭人、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 83）足趾爪甲下外骨腫の 1 例 

    神田 彰、大竹直樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 84）Pachydermatocele を切除したレックリングハウゼン病の 1 例 

    福光 健 1、大竹直樹 1、西 正行 1、神崎 保 1、大塚 壽 2（1鹿児島大、2愛媛大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 85）皮膚癌と癌抑制遺伝子 

    金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 



 86）多発性ボーエン病の 1 例 

    具志 亮 1、片平充彦 1、関山光弘 1、三好逸男 1、四本信一 2、神崎 保 1（1鹿児島大、 
2ウェイン州立大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 87）転移性皮膚癌の 1 例 

    穂積秀樹 1、大竹直樹 1、片平充彦 1、神崎 保 1、堂地 勉 2、家村和千代 2、江口美貴 2、

吉永光裕 2、永田行博 2（1鹿児島大、2同産婦人科） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 88）ATL の経過中に咽頭扁平上皮癌を認めた 1 例 ―異時性三重癌例― 

    片平充彦 1、田中昭人 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、松下能文 2、佐藤栄一 2、片平可也 3 

（1鹿児島大、2同第 2 病理、3鹿児島市） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 89）ケルスス禿瘡の 1 例 

    関山光弘、山口圭子、宇宿一成、菅 隆史、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 90）クロモミコーシスの 1 例 

    宇宿一成 1、四本信一 2、神崎 保 1、島田辰彦 3（1鹿児島大、2ウェイン州立大、3県立大

島病院） 

     第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 91）5-FU 外用療法が有効であった老人性面皰の 1 例 

    吉永恵一郎 1、川平正公 1、神崎 保 1、久保洋一 2（1鹿児島大、2指宿市） 

    第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1994 年 8 月 7 日 鹿児島 

 

 92）皮下病変として発症した ATL の 2 例；Subcutaneous ATL? 

    片平充彦、瀬戸山充、田中昭人、神崎 保（鹿児島大） 

     第 13 回皮膚リンフォーマ研究学会 

1994 年 8 月 20-21 日 津 

 

 93）有棘細胞癌由来細胞の培養とその性状 

    菅 隆史、濱田 洋、溝口志真子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 12 回ヒト細胞学会大会 

1994 年 8 月 25-26 日 東京 

 

 94）Alport 症候群の患者の皮膚の電顕的検討 

    濱田 洋 1、神崎 保 1、保元裕一郎 2、有馬暉勝 2、上山達典 3（1鹿児島大、2同第 2 内

科、3上山病院） 

     第 21 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

1994 年 8 月 19-20 日 富山 

 

 



 95）新しいライソゾーム病 ―臨床から遺伝子異常の同定まで― 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 21 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

1994 年 8 月 19-20 日 富山 

 
 96）有棘細胞癌由来細胞の培養とその性状 

    菅 隆史、濱田 洋、溝口志真子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 19 回日本研究皮膚科学会学術大会 

1994 年 8 月 31 日-9 月 2 日 大阪 

 

 97）Bromodeoxyuridine による皮膚の細胞動態の新しい解析法 

    中野律子 1、村田長芳 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2同第 2 解剖） 

     第 19 回日本研究皮膚科学会学術大会 

1994 年 8 月 31 日-9 月 2 日 大阪 

 

 98）p53 gene mutations in human skin cancers 

    金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 19 回日本研究皮膚科学会学術大会 

1994 年 8 月 31 日-9 月 2 日 大阪 

 

 99）膿疱性乾癬の 1例 

    宇宿一成、大竹直樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 9 回日本乾癬学会学術大会 

1994 年 9 月 3-4 日 東大阪 

 

 100）足底の熱傷後の多発性色素斑から発生したと考えられる悪性黒色腫の 1 例 

    具志 亮、田中昭人、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 80 回日本皮膚科学会山陰地方会 

1994 年 10 月 9 日 米子 

 

 101）クロモミコーシスの 1 例 

    宇宿一成、関山光弘、神崎 保、四本信一、島田辰彦（鹿児島大） 

     第 38 回日本真菌学会総会 

1994 年 10 月 13-14 日 松本 

 

 102）肺病変が先行し経過中に消化管閉塞症候群を併発した PSS の 1 例 

    寺﨑健治朗 1、福丸聖太 1、山口圭子 1、福光 健 1、金蔵拓郎 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

若松伸一 2、山口昭彦 2、田中弘允 2（1鹿児島大、2同第 1 内科） 

 日本皮膚科学会第 46 回西部支部学術大会 

1994 年 11 月 12-13 日 宇部 

 103）大動脈炎症候群に合併した壊疸性膿皮症の 1 例 

    金蔵拓郎 1、具志 亮 1、松下茂人 1、神崎 保 1、長谷川瓦 2、田中弘允 2（1鹿児島大、 
2同第 1 内科） 

 日本皮膚科学会第 46 回西部支部学術大会 

1994 年 11 月 12-13 日 宇部 

 

 104）慢性の皮膚粘膜のカンジダ症から見つかった ATL の 1 例 

    井上明代、福光 健、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 291 回福岡地方会 

1994 年 11 月 23 日 福岡 

 



 105）成人型アトピー性皮膚炎患者にみられた遅延型ニッケルアレルギーの 1 例 

    井上明代 1、吉永恵一郎 1、三好逸男 1、神崎 保 1、富山哲郎 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

 第 19 回日本接触皮膚炎学会学術大会 

1994 年 11 月 26-27 日 富山 

 

 106）副腎皮質ホルモン外用は本当に色素沈着をおこすのか？ 

   三好逸男、川越りか、神崎 保（鹿児島大） 

 第 19 回日本接触皮膚炎学会学術大会 

1994 年 11 月 26-27 日 富山 

 

 107）落葉状天疱瘡の 2例 

   神田 彰、具志 亮、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 102 回日本皮膚科学会四国地方会 

1994 年 11 月 26 日 徳島 

 

 108）皮膚転移を来した子宮体癌の 1 例 

   柿木博成、満尾雅彦、石塚志奈子、江口美貴、桑波田理樹、川俣和弥、家村和千代、 

松元 保、山元慎一、吉永光裕、堂地 勉、永田行博、穂積秀樹、神崎 保、吉田愛知 

    第 53 回九州癌学会 

1994 年 
 

 109）慢性透析男性患者におけるファブリー病のスクリーニングとその臨床像について 

   児玉千早、中尾正一郎、竹中俊宏、田中昭浩、田中弘允、保元裕一郎、上山達典、 

魚水憲二、神崎 保 

    厚生省特定疾患発生心筋症調査研究班平成 6 年度第 1 班会議 

1994 年 

 

 110）ファブリー病は稀な疾患か？慢性統制男性患者におけるファブリー病のスクリーニングと 

その臨床像 

   児玉千早、中尾正一郎、竹中俊宏、田中昭浩、田中弘允、保元裕一郎、上山達典、 

魚水憲二、神崎 保 

第 77 回日本循環器学会九州地方会 

1994 年 

 

 111）エーラス・ダンロス症候群の 4 例 

    福光 健、福永 透、穂積秀樹、川越りか、松下茂人、寺﨑健治朗、神崎 保（鹿児島大） 

 第 108 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 1 月 15 日 鹿児島 

 

 112）皮疹を伴った Hodgkin’s disease の 1 例 

    関山光弘 1、瀬戸山充 1、片平充彦 1、川平正公 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、若松伸一 2 

（1鹿児島大、2同第 1 内科） 

 第 108 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 1 月 15 日 鹿児島 

 

 113）Langerhans cell histiocytosis (LCH) の 1 例 

    田中昭人 1、具志 亮 1、濱田 洋 1、宇宿一成 1、西 正行 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

猿渡邦彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

 第 108 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 1 月 15 日 鹿児島 

 



 114）マンソン孤虫症の 1 例 

    神田 彰 1、福丸聖太 1、穂積秀樹 1、井上明代 1、大竹直樹 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

野田伸一 2（1鹿児島大、2同医動物学） 

 第 108 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 1 月 15 日 鹿児島 

 

 115）Alport 症候群の 2例 

    濱田 洋 1、菅 隆史 1、中野律子 1、三好逸男 1、神崎 保 1、保元裕一郎 2、有馬暉勝 2、 

上山達典 3（1鹿児島大、2同第 2 内科、3上山病院） 

 第 108 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 1 月 15 日 鹿児島 

 

 116）末梢循環障害に対する人参養栄湯の臨床効果 

    金蔵拓郎、松下茂人、具志 亮、福丸聖太、神田 彰、神崎 保（鹿児島大） 

     第 18 回皮膚脈管懇話会 

1995 年 1 月 26 日 東京 

 

 117）DLE を合併したオーバーラップ症候群の 1例 

    松下茂人 1、具志 亮 1、福丸聖太 1、神田 彰 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、丸山芳一 2 

（1鹿児島大、2同第 3 内科） 

 第 9 回膠原病研究会 

1995 年 1 月 27 日 東京 

 

 118）激しいそう痒を伴ったホジキン病の 1 例 

    穂積秀樹 1、大竹直樹 1、片平充彦 1、三好逸男 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、有馬暉勝 2 

（1鹿児島大、2同第 2 内科） 

     第 21 回日本皮膚科学会沖縄地方会 

1995 年 2 月 5 日 那覇 

 

 119）鹿児島大学における過去 10 年間に経験した熱傷瘢痕癌 

    大竹直樹、神田 彰、穂積秀樹、井上明代、具志 亮、松下茂人、福光 健、 

寺﨑健治朗、片平充彦、西 正行、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

 第 5 回日本熱傷学会九州地方会 

1995 年 2 月 18 日 福岡 

 

 120）シアナマイドによる薬疹の 1例 

    川越りか、宇宿一成、福光 健、濱田 洋、菅 隆史、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 292 回福岡地方会 

1995 年 3 月 12 日 福岡 

 

 121）1994 年の鹿児島大学皮膚科への紹介受診患者の統計 

    金蔵拓郎、神田 彰、福丸聖太、井上明代、穂積秀樹、福永 透、具志 亮、神崎 保 

（鹿児島大） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 122）様々な遮光対策を試みた後天性日光過敏症の 1 例 

    福永 透、井上明代、川越りか、松下茂人、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 



 123）【スライド供覧】線状を呈する皮膚疾患の 3 例 

    川平正公 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、神園政行 2、愛甲矩義 3（1鹿児島大、2枕崎市、 
3川内市） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 124）弾力線維性仮性黄色腫の 1 例 

    川越りか、片平充彦、金蔵拓郎、福丸聖太、穂積秀樹、神崎 保（鹿児島大） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 125）Melkersson-Rosenthal 症候群の 1 例 

    神田 彰 1、大竹直樹 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、鮫島 篤 2（1鹿児島大、2同耳鼻咽 

喉科） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 126）Granuloma annulare の 2 例 

    田中昭人 1、具志 亮 1、穂積秀樹 1、片平充彦 1、神崎 保 1、寺﨑 健 2（1鹿児島大、 
2鹿屋市） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 127）G-CSF 産生ヒトエクリン汗腺癌由来細胞株（SK-EcCa-1）の樹立とその性状 

    菅 隆史、濱田 洋、河村京子、溝口志真子、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 128）Analysis of cell kinetics of the skin by a new method using bromodeoxyuridine. 

    中野律子 1、村田長芳 2、津山新一郎 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2同第 2 解剖） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 129）Total lipodystrophy の 1 例 

    片平充彦、穂積秀樹、井上明代、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 130）DLE を合併した PSS、PM、SjS 重複症候群の 1例 

    松下茂人 1、福丸聖太 1、神田 彰 1、具志 亮 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、丸山芳一 2 

（1鹿児島大、2同第 3 内科） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 131）PUVA 療法が奏効した PSS の 1 例 

    福丸聖太 1、大竹直樹 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 



 132）Angiosarcoma の 2 例 

    関山光弘、田中昭人、片平充彦、島田辰彦、神崎 保（鹿児島大） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 133）肺癌の多発性皮膚転移をきたした 1 例 

    具志 亮 1、片平充彦 1、三好逸男 1、神崎 保 1、高崎隆志 2、吉田浩己 2（1鹿児島大、 
2同第 1 病理） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 134）【スライド供覧】頭頚部疾患の 3 例 

    穂積秀樹、片平充彦、三好逸男、川平正公、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 135）Gardner 症候群の 1例 

    大竹直樹 1、具志 亮 1、福丸聖太 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、丹波清志 2、野間秀歳 2 

（1鹿児島大、2同第 1 外科） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 136）ニコチンチュウインガムで劇的に改善した壊疽性膿皮症の一例 

    金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

 第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 4 月 9 日 鹿児島 

 

 137）慢性の皮膚粘膜のカンジダ症から見つかった ATL の 1 例について 

    井上明代、川越りか、宇宿一成、大竹直樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 46 回九州真菌懇話会 

 1995 年 4 月 15 日 長崎 

 

 138）原因不明の後天性日光過敏症の 1 例 

    福永 透、井上明代、川越りか、松下茂人、宇宿一成、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

 日本皮膚科学会長崎地方会第 265 回例会 

1995 年 4 月 16 日 長崎 

 

 139）男性乳癌の 1 例 

    田中昭人 1、神田 彰 1、松下茂人 1、西 正行 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、白尾一定 2、 

愛甲 孝 2、吉中平次 3、下川優子 4（1鹿児島大、2同第 1 外科、3同手術部、4鹿児島市） 

 第 94 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1995 年 5 月 19-21 日 横浜 

 

 140）線状扁平苔癬の 1例 

    川平正公 1、穂積秀樹 1、川越りか 1、関山光弘 1、福光 健 1、神崎 保 1、愛甲矩義 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

 第 94 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1995 年 5 月 19-21 日 横浜 

 

 

 



 141）消化酵素剤によると考えた多形紅斑の 1例 

    三好逸男、穂積秀樹、関山光弘、福永 透、神崎 保（鹿児島大） 

     第 25 回日本皮膚アレルギー学会 

1995 年 6 月 2-3 日 長崎 

 

 142）鹿児島大学皮膚科における過去 10 年間に経験した熱傷瘢痕癌 

    大竹直樹、松下茂人、神田 彰、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 21 回日本熱傷学会総会・学術集会 

1995 年 6 月 1-2 日 犬山 

 

 143）PUVA 療法が奏効した強皮症の 4 例 

    福丸聖太、松下茂人、寺﨑健治朗、溝口志真子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 103 回日本皮膚科学会四国地方会 

1995 年 6 月 4 日 徳島 

 

 144）Carcinoma cuniculatum の 1 例 

    福丸聖太、松下茂人、具志 亮、大竹直樹、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 11 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

1995 年 6 月 23-24 日 宮崎 

 

 145）頭部 Angiosarcoma に対する PGE1を併用した rIL-2 動注療法の試み 

    関山光弘、神田 彰、山元祥子、片平充彦、島田辰彦、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 30 回西日本皮膚腫瘍研究会 

1995 年 7 月 8 日 福岡 

 

 146）腎移植後に発症した Disseminated Superficial Actinic Porokeratosis の 1 例 

    松下茂人、島田英彦、久保洋文、神田 彰、関山光弘、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

 日本皮膚科学会第 293 回福岡地方会 

1995 年 7 月 9 日 久留米 

 

 147）Tissue inhibitor of metalloproteinase (TIMP) の創傷治癒促進効果 

    寺﨑健治朗 1、神崎 保 1、嶋 英邦 2、品川 朗 2（1鹿児島大、2富士薬品工業(株)ﾊﾞｲｵ事業部） 

     第 25 回基礎皮膚科懇話会 

1995 年 7 月 14 日 松坂 

 

 148）滲出性紅斑を思わせたアレルギー性接触皮膚炎の 1例 

    福永 透、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 82 回日本皮膚科学会宮崎地方会 

1995 年 7 月 15 日 宮崎 

 

 149）エタノールに対して I 型及び IV 型反応を示した接触皮膚炎の 1 例 

    川越りか、大竹直樹、三好逸男、中野律子、河村京子、福永 透、肥後暁子、神崎 保

（鹿児島大） 

 第 156 回日本皮膚科学会熊本地方会 

1995 年 7 月 22 日 熊本 

 

 150）頭・頚部および臍部に多発皮膚腫瘤をきたした 1 例 

    具志 亮 1、大竹直樹 1、片平充彦 1、金蔵拓郎 1、神田 彰 1、神崎 保 1、野辺修明 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

 第 11 回日本皮膚病理組織学会 

1995 年 7 月 29 日 東京 



 151）スズにアレルギー反応を示したアトピー性皮膚炎の 1 例 

    穂積秀樹 1、片平充彦 1、三好逸男 1、神崎 保 1、早川律子 2（1鹿児島大、2名大分院） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 152）ダコニール®による接触、光接触皮膚炎の 1 例 

    松下茂人 1、福丸聖太 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 153）消化酵素製剤による多形紅斑 

    三好逸男、中野律子、神崎 保（鹿児島大） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 154）限局性落葉状天疱瘡の 1 例 

    山元祥子 1、具志 亮 1、関山光弘 1、島田辰彦 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、島田勝彦 2 

（1鹿児島大、2宮之城町） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 155）Erythrokeratodermia variabilis の 1 例 

    東 裕子、川越りか、穂積秀樹、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 156）シクロスポリン Aが奏効した毛孔性紅色粃糖疹の 1例 

    宇宿一成 1、穂積秀樹 1、福丸聖太 1、島田辰彦 1、神崎 保 1、川平正公 2、鮫島利尚 3 

（1鹿児島大、2指宿温泉病院、3鹿児島市） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 157）進行性全身性強皮症に PUVA 療法が著効した症例 

    前田真一 1、具志 亮 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、浜田 哲 2（1鹿児島大、2今給黎病院） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 158）外陰部に限局した多発性稗粒腫の 1 例 

    肥後暁子、神田 彰、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 159）精神発達異常を伴い家族内発症を認めた multiple trichoepithelioma の 1 例 

    島田英彦 1、三好逸男 1、神崎 保 1、久留博史 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 160）Ωnail を呈した先天性外骨腫の 1 例 

    福永 透、神田 彰、大竹直樹、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 



 161）骨髄性プロトポルフィリン症の 5 例 

    大竹直樹 1、神田 彰 1、松下茂人 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 162）Bowenoid papulosis の 2 例 

    島田辰彦 1、福永 透 1、神崎 保 1、森田洋一郎 2（1鹿児島大、2同産婦人科） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 163）エクリン汗腺癌の 3 例 

    福丸聖太 1、東 裕子 1、前田真一 1、穂積秀樹 1、福永 透 1、具志 亮 1、神田 彰 1、

松下茂人 1、田中昭人 1、大竹直樹 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、松下紀文 2、浜田己則 3 

（1鹿児島大、2枕崎市、3喜入町） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 164）【スライド供覧】特異な臨床像を呈した ATL の 3 例 

    片平充彦、東 裕子、神田 彰、福丸聖太、川越りか、松下茂人、関山光弘、田中昭人、 

神崎 保（鹿児島大） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 165）軟骨肉腫様の組織像を呈した転移性食道癌の 1 例 

    具志 亮 1、河村京子 1、寺﨑健治朗 1、大竹直樹 1、片平充彦 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

野辺修明 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 166）【スライド供覧】最近の電顕所見より 

    河村京子 1、菅 隆史 1、関山光弘 1、具志 亮 1、山元祥子 1、神崎 保 1、溝口志真子 1、 

児浦純義（生）2（1鹿児島大、2鹿児島市立病院） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 167）Tissue inhibitor of metalloproteinase (TIMP) の創傷治癒における効果 

    寺﨑健治朗 1、神崎 保 1、品川 朗 2、嶋 英邦 2（1鹿児島大、2富士薬品工業(株)バイ

オ事業部） 

 第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1995 年 8 月 6 日 鹿児島 

 

 168）新生児 LE の 1 例 

    山元祥子、菅 隆史、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

 第 4 回鹿児島膠原病研究会 

1995 年 8 月 11 日 鹿児島 

 

 169）中枢神経症状を呈した ATL の 1 例 

    具志 亮、前田真一、田中昭人、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 14 回皮膚リンフォーマ研究学会学術大会 

1995 年 8 月 19-20 日 熊本 



 170）メルケル細胞癌の移植と培養 

    河村京子 1、寺﨑健治朗 1、神崎 保 1、溝口志真子 1、児浦純義（生）2、佐々木健司 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市立病院） 

     第 22 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

1995 年 8 月 18 日 熊本 

 

 171）Tissue inhibitor of metalloproteinase for wound healing. 

    寺﨑健治朗 1、神崎 保 1、嶋 英邦 2、品川 朗 2（1鹿児島大、2富士薬品工業(株)バイ

オ事業部） 

     日本研究皮膚科学会第 20 回年次学術大会 

1995 年 9 月 6-8 日 岡山 

 

 172）Further studies of biological and biochemical characteristics of a G-CSF producing  

eccrine adenocarcinoma cell line. 

    菅 隆史、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 20 回年次学術大会 

1995 年 9 月 6-8 日 岡山 

 

 173）Analysis of cell kinetics of the human skin by a novel method using bromodeoxyuridine. 

    中野律子 1、神崎 保 1、村田長芳 2（1鹿児島大、2同第 2 解剖） 

     日本研究皮膚科学会第 20 回年次学術大会 

1995 年 9 月 6-8 日 岡山 

 

 174）Effects of nicotine on peripheral (cutaneous) blood frow. 

    宇宿一成、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 20 回年次学術大会 

1995 年 9 月 6-8 日 岡山 

 

 175）乾癬性紅皮症様の皮疹を呈した毛孔性紅色粃糖疹の 1 例 

    宇宿一成 1、穂積秀樹 1、福丸聖太 1、島田辰彦 1、神崎 保 1、川平正公 2、鮫島利尚 3 

（1鹿児島大、2指宿温泉病院、3鹿児島市） 

     第 10 回日本乾癬学会学術大会 

1995 年 9 月 6-8 日 萩 

 

 176）乾癬患者におけるシクロスポリン投与後の高尿酸血症 

    島田辰彦、宇宿一成、関山光弘、川越りか、神崎 保（鹿児島大） 

     第 10 回日本乾癬学会学術大会 

1995 年 9 月 6-8 日 萩 

 

 177）骨髄性プロトポルフィリン症の 3 例 

    大竹直樹、神田 彰、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 59 回日本皮膚科学会東部支部学術大会 

1995 年 9 月 16-17 日 盛岡 

 

 178）脂肪織炎より、発見された Protein C 欠乏症の 1 例 

    穂積秀樹 1、片平充彦 1、川越りか 1、大竹直樹 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、山角健介 2、 

新名主宏一 3、丸山芳一 4、丸山征郎 5（1鹿児島大、2同第 1 外科、3同輸血部、4同第 3内 

科、5同臨床検査医学） 

 第 46 回日本皮膚科学会中部支部会 

1995 年 10 月 28 日 鹿児島 

 



 179）末梢循環に対するニコチンガムの効果 

    荒殿一洋、宇宿一成、福丸聖太、神田 彰、松下茂人、具志 亮、厚地礼子、 

下長野由佳、有田浩子、金蔵拓郎、神崎 保 

 日本皮膚科学会第 295 回福岡地方会 

1995 年 11 月 23 日 福岡 

  

 180）ジマンタイセン（農薬）による光接触皮膚炎の 1 例 

    肥後暁子、大竹直樹、久保洋文、神崎 保（鹿児島大） 

     第 47 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

1995 年 11 月 25-26 日 北九州 

 

 181）腎移植後、長期間免疫抑制剤を使用し、皮膚扁平上皮癌と疣贅が多発した 1 例 

    島田英彦、神田 彰、福光 健、島田辰彦、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 47 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

1995 年 11 月 25-26 日 北九州 

 

 182）乾癬患者と高尿酸血症 ―シクロスポリン投与の影響について― 

    島田辰彦、宇宿一成、関山光弘、川越りか、神崎 保（鹿児島大） 

     第 47 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

1995 年 11 月 25-26 日 北九州 

 

 183）PCNA 免疫組織化学法によるリンフォーマ、非リンフォーマの識別と早期診断 

    川平正公 1、神崎 保 2（1指宿温泉病院、2鹿児島大） 

     第 47 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

1995 年 11 月 25-26 日 北九州 

 

 184）視神経浸潤をきたした成人 T細胞白血病の 1 例 

    松下茂人 1、福丸聖太 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、迫田由紀子 2、大庭紀雄 2（1鹿児島大、
2同眼科） 

     第 47 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

1995 年 11 月 25-26 日 北九州 

 

 185）日本接触皮膚炎学会 1995 年度共同研究まとめ 

    三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 20 回日本接触皮膚炎学会学術大会 

1995 年 12 月 2-3 日 神戸 

 

 186）アスタット®液による接触皮膚炎 

    中野律子、河村京子、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 20 回日本接触皮膚炎学会学術大会 

1995 年 12 月 2-3 日 神戸 

 

 187）多形滲出性紅斑像を呈した接触皮膚炎の 1 例 

    福永 透、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 20 回日本接触皮膚炎学会学術大会 

1995 年 12 月 2-3 日 神戸 

 

 188）ジマンタイセン（農薬）による光接触皮膚炎の 1 例 

    肥後暁子、大竹直樹、久保洋文、神崎 保（鹿児島大） 

     第 20 回日本接触皮膚炎学会学術大会 

1995 年 12 月 2-3 日 神戸 



 189）サイトメガロウイルス網膜炎を併発した成人 T 細胞白血病の 1例 

    松下茂人 1、福丸聖太 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、迫田由紀子 2、大庭紀雄 2（1鹿児島大、
2同眼科） 

     第 20 回日本接触皮膚炎学会学術大会 

1995 年 12 月 2-3 日 神戸 

 

 190）ダコニール®による光接触皮膚炎の 1 例 

    松下茂人 1、福丸聖太 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 20 回日本接触皮膚炎学会学術大会 

1995 年 12 月 2-3 日 神戸 

 

 191）線状 IgA 沈着を認めた Duhring 疱疹状皮膚炎の 1 例 

    山元祥子 1、川越りか 1、坂木由宗 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、井料香代子 2（1鹿児島大、
2国分市） 

     第 82 回日本皮膚科学会山陰地方会 

1995 年 12 月 10 日 出雲 

 

 192）Cole-Engman 症候群の 1 例 

    東 裕子、山元祥子、加々良一朗、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 111 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 1 月 14 日 鹿児島 

 

 193）乳房外 Paget 病の 3例 

    西 正行 1、稲川喜一 2、奥山典秀 2、漆原克之 2、光嶋 勲 2、森口隆彦 2、神崎 保 1 

（1鹿児島大、2川崎医科大学形成外科） 

     第 111 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 1 月 14 日 鹿児島 

 

 194）皮膚抹消循環に及ぼすニコチンの影響について 

    宇宿一成、荒殿一洋、福丸聖太、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 19 回皮膚脈管懇話会 

1996 年 1 月 25 日 福島 

 

 195）PUVA 療法が奏効した強皮症の 4 例 

    山元祥子、福丸聖太、松下茂人、寺﨑健治朗、溝口志真子、金蔵拓郎、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 10 回膠原病研究会 

1996 年 1 月 25-26 日 福島 

 

 196）肺出血を見た SLE の 1 例 

    福丸聖太、松下茂人、中野律子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 10 回膠原病研究会 

1996 年 1 月 25-26 日 福島 

 

 197）高齢の Rheumatoid Arthritis 患者に出現した多発性に出現した多発性 dermatofibroma の

一例 

 関山光弘 1、河村京子 1、東 裕子 1、島田辰彦 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、泉原智麿 2 

（1鹿児島大、2鹿児島赤十字病院） 

     第 23 回日本皮膚科学会沖縄地方会 

1996 年 2 月 11 日 沖縄 

 



 198）Flow-through 型広背筋皮弁を用いた下肢軟部組織欠損の再建 

    西 正行 1、光嶋 勲 2、森口隆彦 2（1鹿児島大、2川崎医科大学形成外科） 

     第 129 回岡山外科会 

1996 年 2 月 17 日 岡山 

 

 199）口唇に発症した青色母斑の 1例 

    島田英彦、具志 亮、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 296 回日本皮膚科学会福岡地方会 

1996 年 3 月 17 日 福岡 

 

 200）PUVA 療法が奏効した強皮症の 4 例 

    山元祥子、福丸聖太、松下茂人、寺﨑健治朗、溝口志真子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 5 回鹿児島膠原病研究会 

1996 年 2 月 23 日 鹿児島 

 

 201）1995 年外来紹介患者について 

    島田辰彦、肥後暁子、三好逸男、島田英彦、東 裕子、山元祥子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

     1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

 

 202）当科における死亡症例（1994 年） 

    具志 亮、福永 透、福丸聖太、松下茂人、中野律子、山元祥子、関山光弘、片平充彦、 

神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 203）入院患者（4 月 7 日現在）の紹介 

    具志 亮、神田 彰、福永 透、福丸聖太、島田英彦、山元祥子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 204）1995 年接触皮膚炎外来統計 

    三好逸男、中野律子、松下茂人、山口圭子、島田英彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

 

 205）劇的に改善した象皮症の 1 例 

    島田辰彦、肥後暁子、三好逸男、島田英彦、東 裕子、山元祥子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 206）皮膚疾患に tonisilectomy を施行した症例 

    福丸聖太、肥後暁子、具志 亮、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 207）頭部に潰瘍をきたしたサルコイドーシスの 1 例 

    島田英彦 1、松下茂人 1、福丸聖太 1、神崎 保 1、久留博史 2、森下玲子 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 



 208）Suction blister 法を用いた尋常性白斑の治療 

    関山光弘、山口圭子、山元祥子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 209）Incontinentia pigmenti の姉妹例 

    山口圭子、関山光弘、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 210）Crow-Fukase syndrome 

    川越りか 1、島田辰彦 1、神崎 保 1、堀之内秀治 2（1鹿児島大、2同内科） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 211）Laugier-Hunziker-Baran 症候群の 1 例 

    大竹直樹 1、福丸聖太 1、中野律子 1、神崎 保 1、川平正公 2（1鹿児島大、2指宿温泉病院） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 212）瘍切除後の下口唇再建の経験 

    福永 透、松下茂人、菅 隆史、大竹直樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 213）Malassezia folliculitis の 2 例 

    山元祥子、中野律子、福丸聖太、島田英彦、東 裕子、川越りか、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

 

 214）これからの皮膚科医（私見） 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 215）Bromodeoxyuridine（BrdU）を用いてヒトの皮膚細胞動態の解析 

    中野律子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 216）皮膚末梢循環、皮膚温に及ぼすニコチンの影響 

    宇宿一成、金蔵拓郎、荒殿一洋、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

 

 217）PSS への PUVA 療法の試み―治療成果について― 

    松下茂人、山元祥子、福丸聖太、福永 透、川越りか、島田英彦、寺﨑健治朗、 

金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

 



 218）PCNA 免疫組織化学法によるリンフォーマ、非リンフォーマの鑑別と早期診断 

川平正公 1、神崎 保 2（1指宿温泉病院、2鹿児島大） 

第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 4 月 7 日 鹿児島 

  

 219）25 年の経過をたどり拡大縮小を繰り返す CD8 陽性、Ki-1 陽性の Pagetoid reticulosis

（Woringer-Kolopp  syndrome）の 1例 

    中野律子 1、山元祥子 1、田中昭人 1、河村京子 1、片平充彦 1、大竹直樹 1、瀬戸山充 1、 

神崎 保 1、蓮井和久 2、佐藤栄一 2（1鹿児島大、2同二病理） 

     第 36 回日本網内系学会総会 

1996 年 5 月 16-17 日 愛知 

 

 220）Cole-Engman 症候群の 2 例 

    大竹直樹、東 裕子、山元祥子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 12 回日本皮膚悪性腫瘍学会総会・学術大会 

1996 年 6 月 13-15 日 愛知 

   

 221）リマチルによる苔癬型薬疹の 1 例 

    島田英彦 1、神田 彰 1、三好逸男 1、神崎 保 1、島田勝彦 2（1宮之城町、2宮之城町） 

     第 95 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1996 年 6 月 13-15 日 札幌 

 

 222）ラノコナゾールによる接触皮膚炎 

    肥後暁子、中野律子、河村京子、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 95 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1996 年 6 月 13-15 日 札幌 

 

 223）肺出血を見た SLE の 1 例 

    福丸聖太、松下茂人、中野律子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 95 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1996 年 6 月 13-15 日 札幌 

  

 224）Epidermal nevus syndrome に単純性血管腫を合併した 1 例 

    東 裕子、金蔵拓郎、川越りか、神崎 保（鹿児島大） 

     第 95 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1996 年 6 月 13-15 日 札幌 

  

 225）Sezáry 症候群の 1例 

    具志 亮、島田英彦、神田 彰、河村京子、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 95 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1996 年 6 月 13-15 日 札幌 

 

226）MDS（myelodysplastic syndrome）を多発性皮膚扁平上皮癌、疣贅の後に発症した生体腎 

移植患者の 1 例 

    島田辰彦 1、島田英彦 1、具志 亮 1、神田 彰 1、肥後暁子 1、福丸聖太 1、金蔵拓郎 1、 

神崎 保 1、日高史郎 2、田中弘允 2、福光 健 3（1鹿児島大、2同内科、3県立大島病院） 

     日本皮膚科学会第 297 回福岡地方会（橋本 隆教授就任記念講演会） 

1996 年 7 月 7 日 久留米 

 

 

 



 227）PPD 含有染色剤によるⅠ型アレルギー 

    福永 透、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 26 回皮膚アレルギー学会 

1996 年 7 月 12 日 名古屋 

  

 228）Malassezia folliculitis の 3 例 

    福丸聖太、山元祥子、島田英彦、東 裕子、田口りか、宇宿一成、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 48 回九州真菌懇話会・学術講演会 

1996 年 7 月 20 日 熊本 

  

 229）胃癌を伴った黒色表皮腫の 1例 

    田口りか 1、吉福士郎 1、福丸聖太 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     日本皮膚科学会第 159 回熊本・第 84 回宮崎合同地方会・学術大会 

1996 年 7 月 20 日 熊本 

  

230）Recombinant human tissue inhibitor of metalloproteinase-2（rh-TIMP-2）の創傷治癒 

における効果 

    寺﨑健治朗 1、神崎 保 1、奥 亨 2、品川 朗 2、嶋 英邦 2（1鹿児島大、2富士薬品 

工業(株)バイオ事業部） 

     日本研究皮膚科学会第 21 回年次学術大会・総会 

1996 年 7 月 26-27 日 東京 

 

 231）成人 T細胞白血病・リンパ腫（ATLL）と菌状息肉症（MF）皮膚病変のパラフィン包埋切片 

における HTLV-・プロウイルス DNA の検出･････PCR in situ hybridization 法による検討 

    瀬戸山充 1、神崎 保 1、Francisco A.Kerdel2、John J Byrnes 3（1鹿児島大、 
2マイアミ大学皮膚科、3マイアミ大学内科） 

     日本研究皮膚科学会第 21 回年次学術大会・総会 

1996 年 7 月 26-27 日 東京 

  

 232）これは何でしょう 

    大竹直樹、河村京子、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 12 回日本皮膚病理組織学会 

1996 年 7 月 27 日 東京 

 

 233）メガロシン®（フレロキサシン）による光線過敏症をきたした 1例 

    内宮礼嗣、肥後暁子、溝口志真子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

  

 234）Mondor 病の 1 例 

    島田英彦、島田辰彦、田口りか、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

  

 235）マイトマイシン Cによる extravasation ulcer の 1 例 

    吉井典子 1、山元祥子 1、内宮礼嗣 1、肥後暁子 1、大竹直樹 1、松下茂人 1、島田辰彦 1、 

瀬戸山充 1、神崎 保 1、相良吉厚 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 



 236）Acantholytic Dermatosis について 

    溝口志真子、田中昭人、三好逸男、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

  

 237）小児の SLE について 

    山元祥子、吉井典子、井上明代、島田辰彦、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

  

 238）硬化性萎縮性苔癬様組織学的変化を示した generalized morphea 

    永田祥子 1、福丸聖太 1、溝口志真子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、神園政行 2（1鹿児島大、 
2枕崎市） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

 

 239）PSS と PUVA 療法のまとめ 

    持冨勇次、島田英彦、山元祥子、福丸聖太、松下茂人、具志 亮、寺﨑健治朗、 

瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

  

 240）PSS とアミノロイド苔癬に PUVA 療法が著効した 1 例 

    肥後暁子、内宮礼嗣、具志 亮、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

   

 241）骨髄性プロポルフィリン症の遺伝子解析（予報） 

    島田辰彦 1、大竹直樹 1、神崎 保 1、小林圭子 2、佐伯武頼 2（1鹿児島大、2同第 1 生化） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

  

 242）膿瘍性穿掘性頭部毛包周囲炎、仮性黒色表皮腫に合併した脳回転状皮膚 

    川畑 久、山口圭子、関山光弘、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

  

 243）熱傷瘢痕部に squamous cell carcinoma を二度生じた 1例 

    武内出穂 1、永田祥子 1、福丸聖太 1、山口圭子 1、具志 亮 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

浜田 哲 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

  

 244）皮膚欠損に対する種々の再建法の使用経験 

    西 正行、永田祥子、吉井典子、内宮礼嗣、武内出穂、肥後暁子、島田英彦、山口圭子、 

福丸聖太、神田 彰、福永 透、松下茂人、具志 亮、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

   

 

 



 245）クリーンルームの紹介 

    具志 亮、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1996 年 8 月 4 日 鹿児島 

  

 246）Pagetoid reticulosis（Woringer-Kolopp syndrome）の形態的観察 

    河村京子、中野律子、山元祥子、片平充彦、川平正公、福重智子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 23 回日本電顕皮膚生物学会総会及び学術大会 

1996 年 8 月 11 日 福井 

 

 247）シクロスポリタンが有効であった毛孔性紅色粃糖疹の 1 例 

    島田辰彦 1、中野律子 1、山元祥子 1、関山光弘 1、神崎 保 1、宇宿一成 2（1鹿児島大、 
2藤元病院） 

     第 11 回日本乾癬学会学術大会 

1996 年 8 月 30-31 日 弘前 

  

 248）熱傷瘢痕癌 

    具志 亮、武内出穂、福丸聖太、大竹直樹、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 31 回西日本皮膚腫瘍研究会 

1996 年 9 月 7 日 高松 

  

 249）手指に壊疽をきたした成人 T細胞性白血病・リンパ腫の 1 例 

    瀬戸山充、山元祥子、田中昭人、神崎 保（鹿児島大） 

     第 60 回日本皮膚科学会東部支部及び学術大会 

1996 年 9 月 21 日 福島 

  

 250）左下腿の黒色結節 

    瀬戸山充、福丸聖太、神崎 保（鹿児島大） 

     第 60 回日本皮膚科学会東部支部及び学術大会 

1996 年 9 月 21 日 福島 

  

 251）CTL / NK を用いた抗 ATL 免疫療法の開発 

    田中昭人 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、園田俊郎 2、高本哲郎 2、牧野正彦 3（1鹿児島大、 
2同ウイルス、3同難治ウイルス） 

     第 15 回皮膚リンフォーマ研究学会 

1996 年 9 月 22-23 日 福島 

  

 252）PUVA 療法が劇的に奏効した PSS の 1 例 

    持冨勇次、武内出穂、松下茂人、具志 亮、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会長崎地方会第 270 回例会プログラム 

1996 年 10 月 6 日 長崎 

  

 253）単発性陰部平滑筋腫の 1 例 

    大竹直樹、前田真一、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 229 回福岡地方会 

1996 年 11 月 23 日 福岡 

  

 254）Bürger 病におけるニコチンガムの皮膚温上昇効果 

    川畑 久 1、島田英彦 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、野辺修明 2（1鹿児島大、2串木野市） 

     第 48 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1996 年 11 月 30 日-12 月 1 日 沖縄 



255）ロキソポロフェン（ロキソニン®）にて蕁麻疹型反応陽性を示したが、ジクロフェナク 

（ボルタレン®）にて陰性を示した 1 例 

    神田 彰、持冨勇次、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 48 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1996 年 11 月 30 日-12 月 1 日 沖縄 

 

 256）PUVA 療法が奏効した morphea の 2 例 

    山口圭子 1、武内出穂 1、吉井典子 1、福永 透 1、具志 亮 1、金蔵拓郎 1、瀬戸山充 1、 

神崎 保 1、片平可也 2、神園政行 3、島田勝彦 4（1鹿児島大、2鹿児島市、3鹿児島県、 
4宮之城町） 

     第 48 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1996 年 11 月 30 日-12 月 1 日 沖縄 

   

 257）ステロイド外用剤による接触皮膚炎の 1例 

    山元祥子、福丸聖太、島田英彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

  

 258）Oxybenzone による光アレルギー接触性皮膚炎 

    神田 彰、福丸聖太、永田祥子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

  

 259）皮膚筋炎に合併した calcinosis の 1 例について 

    井上明代、川畑 久、持冨勇次、福重智子、穂積秀樹、具志 亮、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

  

 260）PSS と DM の overlap syndrome の 1 例 

    島田英彦 1、寺﨑健治朗 1、内宮礼嗣 1、具志 亮 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、石田実雅 2 

（1鹿児島大、2県立鹿屋病院内科） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

  

 261）小児に生じた DFSP の 1 例 

    菅 隆史、川畑 久、井上明代、西 正行、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

   

 262）Stevens-Johnson syndrome の 1 例 

    持冨勇次 1、川畑 久 1、井上明代 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、石田実雅 2（1鹿児島大、 
2内之浦町立内科） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

  

 263）Fabry 病の母娘例 

    吉井典子 1、神田 彰 1、神崎 保 1、中尾正一郎 2、田中弘允 2、牧内玲子 3、大庭紀雄 3、 

佐井嘉之 4、礒部英一 5（1鹿児島大、2同内科、3同眼科、4豊橋市民病院、5袋井市民病院） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 



 264）骨髄性プロトポルフィリン症の遺伝子解析（第 1 報） 

    島田辰彦 1、大竹直樹 1、神崎 保 1、小林圭子 2、増田美奈 2、佐伯武頼 2（1鹿児島大、 
2同第 1 生化） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

 265）植皮部へ浸潤した悪性黒子の再発例 

    西 正行、持冨勇次、松下茂人、寺﨑健治朗、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

  

 266）Prurigo 様 ATL 

    溝口志真子、田中昭人、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

  

 267）Topical haemotherapy が有効であったと思われる難治性下腿潰瘍の 1 例 

    内宮礼嗣、寺﨑健治朗、関山光弘、神崎 保（鹿児島大） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

  

 268）Explosive burn の 1 例 

    川畑 久 1、井上明代 1、具志 亮 1、西 正行 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、厚地礼子 2、 

迫田由紀子 2、上原昭典 2、大庭紀雄 2（1鹿児島大、2同眼科） 

     第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 1 月 19 日 鹿児島 

  

 269）Buerger 病におけるニコチンガムの皮膚温上昇効果 

    川畑 久 1、島田英彦 1、肥後暁子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、野辺修明 2（1鹿児島大、 
2串木野市） 

     第 20 回皮膚脈管懇話会 

1997 年 1 月 30 日 鹿児島 

  

 270）末梢神経症状を示した結節性動脈周囲炎の 1 例 

    吉井典子、神田 彰、持冨勇次、具志 亮、溝口志真子、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 11 回膠原病研究会 

1997 年 1 月 31 日 東京 

  

 271）原因解明に困難を極めた痒疹の 1 例 

    吉井典子 1、神田 彰 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、中野律子 2（1鹿児島大、2鹿児島市立

病院） 

     第 25 回日本皮膚科学会沖縄地方会 

1997 年 2 月 23 日 沖縄 

  

 272）皮膚サルコイドの 2 例 

    福丸聖太、三好逸男、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 300 回日本皮膚科学会福岡地方会 

1997 年 3 月 20 日 福岡 

  

 

 



 273）Digital mucous cyst の 3 例・Ganglion の 1 例 

    山口圭子 1、川畑 久 1、持冨勇次 1、神田 彰 1、具志 亮 1、溝口志真子 1、三好逸男 1、 

西 正行 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、神園政行 2、米良修二 3（1鹿児島大、2枕崎市、 
3鹿児島市） 

     第 112 回日本皮膚科学会山口地方会 

1997 年 3 月 23 日 山口 

 

 274）SLE に合併した disseminated strongyloidiasis の 1 例 

    武内出穂、瀬戸山充、中野律子、福丸聖太、松下茂人、溝口志真子、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 33 回日本皮膚科学会茨城地方会 

1997 年 3 月 29 日 茨城 

 

 275）遺伝子性対側性色素異常症の一家系について 

井上明代 1、持冨勇次 1、三好逸男 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、田中 洋 2（1鹿児島大、 
2鹿児島県児童総合相談センター小児科） 

     第 96 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1997 年 4 月 11 日-13 日 岡山 

  

 276）新しい皮膚伸張システム Sure-ClosureTM の使用経験 

西 正行、持冨勇次、吉井典子、内宮礼嗣、神田 彰、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 96 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1997 年 4 月 11 日-13 日 岡山 

  

 277）Sarcoid reaction を呈した皮膚扁平上皮癌の 1 例 

    内宮礼嗣、瀬戸山充、肥後暁子、寺﨑健治朗、西 正行、神崎 保（鹿児島大） 

     第 96 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1997 年 4 月 11 日-13 日 岡山 

  

 278）大陰唇に発症した巨大懸垂性線維腫の 1例 

    田中昭人、内宮礼嗣、寺﨑健治朗、武内出穂、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 96 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1997 年 4 月 11 日-13 日 岡山 

  

 279）Ehlers-Danlos 症候群に生じた mobile encapsulated lipoma の 1 例 

    大竹直樹、松下茂人、具志 亮、神崎 保（鹿児島大） 

     第 96 回日本皮膚科学会総会・学術大会 

1997 年 4 月 11 日-13 日 岡山 

  

 280）1996 年の鹿児島大学病院皮膚科外来受診患者の統計 

    寺﨑健治朗、島田英彦、島田祥子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 281）当科における 1996 年入院患者統計 

    関山光弘、穂積秀樹、神田 彰、井上明代、山口圭子、内宮礼嗣、川畑 久、武内出穂、 

東 裕子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

 

 



 282）1996 年紹介患者について 

    島田英彦、田中昭人、溝口志真子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 283）1996 年パッチテスト外来まとめ 

    溝口志真子、三好逸男、井上明代、山口圭子、穂積秀樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 284）腫瘍外来の 1 年 

    神田 彰、武内出穂、田中昭人、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 285）膠原病外来の 1 年 

    福丸聖太、川畑 久、寺﨑健次朗、瀬戸山充、神崎 保、具志 亮（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 286）エタノールで early phase のアレルギー反応を示した 1 例 

    島田祥子、福丸聖太、溝口志真子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

   

 287）全身熱傷の 2 例 

    穂積秀樹、吉井典子、内宮礼嗣、島田祥子、肥後暁子、神田 彰、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

   

 288）【スライド供覧】Acquired port-wine stain の一例 

    川畑 久、島田英彦、西 正行、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 289）組織学的に顆粒変性を伴った Epidermal nevus の一例 

    東 裕子、穂積秀樹、大竹直樹、西 正行、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 290）Digital mucous syst の 4 例 

    武内出穂、松下茂人、山口圭子、内宮礼嗣、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 291）29 年後に再発した breast cancer の 1 例について 

    井上明代、内宮礼嗣、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 



 292）Microcystic adnexal carcinoma の 1 例 

    山口圭子 1、川畑 久 1、島田英彦 1、寺﨑健治朗 1、大竹直樹 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

牛飼雅人 2、下稲葉耕作 3（1鹿児島大、2同耳鼻咽喉科、3鹿児島市） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 293）第 96 回日本皮膚科学会学術大会・総会から 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 294）チミジンホスホリラーゼ（血管新生因子）に関する研究報告 

    松下茂人 1、神崎 保 1、古川龍彦 2、秋山伸一 2（1鹿児島大、2同腫瘍研） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

  

 295）血球系に発現するカドヘリンについての研究 

    河村京子 1、神崎 保 1、筒井順一郎 2、小澤政之 2（1鹿児島大、2同第 2 生化） 

     第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 4 月 20 日 鹿児島 

   

 296）【スライド供覧】neurobiosis lipidica、手掌の Gloms tumor、Segmental neurofibroma 

穂積秀樹、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

第 271 回日本皮膚科学会長崎地方会 

1997 年 4 月 26-27 日 長崎 

  

 297）皮膚潰瘍を伴った SLE の 2 例 

    島田辰彦、神田 彰、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 62 回日本皮膚科学会佐賀地方会 

1997 年 5 月 10 日 佐賀 

  

298）エタノールとアセトアルデヒドで early phase と late phase のアレルギー反応を示した 

1 例 

島田祥子、福丸聖太、溝口志真子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

第 27 回日本皮膚アレルギー学会  

1997 年 5 月 10-11 日 東京 

  

 299）幼児の睫毛に寄生した毛虱の 1 例 

    神田 彰、島田祥子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 107 回日本皮膚科学会四国地方会 

1997 年 5 月 31 日 徳島 

  

 300）骨髄性プロトポルフィリン症の遺伝子解析 

    島田辰彦 1、福丸聖太 1、河村京子 1、松下茂人 1、四本信一 1、神崎 保 1、増田美奈 2、 

小林圭子 2、佐伯武頼 2、竹谷 茂 3（1鹿児島大、2同第 1 生化、3関西医大衛生） 

     第 4 回分子皮膚科学フォーラム 

1997 年 7 月 6 日 京都 

  

 

 

 



 301）臨床的腫瘍浸潤範囲と組織学的浸潤範囲に明らかな相違が認められた micro systic  

adnexal carcinoma の 1 例 

川畑 久 1、瀬戸山充 1、寺﨑健次朗 1、山口圭子 1、島田英彦 1、大竹直樹 1、神崎 保 1、 

牛飼雅人 2、下稲葉耕作 3（1鹿児島大、2同耳鼻咽喉科、3鹿児島市） 

     第 13 回日本皮膚悪性腫瘍学会・学術大会 

1997 年 7 月 11-12 日 大阪 

  

 302）農業による光アレルギー性接触皮膚炎の 3 例 

    溝口志真子、松下茂人、肥後暁子、内宮礼嗣、神崎 保（鹿児島大） 

     第 5 回日本職業アレルギー学会 

1997 年 7 月 17-18 日 鹿児島 

  

 303）熱傷瘢痕から発生した eccrine carcinoma の 1 例 

    井上明代、武内出穂、瀬戸山充、神崎 保、宇宿一成（鹿児島大） 

     第 86 回日本皮膚科学会宮崎地方会 

1997 年 7 月 19 日 宮崎 

  

 304）カポジ水痘様発疹を合併した ATL の 1 例 

    東 裕子、穂積秀樹、田中昭人、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 3 回鹿児島ヘルペスウイルス感染症研究会 

1997 年 7 月 24 日 鹿児島 

  

 305）これは何でしょう（パート 3） 

    大竹直樹、島田英彦、川畑 久、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 13 回日本皮膚病理組織学会 

1997 年 7 月 26 日 東京 

  

 306）Amyopathic Dermatomyositis（ADM）の 1 例 

    武内出穂、寺﨑健次朗、島田祥子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 162 回日本皮膚科学会熊本地方会 

1997 年 7 月 27 日 熊本 

  

 307）組織学的に顆粒変性を伴った Epidermal nevus の 1 例 

    東 裕子、穂積秀樹、大竹直樹、西 正行、神崎 保（鹿児島大） 

     第 12 回角化症研究会 

1997 年 8 月 2 日 東京 

  

 308）大腿骨頭無腐性壊死を合併した尋常性乾癬の 1 例 

    川畑 久、関山光弘、山口圭子、武内出穂、福丸聖太、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 12 回日本乾癬学会学術大会 

1997 年 8 月 23-24 日 東京 

  

 309）タイプ XV コラーゲンの正常皮膚および腫瘍性皮膚病変での分布 

    福重智子 1、神崎 保 1、新谷 孝 2（1鹿児島大、2富士薬品工業バイオ医薬品部） 

     第 22 回日本研究皮膚科学会学術大会・総会 

1997 年 9 月 4-5 日 大阪 

  

 310）ヒト白血病細胞におけるカドヘリン・カテニン複合体の発現 

    河村京子 1、神崎 保 1、筒井順一郎 2、小澤政之 2（1鹿児島大、2同第 2 生化） 

     第 22 回日本研究皮膚科学会学術大会・総会 

1997 年 9 月 4-5 日 大阪 



 311）骨髄性プロトポルフィリン症の遺伝子解析 

    島田辰彦 1、福丸聖太 1、四本信一 1、増田美奈 2、小林圭子 2、佐伯武頼 2、竹谷 茂 3 

（1鹿児島大、2同第 1 生化、3関西偉大衛生） 

     第 22 回日本研究皮膚科学会学術大会・総会 

1997 年 9 月 4-5 日 大阪 

 

 312）中国東北区住民 1600 余人中のヒト T 細胞白血病ウイルスⅠ型（HTLV-Ⅰ）抗体の検出の 

試み 

    耿 龍 1、田中昭人 1、神崎 保 1、楼 宏 2、園田俊郎 2、翟 寧 3、肖 穀 3、宋 房吉 3 

（1鹿児島大、2同ウイルス、3中国医科大） 

     第 22 回日本研究皮膚科学会学術大会・総会 

1997 年 9 月 4-5 日 大阪 

   

 313）難治性脱毛症に対する、SADBE 及び亜鉛併用療法の試み 

    関山光弘、島田英彦、溝口志真子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 9 月 7 日 鹿児島 

   

 314）Prurigo pigmentosa の 2 例 

    橋口貴樹 1、内宮礼嗣 1、四本信一 1、神崎 保 1、島田勝彦 2、浜田 哲 3（1鹿児島大、 
2宮之城町、3今給黎病院） 

     第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 9 月 7 日 鹿児島 

 

 315）Leprosy の 1 例 

    内宮礼嗣 1、川畑 久 1、島田祥子 1、神崎 保 1、吉井恵子 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 9 月 7 日 鹿児島 

  

 316）Eosinophilic pustular folliculitis 様の組織像を呈したテグレトールによる薬疹の 1 例 

    溝口志真子 1、穂積秀樹 1、東 裕子 1、島田祥子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 9 月 7 日 鹿児島 

  

 317）チューリップによる職業性接触皮膚炎 

    島田祥子、穂積秀樹、寺﨑健次朗、神崎 保（鹿児島大） 

     第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 9 月 7 日 鹿児島 

   

 318）皮膚平滑筋腫の 2例 

    寺﨑健治朗、武内出穂、東 裕子、島田英彦、穂積秀樹、井上明代（鹿児島大） 

     第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 9 月 7 日 鹿児島 

  

 319）Spindle cell hemangioendothelioma の 1 例 

    島田英彦 1、内宮礼嗣 1、福永 透 1、神田 彰 1、関山光弘 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

酒井和彦 2（1鹿児島大、2都城市） 

     第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 9 月 7 日 鹿児島 

   



 320）肺転移を認めた外毛根鞘癌の 1 例 

    具志 亮 1、神崎 保 1、荒田憲一 2、林田良啓 2、石部良平 2（1鹿児島大、2阿久根市民 

病院外科） 

     第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 9 月 7 日 鹿児島 

   

 321）約 40 年間、無治療にて経過した菌状息肉症の 1 例 

    穂積秀樹、橋口貴樹、前田真一、関山光弘、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1997 年 9 月 7 日 鹿児島 

   

 322）成人 T細胞性白血病リンパ腫の皮膚病変 

    島田辰彦、片平充彦、田中昭人、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 56 回日本癌学会総会 

1997 年 9 月 25-27 日 京都 

 

 323）右下腿切断術により QOL が向上した Ki-1 Lymphoma の 1 例 

    井上明代 1、武内出穂 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、伊藤博史 2（1鹿児島大、2同整形外科） 

     第 49 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1997 年 9 月 27-28 日 高知 

 

 324）Benign mesenchymoma の 1 例 

    東 裕子、島田祥子、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 49 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1997 年 9 月 27-28 日 高知 

  

 325）扁平上皮癌（SCC）を発症した porokeratosis Mibelli の 1 例 

    武内出穂 1、島田祥子 1、井上明代 1、寺﨑健次朗 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、上之嘉尚 2、 

福良清貴 2（1鹿児島大、2国立療養所志布志） 

     第 49 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1997 年 9 月 27-28 日 高知 

  

 326）四肢に著明な石灰沈着を認めた栄養障害性石灰沈着症の 1 例 

    神田 彰、内宮礼嗣、溝口志真子、関山光弘、大竹直樹、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 49 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1997 年 9 月 27-28 日 高知 

    

 327）タイプ XV コラーゲンの正常皮膚及び腫瘍性皮膚病変での分布 

    福重智子 1、神崎 保 1、新谷 孝 2（1鹿児島大、2富士薬品工業バイオ医薬品部） 

     第 24 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

1997 年 10 月 17 日 弘前 

  

 328）Malignant melanoma 肺転移の 1切除例 

   吉井典子 1、島田英彦 1、福永 透 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、奥村 浩 2、松本英彦 2、 

愛甲 孝 2（2同第 1 外科） 

    第 14 回肺癌研究会 

1997 年 10 月 25 日 鹿児島 

  

 

 



 329）Multiple Bowen's disease の 1 例 

    橋口貴樹 1、東 裕子 1、寺﨑健次朗 1、片平充彦 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     第 114 回日本皮膚科学会山口地方会 

1997 年 11 月 2 日 山口 

  

 330）EBvirusRNAs が検出された皮下型 ATL 

    溝口志真子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、佐藤栄一 2（1鹿児島大、2同第 2 病理） 

     第 16 回皮膚リンフォーマ研究学会 

1997 年 11 月 22-23 日 松江 

  

 331）血管プールがみとめられた K1ipple-Trenaunay-Weber syndrome の 1 例 

    福永 透、武内出穂、島田祥子、河村京子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 303 回日本皮膚科学会福岡地方会 

1997 年 11 月 23 日 福岡 

  

 332）塩化亜鉛のパッチテストで膿疱を生じた掌蹠膿疱症の 1 例 

    寺﨑健次朗、山口圭子、神田 彰、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 22 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

1997 年 11 月 29-30 日 横浜 

  

 333）パラジウム（歯科金属）により誘発された下顎神経領域の線上扁平苔癬 

    溝口志真子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 22 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

1997 年 11 月 29-30 日 横浜 

  

 334）チューリップによる職業性接触皮膚炎 

    島田祥子、穂積秀樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 22 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

1997 年 11 月 29-30 日 横浜 

  

 335）塩酸オキシブプロカインによる接触皮膚炎の 1 例 

    谷 暁子 1、神崎 保 1、浜田 哲 2（1鹿児島大、2今給黎病院） 

     第 22 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

1997 年 11 月 29-30 日 横浜 

  

 336）スルコナゾールと交叉感作を示したラノコナゾールによるアレルギー性接触皮膚炎の 1 例 

    谷 暁子 1、神崎 保 1、浜田 哲 2（1鹿児島大、2今給黎病院） 

     第 22 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

1997 年 11 月 29-30 日 横浜 

   

 337）悪性黒色腫が疑われた爪カンジダ症の 1例 

    橋口貴樹、武内出穂、田中昭人、四本信一、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

 

 338）尋常性天疱瘡の治療中に劇症肝炎で死亡した 1 例 

    東 裕子 1、穂積秀樹 1、関山光弘 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、松下紀文 2（1鹿児島大、 
2枕崎市） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 



 339）各種治療抵抗性であった尋常性天疱瘡の 1 例 

    穂積秀樹、東 裕子、関山光弘、神崎 保（鹿児島大） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

  

 340）急激に死の転機をとった amyopathic dermatomyositis の 1 例 

    島田祥子 1、福永 透 1、関山光弘 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、森 宏安 2、川俣仲秋 2、 

山田 洋 2、永吉 浩 3、福島和敬 3（鹿児島大、2同内科、3鹿児島市） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

  

 341）全身の livedo と難治性潰瘍を呈した SLE の 2 例 

    島田英彦、武内出穂、川畑 久、島田祥子、東 裕子、穂積秀樹、寺﨑健治朗、 

瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

  

 342）無汗性外胚葉形成異常症の遺伝子異常 

    四本信一 1、松下茂人 1、福丸聖太 1、神崎 保 1、小林圭子 2、佐伯武頼 2（1鹿児島大、 
2同第 1 生化） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

  

 343）97 年度当科病棟における MRSA 発生状況 

    関山光弘、穂積秀樹、東 裕子、島田祥子、福永 透、島田英彦、橋口貴樹、瀬戸山充、 

神崎 保（鹿児島大） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

  

 344）Elastofibroma dorsi の 1 例 

    大竹直樹、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

  

 345）頭部に生じた appocrine hidrocystoma の 1 例 

    武内出穂、大竹直樹、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

  

 346）全身麻酔下に耳介の小さな腫瘍切除を施行した 1 例 

    福永 透、島田英彦、松下茂人、関山光弘、神崎 保（鹿児島大） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

 

 347）ATL の皮膚病変に対する治療法の有用性の検討 

    片平充彦、田中昭人、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

 

 

 



 348）指に生じた malignant tumor の 3 例 

    寺﨑健治朗、福永 透、島田祥子、島田英彦、橋口貴樹、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 1 月 15 日 鹿児島 

 

 349）高圧酸素療法による熱傷の治療経験 

    片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 8 回日本熱傷学会九州地方会 

1998 年 2 月 7 日 福岡 

  

 350）網状皮斑より発生した皮膚潰瘍 

    東 裕子、穂積秀樹、寺﨑健治朗、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 21 回皮膚脈管懇話会・第 12 回膠原病研究会 

1998 年 2 月 13-14 日 三重 

  

 351）血管結紮術を施行した Klippel-Trenaunay-Weber syndrome の 1 例 

    関山光弘、福永 透、島田祥子、武内出穂、河村京子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 21 回皮膚脈管懇話会・第 12 回膠原病研究会 

1998 年 2 月 13-14 日 三重 

  

 352）アザチオプリンが著効した皮膚筋炎の 1例 

    武内出穂、島田祥子、福永 透、寺﨑健治朗、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 21 回皮膚脈管懇話会・第 12 回膠原病研究会 

1998 年 2 月 13-14 日 三重 

  

 353）全身に皮膚潰瘍を呈し、クモ膜下出血をきたした小児 SLE の 1 例 

    島田祥子 1、武内出穂 1、関山光弘 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、福島 剛 2、落合秀信 2、 

山川勇造 2（1鹿児島大、2県立宮崎病院脳外科） 

     第 21 回皮膚脈管懇話会・第 12 回膠原病研究会 

1998 年 2 月 13-14 日 三重 

  

 354）頭部と上腕に発生した血管肉腫の 1 例 

    橋口貴樹、東 裕子、福永 透、四本信一、陳 翔、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 304 回日本皮膚科学会福岡地方会 

1998 年 3 月 21 日 福岡 

 

 355）1997 年の鹿児島大学病院皮膚科外来受診患者の統計 

    寺崎健治朗、川畑 久、河村京子、東 裕子、谷 暁子、島田祥子、持冨勇次、 

吉井典子、永田祥子、四本信一、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 4 月 19 日 鹿児島 

 

 356）当科における 1997 年度入院患者統計 

    関山光弘、穂積秀樹、島田英彦、島田祥子、東 裕子、橋口貴樹、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 4 月 19 日 鹿児島 

  

 

 



 357）当科における 1997 年度手術患者の統計について 

    東 裕子、関山光弘、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 4 月 19 日 鹿児島 

  

 358）1997 年病棟死亡者の統計 

    穂積秀樹、橋口貴樹、島田祥子、島田英彦、東 裕子、関山光弘、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 4 月 19 日 鹿児島 

  

 359）1997 年院外紹介患者について 

    島田祥子、片平充彦、四本信一、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 4 月 19 日 鹿児島 

   

 360）症例供覧（1） 

    島田英彦、具志明代、神田 彰、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 4 月 19 日 鹿児島 

  

 361）症例供覧（2） 

    橋口貴樹、穂積秀樹、三好逸男、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 4 月 19 日 鹿児島 

  

 362）これからの皮膚科医はどうなる？―私見― 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 4 月 19 日 鹿児島 

  

 363）悪性リンパ腫細胞に発現するカドヘリンの機能 

    児玉（河村）京子 1、筒井順一郎 2、小澤政之 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2同第 2 生化） 

     第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 4 月 19 日 鹿児島 

  

 364）全身に皮膚潰瘍を呈し、クモ膜下出血をきたした小児 SLE の 1 例 

    島田祥子 1、武内出穂 1、関山光弘 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、福島 剛 2、落合秀信 2、 

山川勇造 2（1鹿児島大、2県立宮崎病院脳外科） 

     第 97 回日本皮膚科学会総会 

1998 年 5 月 29-31 日 大阪 

 

 365）栄養障害によるとみなされる特異な皮膚症状を呈した 1 例 

    東 裕子、片平充彦、穂積秀樹、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 97 回日本皮膚科学会総会 

1998 年 5 月 29-31 日 大阪 

  

 366）ATL と EB  virus  infection 

    溝口志真子、瀬戸山充、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 97 回日本皮膚科学会総会 

1998 年 5 月 29-31 日 大阪 



 367）トランスグルタミナーゼ１遺伝子に点突然変異を認めた葉状魚鱗癬の一例 

    四本信一 1、福丸聖太 1、神崎 保 1、小林圭子 2、佐伯武頼 2（1鹿児島大、2同第 1 生化） 

     第 97 回日本皮膚科学会総会 

1998 年 5 月 29-31 日 大阪 

 

 368）HSV と VZV ではない水疱性ウイルス疹でゾビラックスが効果的であった 1 例 

    永田祥子、東 裕子、島田英彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 109 回日本皮膚科学会四国地方会 

1998 年 6 月 7 日 徳島 

 

 369）放射線照射部位に皮疹を生じなかった塩酸アンプロキソールによる多形紅斑型薬疹の 1 例 

    穂積秀樹、三好逸男、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 14 回日本臨床皮膚科医学会九州支部総会・学術教育講習会 

1998 年 6 月 14 日 福岡 

  

 370）HSV と VZV ではない水疱性ウイルス疹でゾビラックスが効果的であった 1 例 

    永田祥子、東 裕子、島田英彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 4 回鹿児島ヘルペスウイルス感染症研究会 

1998 年 6 月 25 日 鹿児島 

  

 371）PUVA 療法が著効を示した剣創状強皮症の 1 例 

    東 裕子、神崎 保（鹿児島大） 

     鹿児島県難病対策協議会総会 

1998 年 7 月 1 日 鹿児島 

 

 372）皮膚カンジダ症を併発した KID 症候群の 1 例 

    永田祥子、東 裕子、川畑 久、福留由紀、四本信一、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 52 回九州真菌懇話会 

1998 年 7 月 4 日 宮崎 

  

 373）淡明細胞肉腫の 1例 

    島田祥子、武内出穂、福永 透、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 14 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

1998 年 7 月 10-11 日 横浜 

  

 374）Malignant fibrous histiocytoma の 1 例 

    東 裕子、島田祥子、福永 透、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 14 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

1998 年 7 月 10-11 日 横浜 

  

 375）成人 T細胞白血病（ATL）患者の皮膚病変に対する治療法の比較検討 

    溝口志真子、片平充彦、田中昭人、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 17 回皮膚リンフォーマ研究学会 

1998 年 7 月 11-12 日 横浜 

  

 376）IBL 様 T 細胞リンパ腫の 1 例 

    島田祥子、瀬戸山充、穂積秀樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 17 回皮膚リンフォーマ研究学会 

1998 年 7 月 11-12 日 横浜 

 

 



 377）特異的皮疹に先行して病理組織学的に膠原病が考えられた皮膚筋炎の 1 例 

    島田祥子 1、三好逸男 1、穂積秀樹 1、持冨勇次 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、久保秀徳 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 10 回鹿児島膠原病研究会 

1998 年 7 月 16 日 鹿児島 

  

 378）カドミウムのパッチテストに陽性を示した扁平苔癬の一例 

    穂積秀樹、武田浩一郎、吉井典子、谷 暁子、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 9 月 6 日 鹿児島 

  

 379）【スライド供覧】 

   ・体温計の水銀に対する接触皮膚炎の一例 

   ・当初、LMDF かと思われたが、後に bacterial  folliculitis と判明した一例 

    下舞浩二 1、三好逸男 1、神崎 保 1、片平可也 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 9 月 6 日 鹿児島 

   

 380）太藤病の一例 

    山下美樹 1、下舞浩二 1、島田祥子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、出口浩二 2（1鹿児島大、 
2県立大島病院耳鼻咽喉科） 

     第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 9 月 6 日 鹿児島 

  

 381）特異的皮疹に先行して病理組織学的に膠原病が考えられた皮膚筋炎の一例 

    島田祥子 1、三好逸男 1、穂積秀樹 1、持冨勇次 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、久保秀徳 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 9 月 6 日 鹿児島 

  

 382）成人の伝染性紅斑の一例 

    福留由紀、溝口志真子、下舞浩二、島田祥子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 9 月 6 日 鹿児島 

 

 383）マイコプラズマ肺炎に合併した多形滲出性紅斑の一例 

    吉井典子、谷 暁子、武田浩一郎、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 9 月 6 日 鹿児島 

 

 384）皮膚腺病の一例 

    宇宿一成、児玉京子、四本信一、川畑 久、神崎 保（鹿児島大） 

     第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 9 月 6 日 鹿児島 

  

 385）時間的、空間的に多発したケラトアカントーマ（KA）の一症例 

    武田浩一郎 1、谷 暁子 1、吉井典子 1、宇宿一成 1、神崎 保 1、小川博樹 2（1鹿児島大、 
2小原病院） 

     第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 9 月 6 日 鹿児島 

  



 386）38 歳で発症した疣贅状癌の一例 

    持冨勇次、島田祥子、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1998 年 9 月 6 日 鹿児島 

   

 387）Fabry 病の皮膚における光顕および電顕レクチン組織化学 

    神田 彰 1、神崎 保 1、村田長芳 2、津山新一郎 2（1鹿児島大、2同第 2 解剖） 

     第 25 回日本電顕皮膚生物学会 

1998 年 9 月 11 日 東京 

 

 388）Trichilemmal carcinoma の 1 例 

    川畑 久 1、瀬戸山充 1、永田祥子 1、下舞浩二 1、福留由紀 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

矢崎雄一郎 2（1鹿児島大、2知覧町） 

     日本皮膚科学会第 306 回福岡地方会 

1998 年 9 月 15 日 北九州 

   

 389）KID（keratitis, ichtyosis, deafness）症候群の 1 例 

    永田祥子 1、東 裕子 1、川畑 久 1、福留由紀 1、四本信一 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

大庭紀雄 2、松田幸久 3、西園浩文 4（1鹿児島大、2同眼科、3同小児科、4同耳鼻咽喉科） 

     第 49 回日本皮膚科学会中部支部総会および学術大会 

1998 年 10 月 10-11 日 神戸 

  

 390）皮膚サルコイドーシスを合併した JRA の一男児例 

    四本信一 1、島田祥子 1、武井修治 2、重森雅彦 2、大川俊哉 3、金蔵拓郎 1、神崎 保 1 

（1鹿児島大、2同小児科、3県立宮崎病院小児科） 

     第 8 回日本小児リウマチ研究会 

1998 年 10 月 17-18 日 福岡 

   

 391）Immunohistochemical study of Basigin expression in skin tumors. 

    金蔵拓郎、陳 翔、神崎 保（鹿児島大） 

     ベイシジン国際会議 

1998 年 11 月 13-14 日 高崎 

  

 392）Expression of Basigin in basal cell carcinoma. 

    陳 翔、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     ベイシジン国際会議 

1998 年 11 月 13-14 日 高崎 

 

 393）皮膚サルコイドーシスを合併した若年性リウマチの一例 

    四本信一 1、島田祥子 1、神崎 保 1、武井修治 2、宮田晃一郎 2（1鹿児島大、2同小児科） 

     第 50 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1998 年 11 月 14-15 日 鳥取 

  

 394）皮膚サルコイドを思わせたある肉芽腫症の 1 例 

    島田祥子 1、四本信一 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、島田勝彦 2（1鹿児島大、2宮之城町） 

     第 50 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1998 年 11 月 14-15 日 鳥取 

  

 

 

 



 395）中枢神経系に異常をみとめた剣創状強皮症 

    東 裕子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、吉井恵子 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 50 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1998 年 11 月 14-15 日 鳥取 

 

 396）巨大な潰瘍を呈した体幹部基底細胞癌（rodent  ulcer）の一例 

    吉井典子、谷 暁子、武田浩一郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 50 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

1998 年 11 月 14-15 日 鳥取 

    

 397）KID（keratitis, ichtyosis, deafness）症候群の 1 例 

    永田祥子、東 裕子、川畑 久、福留由紀、四本信一、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 13 回日本乾癬学会学術大会 

1998 年 11 月 20-21 日 高松 

  

 398）下腿に生じた syringocystadenoma  papilliferum の一例 

    吉井典子、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 307 回福岡地方会 

1998 年 11 月 23 日 福岡 

 

 399）α-インターフェロンは HTLV-・pX 遺伝子発現を抑制し HTLV-・感染細胞の増殖を抑制する 

    田中昭人 1、李 洪川 2、楼 宏 2、Calorina Lema2、屋敷伸治 2、桑山昌洋 2、藤吉利信 2、 

神崎 保 1、園田俊郎 2（1鹿児島大、2同ウイルス） 

     厚生省振興・再興感染症研究事業「成人 T 細胞白血病（ATL）の発症予防と治療 

に関する総合的研究」班 平成 10 年度研究報告 

1998 年 12 月 5 日 鹿児島 

  

 400）放射線部位には皮疹を生じなかったアンブロキソールによる紅斑丘疹型薬疹 

    穂積秀樹 1、三好逸男 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、寺崎健治朗 2（1鹿児島大、2鹿児島市立病院） 

     第 23 回日本接触皮膚炎学会 

1998 年 12 月 5-6 日 大阪 

  

 401）オラキンドックスによる光接触皮膚炎の一例、香料による光接触皮膚炎の一例 

    谷 暁子、穂積秀樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 23 回日本接触皮膚炎学会 

1998 年 12 月 5-6 日 大阪 

  

 402）香料による光アレルギー性接触皮膚炎の一例 

    谷 暁子、穂積秀樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 23 回日本接触皮膚炎学会 

1998 年 12 月 5-6 日 大阪 

 

 403）交通事故により下腿に広範な外傷性潰瘍をきたし、植皮術を施行した症例 

    下舞浩二、島田英彦、穂積秀樹、内宮礼嗣、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

  

 404）稀な受傷原因による外傷性潰瘍の 1 例 

    川畑 久、福留由紀、福丸聖太、松下茂人、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 



 405）イソジン消毒液が増悪因子と考えられた皮膚潰瘍の一例 

    内宮礼嗣、山下美樹、松下茂人、神崎 保（鹿児島大） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

  

 406）皮膚インクによる接触皮膚炎の一例 

    谷 暁子、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

  

 407）多種の食品に反応を示した食物アレルギーの一例 

    下舞浩二 1、川畑 久 1、永田祥子 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

  

 408）Sweet 病の 1 例 

    島田英彦 1、下舞浩二 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

  

 409）livedo vasculitis にニコチンテープが効果的であった一例 

    福留由紀 1、川畑 久 1、四本信一 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、二宮凉子 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

  

 410）特異な経過を示した eruptive syringoma の一例 

    吉井典子 1、神崎 保 1、中礼久彦 2（1鹿児島大、2同放射線科） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

 

 411）Sezáry 症候群の一例 

    山下美樹 1、持冨勇次 1、川畑 久 1、福重智子 1、松下茂人 1、瀬戸山充 1、 

    神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

 

 412）リコンビナント・インターフェロン-γが誘因と考えられた ARDS（ショック肺）の 1 例 

    穂積秀樹 1、内宮礼嗣 1、山下美樹 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、片平可也 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

  

 413）チミジンホスホリラーゼ（TP）活性阻害剤（TPI）による TP 機能（血管新生活性、アポト 

ーシス抑制）阻害の検討 

    松下茂人 1、二反田隆生 2、古川龍彦 3、住澤知之 3、谷 綾子 3、宮寺和孝 4、山田雄次 4、 

神崎 保 1、秋山伸一 2（1鹿児島大、2同第 1 病理、3同腫瘍研、4大鵬薬品） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

 

 



 414）α-ｲﾝﾀｰﾌｪﾛﾝは HTLV-I pX 遺伝子発現を抑制し、HTLV-I 感染細胞の増殖を抑制する 

    田中昭人 1、李 洪川 2、楼 宏 2、Calorina Lema2、屋敷伸治 2、桑山昌洋 2、藤吉利信 2、 

神崎 保 1、園田俊郎 2（1鹿児島大、2同ウイルス） 

     第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 1 月 24 日 鹿児島 

  

 415）B 型 chronic hepatics 患者に見られた extensive purpuva 

    三好逸男、谷 暁子、東 裕子、下舞浩二、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 13 回膠原病研究会 

1999 年 1 月 28-29 日 宇都宮 

  

 416）小児皮膚筋炎か？ 

    吉井典子 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 13 回膠原病研究会 

1999 年 1 月 28-29 日 宇都宮 

  

 417）長期間経過観察した小児限局性強皮症の 1 例 

    永田祥子、金蔵拓郎、内宮礼嗣、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 13 回膠原病研究会 

1999 年 1 月 28-29 日 宇都宮 

 

 418）網状皮斑性皮疹を呈した ATLL の一例 

    川畑 久、金蔵拓郎、永田祥子、下舞浩二、福留由紀、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 13 回膠原病研究会 

1999 年 1 月 28-29 日 宇都宮 

  

 419）Cutaneous ciliated cyst の一例 

    福留由紀、四本信一、持冨勇次、神崎 保（鹿児島大） 

     第 29 回日本皮膚科学会沖縄地方会 

1999 年 2 月 28 日 沖縄 

   

 420）難治性潰瘍の一例 

    持冨勇次、松下茂人、下舞浩二、島田英彦、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 308 回福岡地方会 

1999 年 3 月 21 日 福岡 

  

 421）トリコヒアリン顆粒の見られた eruptive syringoma 

    神崎 保、吉井典子（鹿児島大） 

     第 25 回日本皮膚科学会香川地方会 

1999 年 3 月 22 日 高松 

  

 422）Trichilemmal carcinoma と MALT lymphoma の重複例 

    川畑 久 1、瀬戸山充 1、永田祥子 1、下舞浩二 1、福留由紀 1、金蔵拓郎 1、 

    神崎 保 1、魚住公治 2、下高原茂巳 2、花田修一 2（1鹿児島大、2同第 2 内科） 

     第 98 回日本皮膚科学会総会 

1999 年 4 月 9-11 日 東京 

  

 423）細胞異型を伴った eccrine spiroadenoma の 1 例 

    山下美樹、持冨勇次、松下茂人、下舞浩二、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 98 回日本皮膚科学会総会 

1999 年 4 月 9-11 日 東京 



 424）舌病変を伴ったサルコイドーシスの 1 例 

    永田祥子 1、川畑 久 1、下舞浩二 1、東 裕子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、久留博史 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 98 回日本皮膚科学会総会 

1999 年 4 月 9-11 日 東京 

  

 425）部分的アジソン病の 1 例 

    谷 暁子、武田浩一郎、吉井典子、三好逸男、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 98 回日本皮膚科学会総会 

1999 年 4 月 9-11 日 東京 

  

 426）無汗性外胚葉形成異常症における EDA1 遺伝子の変異 

    四本信一 1、福丸聖太 1、神崎 保 1、小林圭子 2、佐伯武頼 2（1鹿児島大、2同第 1 生化） 

     第 98 回日本皮膚科学会総会 

1999 年 4 月 9-11 日 東京 

   

 427）1998 年鹿大病院皮膚科外来患者統計 

    宇宿一成、島田英彦、谷 暁子、吉井典子、下舞浩二、武田浩一郎、福留由紀、 

山下美樹、四本信一、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

  

 428）1998 年鹿大病院皮膚科外来パッチテスト統計 

    谷 暁子、下舞浩二、武田浩一郎、持冨勇次、永田祥子、三好逸男、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 429）1998 年鹿大病院における入院患者統計 

    穂積秀樹、松下茂人、東 裕子、島田英彦、島田祥子、川畑 久、内宮礼嗣、持冨勇次、 

吉井典子、永田祥子、下舞浩二、武田浩一郎、福留由紀、山下美樹、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

  

 430）1998 年鹿大病院皮膚科手術患者統計 

    島田英彦、穂積秀樹、宇宿一成、四本信一、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

  

 431）1998 年鹿大病院皮膚科死亡患者統計 

    川畑 久、穂積秀樹、島田英彦、島田祥子、谷 暁子、東 裕子、永田祥子、持冨勇次、 

吉井典子、下舞浩二、福留由紀、山下美樹、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

  

 432）1998 年鹿大病院皮膚科への紹介患者統計 

    武田浩一郎、宇宿一成、四本信一、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

 



 433）クリオグロブリン陽性を示したリベドー血管炎 

    三好逸男、川畑 久、神崎 保（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

  

 434）ステロイド全身投与で縮小した古典的カポジ肉腫の一例 

    下舞浩二、金蔵拓郎、島田辰彦、永田祥子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

  

 435）レクチン組織化学による Fabry 病ライソゾーム蓄積物質の同定 

    神田 彰 1、中尾正一郎 2、津山新一郎 3、村田長芳 3、神崎 保 1（1鹿児島大、 
2同第 1 内科、3同第 2 解剖） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

  

 436）1998 年、１年間の鹿児島大学医学部皮膚科学教室における業績 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

   

 437）第 98 回日本皮膚科学会総会から 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

  

 438）第 51 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会（鹿児島）の準備状況の報告 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 439）特異な臨床像及び経過を取った cutaneous T cell lymphoma (CTCL) の一例 

    吉井典子 1、瀬戸山充 1、溝口志真子 1、東 裕子 1、島田祥子 1、穂積秀樹 1、神崎 保 1、 

土井弘之 2（1鹿児島大、2武蔵野赤十字病院） 

     第 15 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

1999 年 5 月 14-15 日 鹿児島 

  

 440）8 年間に計 11 個のケラトアカントーマが顔面に生じた一例 

    武田浩一郎、吉井典子、谷 暁子、溝口志真子、宇宿一成、神崎 保（鹿児島大） 

     第 15 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

1999 年 5 月 14-15 日 鹿児島 

   

 441）新たに発見されたα-N-acetylgalactosaminidase 欠損症（Kanzaki 病）の臨床および分子 

生物学的特徴 

    四本信一 1、吉井典子 1、福重智子 1、神崎 保 1、小玉和郎 2、小林 仁 2、阿部理一郎 2、 

大河原章 2、長塚靖子 3、平林義雄 4（1鹿児島大、2北海道大学皮膚科、3日本大学医学部 

微生物、4理化学研究所） 

     第 6 回分子皮膚科学フォーラム 

1999 年 7 月 10 日 久留米 

  

 



 442）古典型カポジ肉腫の 1 例 

   永田祥子 1、島田辰彦 1、谷 暁子 1、吉井典子 1、金蔵拓郎 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

栄鶴義人 2（1鹿児島大、2同難治ウイルス） 

    日本皮膚科学会第 309 回福岡地方会 

1999 年 7 月 4 日 久留米 

  

 443）表皮ケラチノサイトの分化・増殖とサイクロオキシゲナーゼ-2 

    金蔵拓郎、東 裕子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 6 回分子皮膚科学フォーラム 

1999 年 7 月 10 日 久留米 

 

 444）イソジン消毒液が増悪因子と考えられた皮膚潰瘍の一例 

    内宮礼嗣、山下美樹、松下茂人、神崎 保（鹿児島大） 

     第 29 回日本皮膚アレルギー学会 

1999 年 7 月 17-18 日 福島 

  

 445）皮膚インクによる接触皮膚炎の一例 

    谷 暁子、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 29 回日本皮膚アレルギー学会 

1999 年 7 月 17-18 日 福島 

  

 446）B 型肝炎ウイルスとびまん性紫斑 

    三好逸男、宇宿一成、神崎 保（鹿児島大） 

     第 29 回日本皮膚アレルギー学会 

1999 年 7 月 17-18 日 福島 

  

 447）鹿児島県における乾癬患者統計 

    宇宿一成、島田辰彦、武田浩一郎、山下美樹、持冨勇次、島田英彦、神崎 保 

    （鹿児島大） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

 

 448）子豚用配合飼料中の抗生物質による光接触皮膚炎の 2 例 

    谷 暁子、武田浩一郎、山下美樹、吉井典子、内宮礼嗣、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

   

 449）Pseudogout の一例 

    宇宿一成、山下美樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

  

 450）Tufted hair folliculitis の 1 例 

    神田 彰、宇宿一成、神崎 保（鹿児島大） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

  

 451）再発を繰り返した Pilonidal sinus の一例 

    武田浩一郎、島田英彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 



 452）リンパ漏根治術にパテントブルーを使用した 1 例 

    島田英彦、瀬戸山充、武田浩一郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

  

 453）malignancy が疑われた Dermatofibroma の 1 例 

    猿渡 浩 1、橋口貴樹 1、福丸圭子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、宮内秀明 1（1鹿児島大、2国分市） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

  

 454）お灸によるケブネル現象を伴った ATLL の一例 

    内野ゆり 1、福丸聖太 1、谷 暁子 1、宇宿一成 1、四本信一 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、 

猿渡邦彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

  

 455）B cell lymphoma の 1 例 

    持冨勇次、内野ゆり、宇宿一成、吉井典子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

 

 456）第 51 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会の進行状況 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

 

 457）口唇にも感染した疥癬の一例 

    橋口貴樹 1、瀬戸山充 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、松井竜太郎 2（1鹿児島大、2同歯学部 

第 1 口腔外科） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

  

 458）皮膚癌における cyclooxygenase-2 (COX-2) の発現について 

    東 裕子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

  

459）エックリン汗腺上皮は Human T-lymphotropic virus type Ⅰの標的細胞の 1 つである 

    溝口志真子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、栄鶴義人 2（1鹿児島大、2同難治ウイルス） 

     第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

1999 年 7 月 25 日 鹿児島 

  

 460）皮膚筋炎から肺癌が発見された一例 

    吉井典子、神崎 保他（鹿児島大） 

     第 12 回鹿児島県膠原病研究会 

1999 年 7 月 27 日 鹿児島 

  

 461）皮膚癌における cyclooxygenase-2 の発現と増殖に及ぼす影響 

    東 裕子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 24 回年次学術大会・総会 

1999 年 7 月 30-31 日 神戸 



 462）NC マウスを用いた、tissue  inhibitor  of  metalloprotease-2 (TIMP-2) によるアトピ 

ー性皮膚炎の治療効果の検討 

    三好逸男 1、新谷 孝 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2富士薬品工業） 

     日本研究皮膚科学会第 24 回年次学術大会・総会 

1999 年 7 月 30-31 日 神戸 

  

 463）レクチン組織化学による Fabry 病ライソゾーム蓄積物質の同定 

    神田 彰 1、中尾正一郎 2、津山新一郎 3、村田長芳 3、神崎 保 1（1鹿児島大、2同第 1 

内科、3同第 2 解剖） 

     日本研究皮膚科学会第 24 回年次学術大会・総会 

1999 年 7 月 30-31 日 神戸 

  

 464）強皮症線維芽細胞のインターロイキン-1β刺激性プロスタグランジン E2 産生能とそれに 

及ぼす長波長紫外線照射の影響に関する研究 

    金蔵拓郎、東 裕子、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 24 回年次学術大会・総会 

1999 年 7 月 30-31 日 神戸 

  

 465）エクリン汗腺上皮は HTLV-・の標的細胞の 1 つである 

    溝口志真子 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、栄鶴義人 2（1鹿児島大、2同難治ウイルス） 

     日本研究皮膚科学会第 24 回年次学術大会・総会 

1999 年 7 月 30-31 日 神戸 

  

 466）基底細胞癌における Basigin の発現 

    陳 翔、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 24 回年次学術大会・総会 

1999 年 7 月 30-31 日 神戸 

  

 467）皮膚良性腫瘍と悪性腫瘍におけるβ-カテニンの発現 

    山口圭子、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 24 回年次学術大会・総会 

1999 年 7 月 30-31 日 神戸 

  

 468）CD30 陽性成人 T 細胞白血病の 1 例 

    川畑 久、瀬戸山充、吉井典子、福留由紀、溝口志真子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 18 回皮膚リンフォーマ研究学会 

1999 年 8 月 21-22 日 甲府 

   

 469）インターフェロンγが誘因と考えられた ARDS （ショック肺）の一例 

    内宮礼嗣、瀬戸山充、山下美樹、穂積秀樹、溝口志真子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 18 回皮膚リンフォーマ研究学会 

1999 年 8 月 21-22 日 甲府 

 

 470）鹿児島県における乾癬患者統計 

    宇宿一成、島田辰彦、川畑 久、武田浩一郎、山下美樹、持冨勇次、島田英彦、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 14 回日本乾癬学会学術大会 

1999 年 9 月 4 日 京都 

  

 

 



 471）炎症性肉芽、膿瘍、脂肪壊死を生じたタコ咬傷 

    大竹直樹 1、神崎 保 2、神園政行 3（1県立大島病院、2鹿児島大、3鹿児島市） 

     第 50 回日本皮膚科学会中部支部総会・学術大会 

1999 年 9 月 18-19 日 名古屋 

  

 472）-N-acetylgalactosaminidase 欠損症ﾗｲｿｿﾞｰﾑ蓄積物質における免疫組織化学的解析 

    神田 彰 1、福重智子 1、吉井典子 1、四本信一 1、小玉和郎 2、小林 仁 2、阿部理一郎 2、 

長塚靖子 3、平林義雄 4、津山新一郎 5、村田長芳 5、神崎 保 1（1鹿児島大、2北海道大 

学皮膚科、3日本大学医学部微生物、4理化学研究所、5同第 2 解剖） 

     第 26 回日本電顕皮膚生物学会 

1999 年 10 月 15 日 名古屋 

  

 473）-N-acetylgalactosaminidase 欠損症における形態学的解析 

    福重智子、神田 彰、吉井典子、四本信一、小玉和郎 2、小林 仁 2、阿部理一郎 2、 

長塚靖子 3、平林義雄 4、神崎 保 1（1鹿児島大、2北海道大学皮膚科、3日本大学医学部 

微生物、4理化学研究所） 

     第 26 回日本電顕皮膚生物学会 

1999 年 10 月 15 日 名古屋 

  

 474）重症の光接触皮膚炎（アフターシェーブクリームの香料による）の一例 

    谷 暁子、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 49 回日本アレルギー学会総会 

1999 年 10 月 18-20 日 広島 

 

 475）Tissue inhibitor of metalloprotease-2 (TIMP-2) によるアトピー性皮膚炎治療（マウスモデルでの検討） 

    三好逸男 1、新谷 孝 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2富士薬品工業） 

     第 49 回日本アレルギー学会総会 

1999 年 10 月 18-20 日 広島 

  

 476）本邦第 2 例目の -N-acetylgalactosaminidase 欠損症の臨床・生化学・遺伝学的特徴 

    吉井典子 1、四本信一 1、福重智子 1、神崎 保 1、小玉和郎 2、小林 仁 2、阿部理一郎 2、 

大河原章 2、長塚靖子 3、平林義雄 4（1鹿児島大、2北海道大学皮膚科、3日本大学医学部 

微生物、4理化学研究所） 

     第 42 回日本先天代謝異常学会 

1999 年 11 月 11-13 日 鹿児島 

 477）Fabry病および神崎病におけるﾘｿｿﾞｰﾑ内蓄積物質の免疫組織電顕およびﾚｸﾁﾝ組織電顕的解析 

    神田 彰 1、福重智子 1、吉井典子 1、四本信一 1、津山新一郎 2、村田長芳 2、神崎 保 1、 

小玉和郎 3、小林 仁 3、阿部理一郎 3、長塚靖子 4、平林義雄 5（1鹿児島大、2同第 2 解 

剖、3北海道大学皮膚科、4日本大学医学部微生物、5理化学研究所） 

     第 42 回日本先天代謝異常学会 

1999 年 11 月 11-13 日 鹿児島 

 

 478）PUVA 療法にて皮疹が誘発された Prurigo の 1 例 

    猿渡 浩、島田英彦、持冨勇次、具志 亮、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 311 回福岡地方会 

1999 年 11 月 23 日 福岡 

  

 479）Beclometasone  dipropionate （喘息治療用吸入剤）によるｱﾚﾙｷﾞｰ性接触皮膚炎の一例 

    谷 暁子、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 24 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

1999 年 12 月 11-12 日 東京 



 480）Bromodeoxyuridine (BrdU) を用いた occlusive dressing method による皮膚悪性リンパ 

腫と非リンパ腫の鑑別 

    大竹直樹 1、神崎 保 2、中野律子 3（1県立大島病院、2鹿児島大、3今給黎総合病院） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

   

 481）Beclometasone dipropionate（喘息治療用吸入剤）によるアレルギー性接触皮膚炎の一例 

    谷 暁子、持冨勇次、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

  

 482）Estrogen dermatitis の一例 

    四本信一、下舞浩二、内宮礼嗣、吉井典子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

  

 483）アトピー性脊髄炎について 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

 

 484）Hypersensitivity syndrome の 2 例 

    福丸聖太 1、内野ゆり 1、武田浩一郎 1、四本信一 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、中村嘉彦 2、 

神崎政行 3（1鹿児島大、2頴娃町、3枕崎市） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

   

 485）・第 51 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会の報告 

   ・鹿児島大学主催公開講座（skin care とお化粧）の案内 

   ・ハンセン病医学地方講座の案内 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

 

 486）最近経験した尋常性天疱瘡の治療と経過 

    橋口貴樹、福丸圭子、溝口志真子、福丸聖太、持冨勇次、内野ゆり、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

  

 487）PNC の 3 例 

    具志 亮、井上賢人、橋口貴樹、福丸圭子、宇宿一成、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

  

 488）肺高血圧症を合併した MCTD の 1 例 

    福丸圭子、橋口貴樹、持冨勇次、具志 亮、宇宿一成、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

  



 489）Infantile perianal pyramidal protrusion の一例 

    猿渡 浩、四本信一、溝口志真子、島田英彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

  

 490）汗腺腫瘍（？）の一例 

    持冨勇次 1、福丸聖太 1、大脇哲洋 2、金蔵拓郎 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1（1鹿児島大、 
2同手術部） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

  

 491）下口唇に発症した SCC の 1 例 ―ペプレオ局注による治療例― 

    島田英彦、瀬戸山充、猿渡 浩、神崎 保（鹿児島大） 

     第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 1 月 16 日 鹿児島 

  

 492）クリオフィブリノーゲン陽性リベドー血管炎 

    三好逸男、川畑 久、神崎 保（鹿児島大） 

     第 23 回皮膚脈管懇話会・第 14 回膠原病研究会 

2000 年 2 月 4-5 日 高知 

  

 493）皮膚結節性多発性動脈炎を考えた 1 症例 

    橋口貴樹、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

      第 23 回皮膚脈管懇話会・第 14 回膠原病研究会 

2000 年 2 月 4-5 日 高知 

  

 494）エタンブトールによるペラグラが考えられた 1 例 

    猿渡 浩、三好逸男、神田 彰、神崎 保（鹿児島大） 

     日本皮膚科学会第 91 回宮崎地方会 

2000 年 2 月 19-20 日 宮崎 

 

 495）ハンセン病は終わったか ―ある悲しい報告― 

    内宮礼嗣 1、島田祥子 1、川畑 久 1、神崎 保 1、吉井恵子 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 73 回日本ハンセン病学会 

2000 年 3 月 9-11 日 鹿屋 

  

 496）皮膚科学教室の現況 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2000 年 4 月 23 日 鹿児島 

 

 497）1999 年鹿大病院皮膚科外来患者統計 

   三好逸男、橋口貴樹、四本信一、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2000 年 4 月 23 日 鹿児島 

  

 498）1999 年外来パッチテストの統計 

   持冨勇次、内宮礼嗣、谷 暁子、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

    第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2000 年 4 月 23 日 鹿児島 

  



 499）1999 年入院患者の統計 

   宇宿一成、福丸聖太、福丸圭子、島田英彦、谷 暁子、持冨勇次、橋口貴樹、 

武田浩一郎、猿渡 浩、内野ゆり、井上賢人、四本信一、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

    第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2000 年 4 月 23 日 鹿児島 

  

 500）1999 年鹿大病院皮膚科手術患者統計 

   島田英彦、宇宿一成、三好逸男、四本信一、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2000 年 4 月 23 日 鹿児島 

  

 501）過去５年間の鹿大病院皮膚科における死亡患者統計 

   橋口貴樹、宇宿一成、穂積秀樹、関山光弘、具志 亮、神崎 保（鹿児島大） 

    第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2000 年 4 月 23 日 鹿児島 

 

 502）表皮系腫瘍におけるβ-カテニンの発現 

   福丸圭子、神崎 保（鹿児島大） 

    第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2000 年 4 月 23 日 鹿児島  

 

 503）ニコチンパッチの各種皮膚疾患への応用 

   金蔵拓郎、宇宿一成、神崎 保（鹿児島大） 

    第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2000 年 4 月 23 日 鹿児島  

 

 504）皮膚病変を伴う成人 T 細胞性白血病・リンパ腫 128 例について 

   瀬戸山充、片平充彦、溝口志真子、田中昭人、川畑 久、吉井典子、神崎 保（鹿児島大） 

    第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2000 年 4 月 23 日 鹿児島 

   

 505）ATL の先行病変と思われたクリオフィブリノーゲン陽性リベドー血管炎 

   三好逸男、川畑 久、神崎 保（鹿児島大） 

    第 99 回日本皮膚科学会総会 

2000 年 5 月 26-28 日 仙台 

  

 506）Cylindroma と multiple trichoepithelioma の合併例 

   具志 亮、吉井典子、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

    第 99 回日本皮膚科学会総会 

2000 年 5 月 26-28 日 仙台 

  

 507）下口唇に発症した有棘細胞癌３例の治療経験 

   島田英彦 1、瀬戸山充 1、猿渡 浩 1、橋口貴樹 1、神崎 保 1、寺崎 健 2（1鹿児島大、2鹿屋市） 

    第 99 回日本皮膚科学会総会 

2000 年 5 月 26-28 日 仙台 

  

 508）B cell lymphoma の一例 

   持冨勇次、内野ゆり、福丸聖太、吉井典子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 99 回日本皮膚科学会総会 

2000 年 5 月 26-28 日 仙台 



 509）日本人露光部皮膚症の先天症陰因子及び防御因子に関する疫学的検討 

   宇宿一成、神崎 保他（鹿児島大） 

    第 99 回日本皮膚科学会総会 

2000 年 5 月 26-28 日 仙台 

  

 510）直腸に浸潤を認めた肛門周囲 Bowen 病の 1 治療例 

   吉井典子 1、瀬戸山充 1、島田英彦 1、猿渡 浩 1、神崎 保 1、中馬 豊 2、坂本昭彦 2、 

石沢 隆 2、愛甲 孝 2、米良修二 3（1鹿児島大、2同第 1 外科、3鹿児島市） 

     第 16 回日本皮膚悪性腫瘍学会総会・学術大会 

2000 年 6 月 30 日- 7 月 1 日 旭川 

  

 511）γIL-2 が有効であった spindle cell hemangioendothelioma  

   島田英彦、瀬戸山充、内宮礼嗣、川畑 久、神崎 保（鹿児島大） 

     第 16 回日本皮膚悪性腫瘍学会総会・学術大会 

2000 年 6 月 30 日- 7 月 1 日 旭川 

  

 512）巨大先天性若年性黄色肉芽腫の自然退縮例 

   川畑 久、瀬戸山充、島田英彦、島田祥子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 16 回日本皮膚悪性腫瘍学会総会・学術大会 

2000 年 6 月 30 日- 7 月 1 日 旭川 

 

 513）ステロイド局注が奏効した尋常性天疱瘡の 1 例 

   持冨勇次、米良ゆかり、関山光弘、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

    第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 7 月 9 日 鹿児島 

  

 514）臨床的に粉瘤を思わせた頭部の播種状粟粒性狼瘡の 1 例 

   島田英彦、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

    第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 7 月 9 日 鹿児島 

  

 515）INF-γが ATL 特異疹に対し有効であった 2 例 

   片平充彦、福重智子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 7 月 9 日 鹿児島 

  

 516）自己血清皮内テストが陽性であった慢性蕁麻疹の 1例 

   橋口貴樹 1、片平充彦 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、片平可也 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

    第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 7 月 9 日 鹿児島 

 

 517）Follicular occulusion triad に対しての chemical peeling の試み 

   武田浩一郎 1、具志 亮 1、四本信一 1、三好逸男 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、浜田 哲 2 

（1鹿児島市、2鹿児島市） 

    第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 7 月 9 日 鹿児島 

  

 518）Follicular impetigo 様皮疹を呈した SLE の 1 例 

   具志 亮、武田浩一郎、四本信一、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 7 月 9 日 鹿児島 



 519）腋窩に発生した皮膚原発アポクリン腺癌の 1 例 

   米良ゆかり、持冨勇次、関山光弘、四本信一、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 7 月 9 日 鹿児島 

  

 520）原因診断に苦慮している多形滲出性紅斑の 1 例 

   馬場千晶 1、寺崎健治朗 1、島田英彦 1、四本信一 1、神崎 保 1、島田辰彦 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

    第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 7 月 9 日 鹿児島 

   

 521）日皮総会・西部支部運営委員会から・その他 

   神崎 保（鹿児島大） 

    第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 7 月 9 日 鹿児島 

 

 522）Human immunodeficiency virus (HIV) 陰性 Kaposi 肉腫患者の末梢血単核球および皮膚病 

変部における human herpesvirus-8 (HHV-8) 遺伝子の発現 

   吉井典子 1,2、瀬戸山充 1、神崎 保 1、栄鶴義人 2（1鹿児島大、2同難治ウイルス） 

     第 6 回鹿児島ヘルペスウイルス等感染症研究会 

2000 年 7 月 13 日 鹿児島 

 

 523）原因診断に苦慮している多形滲出性紅斑の 1 例 

   馬場千晶 1、寺崎健治朗 1、島田英彦 1、四本信一 1、神崎 保 1、島田辰彦 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     第 6 回鹿児島ヘルペスウイルス等感染症研究会 

2000 年 7 月 13 日 鹿児島 

  

 524）臨床的に粉瘤を思わせた頭部の播種状栗粒性狼瘡の 1 例 

   島田英彦、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

    （社）日本形成外科学会 九州支部学術集会第 54 回例会 

2000 年 7 月 15 日 福岡 

   

 525）エストロゲン皮膚炎の 2 例 

   四本信一 1、下舞浩二 1、内宮礼嗣 1、吉井典子 1、東 裕子 1、神崎 保 1、西 正行 2 

（1鹿児島大、2姶良郡） 

    第 30 回日本皮膚アレルギー学会総会・学術大会 

2000 年 7 月 22-23 日 大阪 

  

 526）ATL のケブネル現象 

   片平充彦、吉井典子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 19 回皮膚リンフォーマ研究学会 

2000 年 8 月 19-20 日 浜松 

  

 527）Histiocytic necrotizing lymphadenitis (Kikuchi’s disease) の 1 例 

   川畑 久、瀬戸山充、島田英彦、猿渡 浩、神崎 保（鹿児島大） 

    第 19 回皮膚リンフォーマ研究学会 

2000 年 8 月 19-20 日 浜松 

  

 

 



 528）悪性黒色腫における Basigin とマトリックスメタロプロテアーゼの発現 

   金蔵拓郎、陳 翔、神崎 保（鹿児島大） 

    日本研究皮膚科学会第 25 回年次学術大会・総会 

2000 年 9 月 1-2 日 岐阜 

  

 529）上皮系皮膚腫瘍における Basigin の発現 

   陳 翔、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

    日本研究皮膚科学会第 25 回年次学術大会・総会 

2000 年 9 月 1-2 日 岐阜 

  

 530）リシノプリル内服で誘発された尋常性乾癬 

   宇宿一成、井上賢人、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 15 回乾癬学会学術大会 

2000 年 9 月 8-9 日 福島 

  

 531）正常ヒト表皮における Basigin の超微局在 

   陳 翔 1、金蔵拓郎 1、津山新一郎 1、村田長芳 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2同第 2 解剖） 

    第 27 回日本電顕皮膚生物学会 

2000 年 9 月 23 日 福岡 

  

 532）Galactosialidosis の生化学的・電顕的検索 

   福重智子 1、吉井典子 1、神崎 保 1、中川俊文 2、平林義雄 3（1鹿児島大、2香川医科大 

学皮膚科、3理化学研究所） 

    第 27 回日本電顕皮膚生物学会 

2000 年 9 月 23 日 福岡 

  

 533）正常ヒト表皮における Basigin の超微局在 

   陳 翔 1、金蔵拓郎 1、津山新一郎 2、村田長芳 2、神崎 保 1（鹿児島大、1同第 2 解剖） 

    第 32 回日本臨床電子顕微鏡学会総会ならびに学術講演会 

2000 年 9 月 28-29 日 北九州 

   

 534）臀部の pilonidal sinus に対する脱毛の試み 

   武田浩一郎、馬場千晶、島田英彦、寺崎健治朗、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保 

（鹿児島大） 

    （社）日本形成外科学会 九州支部学術集会第 55 回例会 

2000 年 10 月 21 日 鹿児島 

  

 535）皮膚粟粒結核の 1例 

   片平充彦、吉井典子、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 52 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

2000 年 10 月 28-29 日 徳島 

  

 536）Pachyonychia congenita の一例 

   寺崎健治朗、島田英彦、四本信一、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 52 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

2000 年 10 月 28-29 日 徳島 

  

 537）AIDS 患者にみられた肛門周囲サイトメガロウイルス潰瘍 

   橋口貴樹、吉井典子、片平充彦、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 52 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

2000 年 10 月 28-29 日 徳島 



 538）Zn 内服にて皮疹が増悪した太藤病の一例 

   武田浩一郎、具志 亮、四本信一、三好逸男、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 52 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

2000 年 10 月 28-29 日 徳島 
   
 539）アトピー性皮膚炎様皮疹を呈した漢方薬による薬疹の 1 例 

    具志 亮、島田英彦、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 25 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2000 年 12 月 2-3 日 名古屋 

 

 540）Indometacin による接触皮膚炎と薬疹 

   宇宿一成、井上賢人、持冨勇次、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

    第 25 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2000 年 12 月 2-3 日 名古屋 

 

 541）一部線維肉腫を伴った有茎性隆起性皮膚線維肉腫の一例 

   関山光弘 1、瀬戸山充 2、寺崎健治朗 1、神崎 保 1、隈元 亨 3（1鹿児島大、2宮崎医科 

大学皮膚科、3鹿屋市） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

 

 542）圧迫部に出た薬疹の 1 例 

   島田英彦、寺崎健治朗、馬場千晶、橋口貴樹、神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

 

 543）中国漢方薬による薬疹の 1 例 

   具志 亮、武田浩一郎、島田英彦、三好逸男、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

  

 544）アロフトによる光線過敏型薬疹の一例 

   米良ゆかり、関山光弘、持冨勇次、神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

  

 545）扁桃誘発試験が陽性となった尋常性乾癬の一例 

    持冨勇次、武田浩一郎、神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

 

 546）Degos 病が疑われる一例 

    内野ゆり 1、島田英彦 1、馬場千晶 1、神崎 保 1、野邊修明 2（1鹿児島市、2串木野市） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

  

 547）Factitious skin disease 

    宇宿一成、三好逸男、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

  



 548）Actinomycosis の 1 例 

    馬場千晶、片平充彦、米良ゆかり、吉井典子、寺崎健治朗、金蔵拓郎、神崎 保 

（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

  

 549）ざ瘡に対するケミカルピーリングの有効性の検討 

    片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

  

 550）新開発リン脂質ポリマーの角質機能に対する効果 

   金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

 

 551）皮膚疾患の遺伝子診断 

   四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

  

 552）高齢者の皮膚科外来診療―検査と治療のポイント― 

   三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

  

 553）皮膚科医を取り巻く現況 

   神崎 保（鹿児島大） 

    第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2000 年 12 月 17 日 鹿児島 

  

 554）Follicular impetigo を伴った SLE の 1 例 

   武田浩一郎、具志 亮、四本信一、金蔵拓郎、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

    第 24 回皮膚脈管・膠原病研究会 

2001 年 1 月 25-26 日 埼玉 

  

 555）1 歳時発症の小児皮膚筋炎の 1例 

   米良ゆかり 1、具志 亮 1、島田祥子 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、今村直人 2、武井修治 2、 

宮田晃一郎 2（1鹿児島大、2同小児科） 

    第 24 回皮膚脈管・膠原病研究会 

2001 年 1 月 25-26 日 埼玉 

  

 556）指先に生じた神経鞘腫の一例 

   内野ゆり、島田英彦、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

    第 68 回日本皮膚科学会大分地方会（高安 進教授退官記念） 

2001 年 2 月 17-18 日 大分 

 

 557）Actinomycosis の 1 例 

   馬場千晶、片平充彦、米良ゆかり、吉井典子、寺崎健治朗、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

    第 33 回日本皮膚科学会沖縄地方会・第 57 回九州真菌懇話会 

2001 年 2 月 24-25 日 沖縄 



 558）発症 10 数年後に、CNS lupus と診断された 1 例 

   内野ゆり、馬場千晶、島田英彦、具志 亮、寺崎健治朗、四本信一、金蔵拓郎、神崎 保 

（鹿児島大） 

    第 33 回日本皮膚科学会沖縄地方会・第 57 回九州真菌懇話会 

2001 年 2 月 24-25 日 沖縄 

  

 559）顆粒球吸着カラムが著効した壊疽性膿皮症の 1 例 

   関山光弘、金蔵拓郎、馬場千晶、米良ゆかり、田辺博昭、神崎 保（鹿児島大） 

    第 108 回日本皮膚科学会広島地方会（山本昇壯教授退官記念地方会・ 

    シンポジウム） 

2001 年 3 月 19-20 日 広島 

 

 560）組織学的に ballooning cell を認めた superficial spreading melanoma（SSM）の一例 

    武田浩一郎、具志 亮、四本信一、瀬戸山充、神崎 保（鹿児島大） 

     第 100 回日本皮膚科学会総会 

2001 年 4 月 6-8 日 東京 

 

 561）Sclerodermatous chronic GVHD の小児例 

    馬場千晶 1、寺﨑健治朗 1、瀬戸山充 1、神崎 保 1、碇元直昭 2、伊地知 修 2（1鹿児島 

大、2同小児科） 

     第 100 回日本皮膚科学会総会 

2001 年 4 月 6-8 日 東京 

 

 562）膣口部に生じた開口部プラズマサイトーシスの一例 

    米良ゆかり 1、島田英彦 1、神崎 保 1、久保洋一 2（1鹿児島大、2指宿市） 

     第 100 回日本皮膚科学会総会 

2001 年 4 月 6-8 日 東京 

 

 563）正常ヒト表皮細胞における Basigin の局在 ―免疫電顕的手法による― 

    陳 翔 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、津山新一郎 2、村田長芳 2（1鹿児島大、2同第 2 解剖） 

     第 100 回日本皮膚科学会総会 

2001 年 4 月 6-8 日 東京 

 

 564）先天代謝異常症の免疫電顕による解析（脱オスミウム法を用いて） 

    神田 彰、神崎 保（鹿児島大） 

     第 100 回日本皮膚科学会総会 

2001 年 4 月 6-8 日 東京 

 

 565）2000 年外来紹介患者の統計 

    寺﨑健治朗、米良ゆかり、神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 566）2000 年パッチテスト外来統計 

    三好逸男、寺﨑健治朗、持冨勇次、武田浩一郎、中野律子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 

 

 



 567）外来患者統計（2000 年 1 月-12 月） 

    片平充彦 1、米良ゆかり 1、馬場千晶 2、内野ゆり 1、猿渡 浩 1、武田浩一郎 2、 

橋口貴樹 1、持冨勇次 3、川畑 久 1、内宮礼嗣 1、吉井典子 1、島田英彦 1、島田祥子 1、 

東 裕子 4、谷 暁子 5、福丸圭子 6、福丸聖太 7、具志 亮 1、具志明代 1、田口りか 1、 

関山光弘 1、宇宿一成 8、寺﨑健治朗 1、中野律子 1、三好逸男 1、四本信一 1、金蔵拓郎 1、 

瀬戸山充 9、神崎 保 1（1鹿児島大、2鹿児島市立病院、3藤元病院、4県立大島病院、 
5今給黎病院、6阿久根市民病院、7済生会川内病院、8指宿市、9宮崎医科大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 568）2000 年鹿大病院皮膚科入院患者統計 

    四本信一 1、寺﨑健治朗 1、関山光弘 1、具志 亮 1、島田英彦 1、持冨勇次 2、 

武田浩一郎 3、内野ゆり 1、米良ゆかり 1、馬場千晶 3、田邊博昭 4、福丸聖太 5、 

福丸圭子 6、橋口貴樹 1、猿渡 浩 1、宇宿一成 7、金蔵拓郎 1、瀬戸山充 8、神崎 保 1 

（1鹿児島大、2藤元病院、3鹿児島市立病院、4鹿大放射線科、5済生会川内病院、6阿久 

根市民病院、7指宿市、8宮崎医大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 569）2000 年鹿大病院皮膚科手術患者統計 

    島田英彦 1、四本信一 1、片平充彦 1、内野ゆり 1、馬場千晶 2、米良ゆかり 1、 

寺﨑健治朗 1、関山光弘 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大、2鹿児島市立病院） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 570) 2000 年 1 月から 2000 年 12 月までの鹿大皮膚科における死亡患者統計 

    内野ゆり 1、島田英彦 1、宇宿一成 2、四本信一 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大、 
2指宿市） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 571）Pachyonychia congenita type 2 にみられた keratin 17 遺伝子の変異 

    橋口貴樹、四本信一、島田英彦、寺﨑健治朗、神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 572）Basigin の発現と表皮の分化の関連 

    陳 翔、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 573）末梢循環不全による皮膚病変に対するニコチンパッチの治療効果 

    金蔵拓郎 1、宇宿一成 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2指宿市） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 574）アルマール®及びクラルート®の関与が考えられた紅皮症の一例 

    関山光弘、馬場千晶、田邊博昭、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 



 575）1 歳時発症の小児皮膚筋炎の 1例 

    米良ゆかり 1、具志 亮 1、島田祥子 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、今村直人 2、武井修治 2、 

宮田晃一郎 2（1鹿児島大、2同小児科） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 576）出張病院（今給黎病院）にて経験したスポロトリコーシスの 2例 

    中野律子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 577）Follicular keratosis of the chin の 1 例 

    具志明代、穂積秀樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 578）報 告 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 579）臨床写真管理システム 

    猿渡 浩、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2001 年 4 月 15 日 鹿児島 

 

 580）全身エリテマトーデスに合併した膿疱性乾癬症の一症例 

    宮内孝浩、萩原敬史、大坪秀雄、有馬直道、鄭 忠和、神崎 保 

     第 45 回日本リウマチ学会総会・学術集会 

2001 年 5 月 14-16 日 東京 

 

 581）一部線維肉腫を伴った有茎性隆起性皮膚線維肉腫の一例 

    関山光弘 1、寺﨑健治朗 1、片平充彦 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、瀬戸山充 2（1鹿児島大、
2宮崎医科大） 

     第 17 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2001 年 5 月 11-12 日 東京 

 

 582）腋窩リンパ節転移を伴ったアポクリン腺癌の一例 

    米良ゆかり 1、関山光弘 1、持冨勇次 1、神崎 保 1、瀬戸山充 2（1鹿児島大、2宮崎医科大） 

     第 17 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2001 年 5 月 11-12 日 東京 

 

 583）口腔カンジダ症からみつかった ATL の一例  

    米良ゆかり、関山光弘、持冨勇次、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 17 回日本臨床皮膚科医学会総会・臨床学術大会 

2001 年 5 月 19-20 日 長崎 

 

 584）大学病院皮膚科外来診療における問題の数々 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 5 回鹿児島「皮膚疾患の治療を語る会」 

2001 年 5 月 31 日 鹿児島 



 585）ｶﾙｼｳﾑによる核ﾀﾝﾊﾟｸｱｾﾁﾙ化の誘導とｹﾗﾁﾉｻｲﾄ分化の関連性の検討 

    川畑 久 1、川原幸一 2、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、丸山征郎 2、中島利博 3（1鹿児島大、 
2同臨床検査医学、3聖ﾏﾘｱﾝﾅ医大難病治療研究ｾﾝﾀｰ） 

     第 8 回分子皮膚科学フォーラム 

2001 年 7 月 6-7 日 東京 

 

 586）外胚葉系形成異常症の遺伝子解析 

    四本信一、橋口貴樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 8 回分子皮膚科学フォーラム 

2001 年 7 月 6-7 日 東京 

 

 587）鹿大病院皮膚科外来診療体制の問題点と興味ある症例 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 

 588）豚飼料による光接触皮膚炎を疑った一例 

    内野ゆり、米澤智一、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 

 589）インダシンによる薬剤過敏症の一例 

    米澤智一、内野ゆり、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 

 590）内服チャレンジテストで診断し得たレニベース®による多型紅斑型薬疹の一例 

    米良ゆかり、寺﨑健治朗、関山光弘、馬場千晶、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 
 591）セレン欠乏による皮膚症状 

    四本信一 1、亀之園 明 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2同小児科） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 

 592）外用 PUVA 療法が奏効した generalized morphea の一例 

    寺﨑健治朗、米良ゆかり、片平充彦、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 
 593）SLE の３例 

    米倉健太郎、猿渡 浩、片平充彦、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 

 594）顆粒球吸着療法の皮膚疾患への応用 

    金蔵拓郎、関山光弘、米良ゆかり、馬場千晶、神崎 保（鹿児島大） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 



 595）菌同定に難渋している真菌症の一例 

    関山光弘 1、片平充彦 1、神崎 保 1、瀬戸山充 2、西本勝太郎 3、上田成一 4（1鹿児島大、 
2宮崎医科大学、3長崎市民病院、4長崎シーボルト大学） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 

 596）皮膚病変に３つの異なるクローンを認めた ATL の１例 

    片平充彦 1、瀬戸山充 2、福重智子 1、関山光弘 1、武田浩一郎 1、具志 亮 1、神崎 保 1 

（1鹿児島大、2宮崎医科大） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 
 597）Thymidine phosphorylase（TP）の関与する血管新生、腫瘍増殖に対する 2-deoxy-L-ribose 

の抑制効果 

    内宮礼嗣 1,2、古川龍彦 1、岡本正博 3、中島融一 1、松下茂人 2、池田龍二 1、 

原口みさ子 1、住澤知之 1、小野真弓 3、神崎 保 2、秋山伸一 1（1鹿児島大腫瘍研究施設、 
2同皮膚科、3九州大学大学院医学研究院医化学講座） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 

 598）核タンパクアセチル化の誘導とケラチノサイト分化の関連性の検討 

    川畑 久 1,2、川原幸一 2、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、丸山征郎 2、中島利博 3（1鹿児島大、 
2同臨床検査医学、3聖マリアンナ医科大学難病治療班研究センター） 

     第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 7 月 15 日 鹿児島 

 

 599）AIDS 患者にみられた肛門周囲サイトメガロウイルス潰瘍 

    橋口貴樹 1、吉井典子 1、片平充彦 1、神崎 保 1、瀬戸山充 2（1鹿児島大、2宮崎医科大） 

     第７回鹿児島ヘルペスウイルス等感染症研究会 

2001 年 7 月 17 日 鹿児島 

 

 600）SLE の 3 例 

    米倉健太郎、猿渡 浩、片平充彦、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 16 回鹿児島膠原病研究会 

2001 年 7 月 17 日 鹿児島 

 

 601）Morphea-like basal cell epithelioma の 1 例 

    島田英彦 1、寺﨑健治朗 1、米良ゆかり 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、寺﨑 健 2（1鹿児島大、2鹿屋市） 

     日本皮膚科学会第 94 回宮崎地方会（瀬戸山充教授就任記念） 

2001 年 7 月 21-22 日 宮崎 

 

 602）菌同定に難渋している真菌症の１例 

    関山光弘 1、片平充彦 1、神崎 保 1、瀬戸山充 2、西本勝太郎 3、上田成一 4（1鹿児島大、 
2宮崎医科大、3長崎市民病院、4長崎シーボルト大） 

     第 58 回九州真菌懇話会 

2001 年 7 月 22 日 宮崎 

 

 603）NK 細胞リンパ腫の一例 

    内野ゆり、島田英彦、片平充彦、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 20 回皮膚リンフォーマ研究学会 

2001 年 8 月 25-26 日 新潟 



 604）末梢血と皮膚に異なるクローンの増殖を認めた ATL の１例 

    片平充彦 1、関山光弘 1、神崎 保 1、瀬戸山充 2（1鹿児島大、2宮崎医科大） 

          第 20 回皮膚リンフォーマ研究学会 

2001 年 8 月 25-26 日 新潟 

 

 605）顆粒球吸着療法にて関節痛が軽快した関節症性乾癬の 1 例 

    馬場千晶、関山光弘、米良ゆかり、寺﨑健治朗、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 16 回日本乾癬学会学術大会 

2001 年 9 月 1-2 日 千葉 

 

 606）尋常性乾癬治療における PUVA と narrow band UVB の効果比較 

    猿渡 浩、片平充彦、持冨勇次、武田浩一郎、寺﨑健治朗、島田英彦、馬場千晶、 

神崎 保（鹿児島大） 

     第 16 回日本乾癬学会学術大会 

2001 年 9 月 1-2 日 千葉 

 

 607）扁桃摘出にて皮疹の改善を認めた尋常性乾癬の 1 例 

    島田英彦、持冨勇次、武田浩一郎、関山光弘、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 16 回日本乾癬学会学術大会 

2001 年 9 月 1-2 日 千葉 

 
 608）ベイシジンは悪性黒色腫細胞上に発現し、周囲の線維芽細胞によるマトリックスメタロプ 

ロテアーゼ産生を誘導する 

    陳 翔、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 26 回年次学術大会・総会 

2001 年 9 月 7-8 日 愛媛 

 

 609）Pachyonychia congenital type 2 にみられた Keratin 17 遺伝子の変異 

   橋口貴樹 1、四本信一 1、寺﨑健治朗 1、神崎 保 1、瀬戸山充 2（1鹿児島大、2宮崎 

医科大） 

     日本研究皮膚科学会第 26 回年次学術大会・総会 

2001 年 9 月 7-8 日 愛媛 

 

 610）9－cis レチノイン酸と pyrrolidinedithiocarbamate の扁平上皮癌細胞株におけるサイク 

ロオキシゲナーゼ-2 発現と増殖に対する抑制効果 

    金蔵拓郎、東 裕子、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 26 回年次学術大会・総会 

2001 年 9 月 7-8 日 愛媛 

 

 611）隆起性皮膚線維肉腫の小児例 

    米澤智一 1、三好逸男 1、内野ゆり 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、西 正行 2（1鹿児島大、 
2姶良郡） 

     日本皮膚科学会第 109 回広島地方会 

2001 年 9 月 9 日 広島 

 

 612）神経原性無汗症を呈した 2 症例の汗腺周囲神経の電顕的観察 

   四本信一、福重智子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 28 回日本電顕皮膚生物学会 

2001 年 9 月 15 日 島根 

 

 



 613）びまん性体幹被角血管腫と神経病変を示した 1 症例 

    福重智子 1、神崎 保 1、木花いづみ 2、田口英樹 2（1鹿児島大、2平塚市） 

     第 28 回日本電顕皮膚生物学会 

2001 年 9 月 15 日 島根 

 

 614）ベイシジンは悪性黒色腫細胞上に発現し線維芽細胞によるマトリックスメタロプロテアー 
ゼの産生を誘導する 

    金蔵拓郎、陳 翔、神崎 保 

     第 74 回日本生化学会大会 

2001 年 10 月 25-28 日 京都 

 

 615）動注化学療法による皮膚障害の 2 例 

    寺﨑健治朗 1、米良ゆかり 1、馬場千晶 1、神崎 保 1、相良吉昭 2、中條政敬 2（1鹿児島 

大、2同放射線科） 

     第 53 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2001 年 10 月 27-28 日 長崎 

 

 616）多発性骨髄腫に合併した全身性アミロイドーシスの一例 

    内野ゆり、猿渡 浩、神崎 保（鹿児島大） 

     第 53 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2001 年 10 月 27-28 日 長崎 

 
 617）HAM に合併した鼠径部巨大潰瘍の一例 

    猿渡 浩、片平充彦、米倉健太郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 53 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2001 年 10 月 27-28 日 長崎 

 
 618）多発性ガングリオン（multiple mucous cyst）の一例 

    米澤智一、米良ゆかり、神崎 保（鹿児島大） 

     第 53 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2001 年 10 月 27-28 日 長崎 

 

 619）歯科金属アレルギーと全頭脱毛 

    米倉健太郎、片平充彦、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 26 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2001 年 12 月 8-9 日 大阪 

 

 620）豚飼料による接触皮膚炎の一例 

    内野ゆり、米澤智一、三好逸男、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 26 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2001 年 12 月 8-9 日 大阪 

 

 621）イトラコナゾールが著効した慢性皮膚粘膜カンジタ症の小児例 

    川畑 久、四本信一、寺﨑健治朗、米良ゆかり、永田祥子、関山光弘、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 622）多剤による紅皮症の一例 

    猿渡 浩、川畑 久、四本信一、橋口貴樹、関山光弘、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 



 623）内服開始により 3週間で出現した塩酸ﾐﾉｻｲｸﾘﾝによる pigmentation の一例 

    具志明代、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 
 624）Stevens-Johnson 症候群の 1 例 

    片平充彦、米倉健太郎、猿渡 浩、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 625）ユーエフティーが原因と考えられた痒疹の一例 

    内宮礼嗣、川畑 久、関山光弘、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 626）ラノリンによる接触皮膚炎の 1 例 

    穂積秀樹、三好逸男、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 627）顆粒球吸着療法を試みた重症膿疱性乾癬の一例 

    米澤智一、三好逸男、吉井典子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 628）乾癬患者に発症したサルコイドーシスの 1 例 

    島田英彦、川畑 久、猿渡 浩、関山光弘、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 629）各種皮膚疾患に対する narrow band UVB 治療効果の検討 

    関山光弘、島田英彦、猿渡 浩、永田祥子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 630）Plexiform schwannoma の一例 

    寺﨑健治朗、米良ゆかり、内宮礼嗣、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 
 631）膿疱性乾癬患者に生じた有棘細胞癌の一例 

    内野ゆり、内宮礼嗣、島田英彦、寺﨑健治朗、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 632）最近 5年間の当科における悪性黒色腫症例のまとめ 

    吉井典子 1、片平充彦 1、川畑 久 1、瀬戸山充 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2宮崎医科大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 



 633）バキュロウイルス発現蛋白を用いた ELISA 法による IgG および IgA 抗デスモコリン 

1,2,3 自己抗体の検出 

    永田祥子 1,4、天谷雅行 2、David R Garrod3、神崎 保 4、橋本 隆 1（1久留米大、2慶応 

義塾大、3CRC Epithelial Morphogenesis Research Group, School of Biological Science,  

University of Manchester、4鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 634）皮膚掻痒症について 

    三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 635）日本皮膚科学会西部支部運営委員会からの報告 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2001 年 12 月 16 日 鹿児島 

 

 636）抗菌デスクマットによる接触皮膚炎の一例 

    具志明代 1、片平充彦 1、具志 亮 1、穂積秀樹 1、三好逸男 1、猿渡 浩 1、神崎 保 1、 

田中昭人 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 35 回日本皮膚科学会沖縄地方会《日皮教育セミナー》 

2002 年 1 月 27 日 沖縄 

 

 637）Spindle cell hemangioma の一例 

    四本信一 1、具志 亮 1、島田英彦 1、内野ゆり 1、福重智子 1、神崎 保 1、米良修二 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

第 25 回皮膚脈管・膠原病研究会 

2002 年 1 月 31 日-2 月 1 日 鹿児島 

 

 638）肺胞出血を伴い急性の転帰をとった SLE の一例 

    米倉健太郎 1、猿渡 浩 2、片平充彦 2、金蔵拓郎 2、神崎 保 2、時任裕一 3、鄭 忠和 3、 

堤田英明 4、米澤 傑 4（1鹿児島市立病院、2鹿児島大、3同第 1 内科、4同第 2 病理） 

第 25 回皮膚脈管・膠原病研究会 

2002 年 1 月 31 日-2 月 1 日 鹿児島 

 

 639）組織学的にアミロイドの沈着を伴った DLE の 1 例 

    米澤智一、吉井典子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

第 25 回皮膚脈管・膠原病研究会 

2002 年 1 月 31 日-2 月 1 日 鹿児島 

 

 640）テオフィリンによる紅皮症型薬疹の一例 

    米澤智一、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 65 回日本皮膚科学会東京支部学術大会 

2002 年 2 月 16-17 日 東京 

 

 641）多嚢胞性卵巣症候群に合併した慢性蕁麻疹の 1 例 

    猿渡 浩、川畑 久、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 127 回日本皮膚科学会山口地方会（武藤正彦教授就任 5 周年記念） 

2002 年 3 月 2-3 日 山口 

 



 642）鹿児島大学医学部皮膚科外来患者統計（2001 年 1 月-12 月） 

    関山光弘 1、米澤智一 1、米倉健太郎 1、米良ゆかり 1、馬場千晶 1、武田浩一郎 1、 

猿渡 浩 1、内野ゆり 1、橋口貴樹 1、川畑 久 1、内宮礼嗣 1、持冨勇次 1、吉井典子 1、 

永田祥子 1、島田英彦 1、穂積秀樹 1、具志 亮 1、具志明代 1、寺﨑健治朗 1、四本信一 1、 

金蔵拓郎 1、神崎 保 1、片平充彦 1、島田辰彦 2、中野律子 1（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 643）2001 年外来紹介患者の統計 

    米澤智一、神田 彰、関山光弘、神崎 保（鹿児島大） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 644）2001 年パッチテスト外来統計 

    穂積秀樹 1、三好逸男 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2鹿児島市立病院） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 645）2001 年鹿大皮膚科入院患者統計 

    島田英彦、四本信一、片平充彦、三好逸男、寺﨑健治朗、関山光弘、東 裕子、川畑 久、

内宮礼嗣、吉井典子、持冨勇次、武田浩一郎、猿渡 浩、内野ゆり、米良ゆかり、 

馬場千晶、米倉健太郎、米澤智一、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 646）2001 年鹿児島大学病院皮膚科手術患者統計 

    川畑 久 1、島田英彦 1、片平充彦 1、三好逸男 1、寺﨑健治朗 1、関山光弘 1、内宮礼嗣 1、 

吉井典子 1、武田浩一郎 1、猿渡 浩 1、内野ゆり 1、米倉健太郎 1、米澤智一 1、 

馬場千晶 1、米良ゆかり 1、西 正行 2、四本信一 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 647）-Mannosidosis の臨床的、生化学的、電顕的及び分子生物学的研究 

    福重智子 1、内野ゆり 1、橋口貴樹 1、四本信一 1、神崎 保 1、鈴木布衣子 2、田口英樹 2、 

木花いづみ 2（1鹿児島大、2平塚市民病院） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 648）Connexin-26 と Keratitis-Ichthyosis-Deafness 症候群 

    四本信一 1、橋口貴樹 1、陳 翔 1、猿渡 浩 1、神崎 保 1、大竹直樹 2、赤松浩彦 2、 

松永佳世子 2、白石 聡 3、三浦宏之 4、足立 準 4（1鹿児島大、2藤田保健衛生大、3愛媛

大、4関西労災病院） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 649）モース法で治療した有棘細胞癌 

宇宿一成 1、福重智子 2、久保洋一 1（1指宿市、2鹿児島大） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 



 650) 食物依存性運動誘発アナフィラキシーの 1 例 

寺﨑健治朗、吉井典子、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 651）トシル酸トスフロキサシン（オゼックス®）による膿疱型薬疹の一例 

    武田浩一郎 1、米良ゆかり 1、猿渡 浩 1、島田英彦 1、川畑 久 1、金蔵拓郎 1、 

神崎 保 1、西 正行 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 652）顆粒球除去により軽快した掌蹠膿疱症の一例 

    猿渡 浩、川畑 久、金蔵拓郎、内宮礼嗣、神崎 保（鹿児島大） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 653）基底細胞母斑症候群の一例 

米良ゆかり 1、武田浩一郎 1、川畑 久 1、神崎 保 1、片平充彦 1、寺﨑 健 2（1鹿児島 

大、2鹿屋市） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 654）胃癌切除にて軽快した皮膚筋炎の 1 例 

    馬場千晶 1、穂積秀樹 1、米澤智一 1、猿渡 浩 1、内宮礼嗣 1、吉井典子 1、東 裕子 1、 

具志 亮 1、寺﨑健治朗 1、三好逸男 1、神崎 保 1、吉井恵子 2、前田 哲 3、石神純也 3 

（1鹿児島大、2鹿児島市、3同第 1 外科） 

     第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2002 年 5 月 12 日 鹿児島 

 

 655）コルヒチン内服が著効した EBA の 1 例 

    武田浩一郎、関山光弘、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 101 回日本皮膚科学会総会 

2002 年 6 月 7-9 日 熊本 

 

 656）交通事故後よりおこった乏汗症の 1 例 

    穂積秀樹、三好逸男、吉井典子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 101 回日本皮膚科学会総会 

2002 年 6 月 7-9 日 熊本 

 

 657）多発性 Bowen 病の一例 

猿渡 浩 1、寺﨑健治朗 1、米良ゆかり 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、二宮凉子 2（1鹿児島 

大、2鹿児島市） 

     第 101 回日本皮膚科学会総会 

2002 年 6 月 7-9 日 熊本 

 

 658）子宮頚癌の手術十年後に出現した acquired lymphangioma の一例 

内野ゆり、猿渡 浩、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 101 回日本皮膚科学会総会 

2002 年 6 月 7-9 日 熊本 

 

 



 659）Chronic pyoderma を疑った anal fistula の一例  

    米澤智一 1、三好逸男 1、神崎 保 1、吉井紘興 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 101 回日本皮膚科学会総会 

2002 年 6 月 7-9 日 熊本 

 

 660）腋窩リンパ節郭清が効を奏した悪性黒色腫の一例 

    米倉健太郎 1、米澤智一 1、米良ゆかり 1、馬場千晶 1、猿渡 浩 1、持冨勇次 1、 

内宮礼嗣 1、吉井典子 1、福丸聖太 1、関山光弘 1、片平充彦 1、神崎 保 1、瀬戸山充 2 

（1鹿児島大、2宮崎医科大） 

     第 18 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2002 年 6 月 21-22 日 鳥取 

 

 661）ソブゾキサン（MST-16、ペラゾリン®）が有効であった ATL の 1 例 

馬場千晶、川畑 久、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 18 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2002 年 6 月 21-22 日 鳥取 

 

 662）全国 8大学皮膚科の共同による皮膚癌の発症因子と予防因子の症例対照研究 

    尾藤利憲 1、渡辺衣里 1、市橋正光 1、神保孝一 2、金子史男 3、斎田俊明 4、大塚藤男 5、 

石川 治 6、瀬戸山充 7、神崎 保 8（1神戸大、2札幌医科大、3福島県立医科大、4信州大、 
5筑波大、6群馬大、7宮崎医科大、8鹿児島大） 

     第 18 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2002 年 6 月 21-22 日 鳥取 

 

 663）慢性関節リウマチに合併したリンパ管腫の 1 例 

    川畑 久 1、片平充彦 1、島田英彦 1、四本信一 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、米良修二 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 664）菊池病（組織球性壊死性リンパ節炎）の一例 

    岩田政宏 1、寺﨑健治朗 1、猿渡 浩 1、神崎 保 1、三好逸男 2（1鹿児島大、2鹿児島市立病院） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 665）ジベトス B®による薬疹の 1 例 

    中村郁代 1、馬場千晶 1、穂積秀樹 1、四本信一 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 666）内服チャレンジテストでショック症状を呈した紅皮症型薬疹の 1 例 

    穂積秀樹、馬場千晶、川畑 久、神崎 保（鹿児島大） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 667）フェニトインによる antiepileptic drug hypersensitivity syndrome の 1 例 

    吉田延代 1、猿渡 浩 1、寺﨑健治朗 1、岩田政宏 1、内野ゆり 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

野辺修明 2（1鹿児島大、2串木野市） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 



 668）ステロイド抵抗性の類天疱瘡に対してシクロフォスファミドの奏効した一例 

    大山公崇 1、馬場千晶 1、内野ゆり 1、内宮礼嗣 1、穂積秀樹 1、三好逸男 1、神崎 保 1、

井料香代子 2（1鹿児島大、2国分市） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 669）ダウン症候群に合併した毛孔性紅色粃糠疹の 1 例 

    寺﨑健治朗 1、猿渡 浩 1、神崎 保 1、三好逸男 2（1鹿児島大、2鹿児島市立病院） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 670）SLE の頬部紅斑に対する Tacrolimus 軟膏の効果 

    金蔵拓郎、吉井典子、寺﨑健治朗、三好逸男、神崎 保（鹿児島大） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 671）乏汗性外胚葉形成異常症についての遺伝子解析 

    橋口貴樹、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 672）骨髄性プロトポルフィリン症（EEP）の最近の話題 

    四本信一、内野ゆり、橋口貴樹、福重智子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 673）特異な外観を呈した trichoepithelioma の 1 例 

    神田 彰、具志 亮、神崎 保（鹿児島大） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 674）乳頭部に生じた平滑筋腫の一例 

    福丸聖太、馬場千晶、猿渡 浩、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 675）高齢者の扁平上皮癌に対する手術例 

    猿渡 浩 1、吉田延代 1、寺﨑健治朗 1、岩田政宏 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、内宮礼嗣 2 

（1鹿児島大、2川内済生会病院） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 676）ソブゾキサン（MST-16、ペラゾリン®）が有効であった ATL の 1 例 

馬場千晶、川畑 久、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 677）DIC と血球貧食症候群を合併した成人 still 病の 1 例 

川村絵里奈、金蔵拓郎、馬場千晶、穂積秀樹、川畑 久、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 



 678）Delayed graft が奏効した chronic pyoderma の一例 

    久保秀通 1、米良ゆかり 1、武田浩一郎 1、川畑 久 1、寺﨑健治朗 1、金蔵拓郎 1、 

神崎 保 1、新山孝二 2（1鹿児島大、2日置郡） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 
 679）LL 型ハンセン病の一例 

米良ゆかり 1、猿渡 浩 1、寺﨑健治朗 1、川畑 久 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

久保秀徳 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 680）Hypereosinophilic syndrome の一例 

    片平明日香 1、米良ゆかり 1、武田浩一郎 1、四本信一 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 681）日皮総会と西部支部運営委員会の報告 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 7 月 14 日 鹿児島 

 

 682）多嚢胞性卵巣症候群に合併した慢性蕁麻疹の一例 

    猿渡 浩、川畑 久、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     第 32 回日本皮膚アレルギー学会総会・学術大会 

2002 年 7 月 20-21 日 大阪 

 

 683）抗菌デスクマットによる接触皮膚炎の一例 

    具志明代 1、片平充彦 1、具志 亮 1、穂積秀樹 1、三好逸男 1、猿渡 浩 1、神崎 保 1、

田中昭人 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 32 回日本皮膚アレルギー学会総会・学術大会 

2002 年 7 月 20-21 日 大阪 

 

 684）カルシウムによるケラチノサイト分化誘導に転写制御因子 P/CAF と核内アセチル化が関与 

する 

 川畑 久、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 27 回年次学術大会・総会 

2002 年 8 月 2-3 日 京都 

 

 685）正常人の非外陰部脂漏性角化症における HPV 陽性率について 

    具志明代 1、神崎 保 1、栄鶴義人 2（1鹿児島大、2同難治性ウイルス） 

     日本研究皮膚科学会第 27 回年次学術大会・総会 

2002 年 8 月 2-3 日 京都 

 

 686）外胚葉形成異常症（X-linked hypohidrotic ectodermal dysplasia）の遺伝子解析 

 橋口貴樹、四本信一、神崎 保（鹿児島大） 

     日本研究皮膚科学会第 27 回年次学術大会・総会 

2002 年 8 月 2-3 日 京都 

 

 



 687）Thymidine phosphorylase の関与した血管新生、腫瘍増殖に対する 2-deoxy-L-ribose の 

抑制効果 

    内宮礼嗣 1,2、神崎 保 1（1鹿児島大、2同腫瘍研究施設） 

     日本研究皮膚科学会第 27 回年次学術大会・総会 

2002 年 8 月 2-3 日 京都 

 

 688）乳房外 Paget 病におけるムチンコア蛋白の発現 

吉井典子 1、北島信一 1、米澤 傑 2、瀬戸山充 3、神崎 保 1（1鹿児島大、2同第 2 病理、
3宮崎医科大、4国立療養所星塚敬愛園） 

     日本研究皮膚科学会第 27 回年次学術大会・総会 

2002 年 8 月 2-3 日 京都 

 

 689）ケルスス禿瘡の 1例 

   川村絵里奈、金蔵拓郎、神田 彰、神崎 保（鹿児島大） 

     第 60 回九州真菌懇話会 

2002 年 9 月 15 日 福岡 

 

 690）抗エピリグリン瘢痕性類天疱瘡の 1 例 

武田浩一郎 1、内野ゆり 1、島田英彦 1、四本信一 1、神崎 保 1、永田祥子 2、橋本 隆 2 

（1鹿児島大、2久留米大） 

     第 24 回水疱症研究会 

2002 年 10 月 4 日 千葉 

 

 691）電顕的にライソゾーム蓄積症が疑われた 1 例 

福重智子 1、内野ゆり 1、神崎 保 1、堀内正久 2、石割康平 3、桜庭 均 4（1鹿児島大、 
2同第 1 生化、3綾部市、4東京都） 

     第 29 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

2002 年 10 月 4-5 日 新潟 

 

 692）PUVA 照射部位に有棘細胞癌を発症した乾癬の 2 症例 

    神田 彰、島田辰彦、猿渡 浩、内野ゆり、内宮礼嗣、橋口貴樹、金蔵拓郎、神崎 保 

（鹿児島大） 

 第 17 回日本乾癬学会学術大会 

2002 年 10 月 11-13 日 鹿児島（屋久島） 

 

 693）難治性皮膚疾患に対する顆粒球吸着療法の試み 

    金蔵拓郎 1、丸山征郎 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2同臨床検査） 

     第 1 回好中球研究会（RAND） 

2002 年 11 月 1-2 日 鹿児島 

 

 694）本邦第 1 例目の-mannosidosis の臨床、電顕、生化学、分子生物学的研究 

    内野ゆり 1、福重智子 1、橋口貴樹 1、四本信一 1、田口英樹 2、鈴木布衣子 2、 

木花いづみ 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2平塚市民病院） 

     第 45 回日本先天代謝異常学会・総会 

2002 年 11 月 7-9 日 兵庫 

 

 695）急速な死の転帰をとった ATL の一例 

米良ゆかり、武田浩一郎、川畑 久、片平充彦、神崎 保（鹿児島大） 

     第 54 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2002 年 11 月 9-10 日 島根 

 



 696）多形腺腫（Pleomorphic adenoma）の一例 

    岩田政宏 1、穂積秀樹 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 54 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2002 年 11 月 9-10 日 島根 

 

 697）長期 PUVA 治療後に有棘細胞癌を発症した乾癬の 2 例 

    神田 彰 1、島田辰彦 2、猿渡 浩 1、内野ゆり 1、内宮礼嗣 1、橋口貴樹 1、金蔵拓郎 1、 

神崎 保 1（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 54 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2002 年 11 月 9-10 日 島根 

 

 698）Ⅰ型高脂血症を伴った小児の Eruptive xanthoma の 1 例 

    寺﨑健治朗 1、内野ゆり 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、三好逸男 2（1鹿児島大、2鹿児島市

立病院） 

     第 54 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2002 年 11 月 9-10 日 島根 

 

 699）関節症性乾癬に対する顆粒球吸着療法による治療の試み 

    米良ゆかり、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 12 回日本 AS 研究会学術集会 

2002 年 11 月 23 日 鹿児島 

 

 700）フェニトインによる antiepileptic drug hypersensitivity syndrome の一例 

    吉田延代 1、猿渡 浩 1、寺﨑健治朗 1、岩田政宏 1、内野ゆり 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

野邊修明 2（1鹿児島大、2串木野市） 

     第 27 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2002 年 11 月 30 日-12 月 1 日 東京 

 

 701）当科の 2 年間の金属ﾊﾟｯﾁﾃｽﾄ症例における金属関連疾患と非金属関連疾患の比較検討 

大山公崇 1、武田浩一郎 1、穂積秀樹 1、神崎 保 1、三好逸男 2（1鹿児島大、2鹿児島市

立病院） 

     第 27 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2002 年 11 月 30 日-12 月 1 日 東京 

 

 702）抗菌デスクマットによる接触皮膚炎の一例 

    具志明代 1、片平充彦 1、穂積秀樹 1、三好逸男 1、神崎 保 1、田中昭人 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     第 27 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2002 年 11 月 30 日-12 月 1 日 東京 

 

 703）当科 10 年間の ATL 死亡患者統計 

    穂積秀樹 1、川畑 久 1、神崎 保 1、片平充彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 12 月 15 日 鹿児島 

 

 704）当科の 2 年間（2000-2001）の金属パッチテストの結果 

    大山公崇 1、武田浩一郎 1、穂積秀樹 1、神崎 保 1、三好逸男 2（1鹿児島大、2鹿児島市

立病院） 

     第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 12 月 15 日 鹿児島 

 



 705）【スライド供覧】外来にて経験した興味ある症例：常染色体優勢遺伝をする 3 疾患例 

    神田 彰、橋口貴樹、四本信一、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 12 月 15 日 鹿児島 

 

 706）von Recklinghausen 病に合併した悪性神経鞘腫の 1 例 

    中村郁代、米良ゆかり、寺﨑健治朗、川畑 久、神田 彰、神崎 保（鹿児島大） 

     第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 12 月 15 日 鹿児島 

 

 707）Morphological and biochemical studies of human -mannosidosis  
   ― Identification of a novel -mannosidase gene mutation ― 

    内野ゆり 1、福重智子 1、橋口貴樹 1、四本信一 1、神崎 保 1、田口英樹 2、鈴木布衣子 2、 

木花いづみ 2（1鹿児島大、2平塚市民病院） 

     第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 12 月 15 日 鹿児島 

 

 708）他院にて 3 度の切除術を施行した BCC の一例 

 福丸聖太、川村絵里奈、岩田政宏、大山公崇、猿渡 浩、橋口貴樹、川畑 久、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 12 月 15 日 鹿児島 

 

 709）慢性乳頭状潰瘍性膿皮症（blastmycosis-like pyoderma）の 1 例 

 川畑 久、橋口貴樹、岩田政宏、四本信一、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 12 月 15 日 鹿児島 

 

 710）中毒疹の 2 例 

    橋口貴樹 1、岩田政宏 1、穂積秀樹 1、福丸聖太 1、川畑 久 1、神崎 保 1、片平充彦 2、 

児浦純義（生）2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 12 月 15 日 鹿児島 

 

 711）日皮会の動向・西部支部運営委員会の報告 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2002 年 12 月 15 日 鹿児島 

 

 712）病理組織学的に membranocystic change の見られた強皮症の 2 例 

    片平明日香 1、川畑 久 1、片平充彦 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、猿渡邦彦 2（1鹿児島大、
2鹿児島市） 

     第 26 回皮膚脈管・膠原病研究会 

2003 年 1 月 30-31 日 千葉 

 

 713）全身性強皮症とバージャー病の合併か？ 

    中村郁代、吉井典子、東 裕子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 26 回皮膚脈管・膠原病研究会 

2003 年 1 月 30-31 日 千葉 

 

 



 714）本邦の Keratitis-Ichthyosis-Deafness 症候群に認められた Connexin-26 の変異について 

四本信一 1、猿渡 浩 1、橋口貴樹 1、神崎 保 1、大竹直樹 2、赤松浩彦 2、 

冨高晶子 2、松永佳世子 2、白石 聡 3、三浦宏之 4、足立 準 4（1鹿児島大、2藤田保健

衛生大、3愛媛大、4関西労災病院） 

     日本皮膚科学会東北六県合同地方会学術大会第 321 回例会 

―田上八朗教授退官記念大会― 

2003 年 2 月 8-9 日 宮城 

 

 715）乾癬に対する顆粒球吸着除去療法の効果 

金蔵拓郎 1、神崎 保 1、丸山征郎 2（1鹿児島大、2同臨床検査） 

第 375 回日本皮膚科学会大阪地方会―吉川邦彦教授退官記念学会― 

2003 年 2 月 9 日 大阪 

 

 716）鹿児島大学医学部皮膚科外来患者統計（2002 年 1 月-12 月） 

    神田 彰 1、馬場千晶 1、米良ゆかり 1、猿渡 浩 1、武田浩一郎 1、川畑 久 1、 

福丸聖太 1、具志 亮 1、寺﨑健治朗 1、四本信一 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、島田辰彦 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 717）2002 年外来紹介患者の統計  

    馬場千晶 1、寺﨑健治朗 1、米良ゆかり 1、神田 彰 1、関山光弘 2、神崎 保 1（1鹿児島 

大、2日置郡） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 718）2002 年鹿大病院皮膚科入院患者統計 

福丸聖太、寺﨑健治朗、穂積秀樹、川畑 久、橋口貴樹、武田浩一郎、猿渡 浩、 

内野ゆり、馬場千晶、米良ゆかり、米倉健太郎、岩田政宏、大山公崇、片平明日香、 

中村郁代、吉田延代、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 719）2002 年鹿児島大学病院皮膚科手術患者統計 

 米良ゆかり 1、川畑 久 1、神田 彰 1、島田英彦 2、関山光弘 3、金蔵拓郎 1、神崎 保 1 

（1鹿児島大、2春陽会中央病院、3日置郡） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 720）2002 年鹿児島大学医学部皮膚科パッチテスト外来統計 

    中村郁代、穂積秀樹、神崎 保（鹿児島大） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 721）Expression of mucin core proteins in extramammary Paget’s disease 

吉井典子 1、北島信一 2、米澤 傑 3、松木田純香 3、瀬戸山充 4、神崎 保 1（1鹿児 

島大、2国立療養所星塚敬愛園研究検査科、3鹿児島大第 2病理、4宮崎医科大） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 



 722）成人麻疹の 6 例 

    四本信一 1、福丸聖太 1、寺﨑健治朗 1、川畑 久 1、大山公崇 1、岩田政宏 1、橋口貴樹 1、

具志 亮 1、神崎 保 1、宇宿一成 2、島田辰彦 3、片平充彦 3（1鹿児島大、2指宿市、 
3鹿児島市） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 723）鹿大皮膚科から今村病院分院へ紹介し、造血細胞移植を施行した ATL の 2 例 

    米倉健太郎 1、片平明日香 2、米良ゆかり 2、川畑 久 2、四本信一 2、小浜浩介 1、 

高塚祥芝 1、武元良整 1、宇都宮興 1、神崎 保 2（1今村病院分院血液内科、2鹿児島大） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 724）眼周囲悪性腫瘍の手術例 

    金蔵拓郎、具志 亮、川畑 久、米良ゆかり、神崎 保（鹿児島大） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 725）【スライド供覧】上眼瞼扁平上皮癌の再建例 

松下茂人 1、加口敦士 1、金蔵拓郎 2、具志 亮 2、岩田政宏 2、神崎 保 2（1熊本大学皮

膚科形成外科診療班、2鹿児島大） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 726）放射線治療による皮膚・口腔粘膜障害の予防と治療について 

    橋口貴樹、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2003 年 4 月 13 日 鹿児島 

 

 727）骨盤内全摘出術を要した乳房外（外陰部）パジェット病の 1 例 

 米良ゆかり 1、片平明日香 1、川畑 久 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、田中一郎 2、 

中川昌之 2、中馬 豊 3、愛甲 孝 3、森岡康祐 4（1鹿児島大、2同泌尿器科、3同第 1 外科、 
4鹿児島市立病院形成外科） 

     第 102 回日本皮膚科学会総会 

2003 年 5 月 23-25 日 東京 

 

 728）黒色表皮腫の 2 例 

馬場千晶 1、中村郁代 1、川畑 久 1、島田辰彦 1、神崎 保 1、内門泰斗 2、帆北修一 2、 

愛甲 孝 2、米良修二 3（1鹿児島大、2同第 1 外科、3鹿児島市） 

     第 102 回日本皮膚科学会総会 

2003 年 5 月 23-25 日 東京 

 

 729）フルメタクリーム®による接触皮膚炎の 1例 

川村絵里奈、穂積秀樹、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 102 回日本皮膚科学会総会 

2003 年 5 月 23-25 日 東京 

 

 730）線状 IgA 水疱性皮膚症の 1 例 

岩田政宏、穂積秀樹、具志 亮、神崎 保（鹿児島大） 

     第 102 回日本皮膚科学会総会 

2003 年 5 月 23-25 日 鹿児島 



 731）多発大腸癌・lymphomatoid papulosis を合併した紅皮症の一例 

    米良ゆかり 1、中村郁代 1、川畑 久 1、寺﨑健治朗 1、神崎 保 1、櫻井俊秀 2、 

中馬 豊 2、愛甲 孝 2（1鹿児島大、2同第 1 外科） 

     第 19 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2003 年 6 月 13-14 日 札幌 

 

 732）温熱療法が著効した転移性悪性黒色腫の 1 例 

馬場千晶 1、川畑 久 1、大山公崇 1、猿渡 浩 1、橋口貴樹 1、神崎 保 1、平木嘉幸 2、

中條政敬 2（1鹿児島大、2同放射線科） 

     第 19 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2003 年 6 月 13-14 日 札幌 

 

 733）Ⅰ型高脂血症を伴った小児の Eruptive xanthoma の 1 例 

    寺﨑健治朗、内野ゆり、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 27 回日本小児皮膚科学会 

2003 年 6 月 28-29 日 東京 

 

 734）成人麻疹の 8 例 

    吉田延代、神崎 保（鹿児島大）他 

     第 9 回ヘルペス・ウイルス等研究会 

2003 年 7 月 3 日 鹿児島 

 

 735）フルメタクリーム®による接触皮膚炎 

川村絵里奈、穂積秀樹、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 33 回日本皮膚アレルギー学会総会・学術大会 

2003 年 7 月 5-6 日 東京 

 

 736）温熱療法が著効した転移性悪性黒色腫の 1 例 

馬場千晶 1、川畑 久 1、大山公崇 1、猿渡 浩 1、橋口貴樹 1、神崎 保 1、平木嘉幸 2、 

中條政敬 2（1鹿児島大、2同放射線科） 

     第 1 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 134 回鹿児島地方会） 

2003 年 7 月 12-13 日 熊本 

 

 737）皮膚転移を認めた malignant pleomorphic adenoma の 1 例 

    持冨勇次 1、米倉健太郎 1、阿座上和子 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、西 正行 2、 

平原成浩 3、三村 保 3（1鹿児島大、2姶良町、3鹿児島大口腔顎顔面外科） 

     第 1 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 134 回鹿児島地方会） 

2003 年 7 月 12-13 日 熊本 

 

 738）遺伝性出血性毛細血管拡張症（Osler 病）の 1 例 

    藤元静代 1、岩田政宏 1、具志 亮 1、神田 彰 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、島田辰彦 2 

（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 1 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 134 回鹿児島地方会） 

2003 年 7 月 12-13 日 熊本 

 

 739）持久性隆起性紅斑の 1 例 

    具志 亮 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、内宮礼嗣 2（1鹿児島大、2済生会川内病院） 

     第 1 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 134 回鹿児島地方会） 

2003 年 7 月 12-13 日 熊本 

 

 



 740）Regional hyperthermia plus systemic chemotherapy for the treatment of recurrent and 

metastatic malignant melanoma―preliminary experience. 

    神崎 保（鹿児島大）他 

     日本ハイパーサーミア学会第 20 回大会 

2003 年 9 月 5-6 日 福岡 

 

 741）Tacrolimus 軟膏外用が奏効した乾癬の 4 症例 

神田 彰、猿渡 浩、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 18 回日本乾癬学会学術大会 

2003 年 9 月 12-13 日 岐阜 

 

 742）血管内皮細胞に空胞化を認めた Fabry 病の一例 

   福重智子、神田 彰、神崎 保（鹿児島大） 

     第 30 回日本電顕皮膚生物学会総会および学術大会 

2003 年 9 月 12-13 日 金沢 

 

 743）ATL に合併した白癬菌性肉芽腫の一例 

   米倉健太郎 1、持冨勇次 1、阿座上和子 1、内宮礼嗣 2、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

西本勝太郎 3（1鹿児島大、2済生会川内病院、3日本海員掖済会長崎病院） 

     第 62 回九州真菌懇話会 

2003 年 9 月 13 日 福岡 

 

 744）爪甲下に発生した扁平上皮癌（SCC）の 2例 

    吉田延代 1、中村郁代 1、米倉健太郎 1、猿渡 浩 1、持冨勇次 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

島田辰彦 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     日本皮膚科学会第 326 回福岡地方会 

2003 年 9 月 14 日 北九州 

 

 745）ガンマグロブリン点滴療法が著効した TEN 型薬疹の 1例 

    中村郁代、橋口貴樹、米良健太郎、神田 彰、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 55 回日本皮膚科学会西部支部総会学術大会 

2003 年 10 月 25 日 愛媛 

 

 746）抗エピリグリン瘢痕性類天疱瘡の一例 

武田浩一郎 1、内野ゆり 1、島田英彦 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、橋本 隆 2、 

駒井礼子 3（1鹿児島大学、2久留米大、3駒井あやこクリニック） 

     第 55 回日本皮膚科学会西部支部総会学術大会 

2003 年 10 月 25 日 愛媛 

 

 747）ATL に合併した白癬菌性肉芽腫の一例 

   米倉健太郎 1、持冨勇次 1、阿座上和子 1、内宮礼嗣 2、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

西本勝太郎 3（1鹿児島大、2済生会川内病院、3日本海員掖済会長崎病院） 

     第 55 回日本皮膚科学会西部支部総会学術大会 

2003 年 10 月 25 日 愛媛 

 

 748）カプサイシン軟膏が奏効した acquired reactive pergorating collagenosis の 1 例 

寺﨑健治朗、金蔵拓郎、中村郁代、米良健太郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 55 回日本皮膚科学会西部支部総会学術大会 

2003 年 10 月 25 日 愛媛 

 

 



 749）特異抗体ならびにレクチンを用いたリソソーム内蓄積物質の同定とそのリソソーム病診断 

および病態研究への応用 

福重智子、神崎 保（鹿児島大）他 

     第 9 回日本ライソゾーム病研究会 

2003 年 11 月 4-5 日 東京 

 

 750）蛋白尿が発見の端緒となった Salla 病の日本人の解析 

    神崎 保（鹿児島大）他 

     第 46 回日本先天代謝異常学会 

2003 年 11 月 20-22 日 島根 

 

 751）マムシ咬傷の 1 例 

    吉田延代、米倉健太郎、大畠慶子(M3)、橋口貴樹、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

 752）健康食品にて多形滲出性紅斑をきたした一例 

    米良健太郎、橋口貴樹、中村郁代、吉田延代、米倉健太郎、金蔵拓郎、神崎 保 

（鹿児島大） 

     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島市 

 

 753）Neurilemmoma の多発例 

大山公崇 1、持冨勇次 1、阿座上和子 1、神崎 保 1、三好逸男 2（1鹿児島大、2鹿児島市

立病院） 

     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

 754）Fucosidosis の一例 

福重智子 1、塚平晃弘 2、福澤正男 3、神崎 保 1（1鹿児島大、2伊那中央総合病院呼吸器

科、3同皮膚科） 

     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

 755）ヒト表皮癌細胞において過剰に発現した COX-2 は、phosphatidylinositol  

3-kinase (PI3kinase)を negative feedback により制御している 

武田浩一郎、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

 756）Palmoplantar psoriasis の 1 例 

    神田 彰 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、三好逸男 2（1鹿児島大、2鹿児島市立病院） 

     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

 757）Porokeratosis Mibelli 様外観を呈した annular lichen planus の 1 例 

藤元静代、武田浩一郎、福丸聖太、具志 亮、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 
     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

 



 758）タクロリムス外用が著効した口唇・口腔粘膜扁平苔癬の 3 例 

坂元亮子、具志 亮、四本信一、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

 759）角層下膿疱症の 3例 

  阿座上和子 1、具志 亮 1、持冨勇次 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、松下紀文 2（1鹿児島大、2枕崎市） 

     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

 760）西部支部総会の報告 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2003 年 12 月 7 日 鹿児島 

 

 761）健康食品（ベーターグルカン）にて多形滲出性紅斑を呈した一例 

米良健太郎、中村郁代、橋口貴樹、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 28 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2003 年 12 月 13-14 日 大阪 

 

 762）スキンソープによる接触皮膚炎の 2 例 

    橋口貴樹、中村郁代、米良健太郎、福丸聖太、坂元亮子、金蔵拓郎、神崎 保 

（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 28 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2003 年 12 月 13-14 日 大阪 

 

 763）最近 5年間の外来患者のパッチテスト結果 

    持冨勇次、福丸聖太、坂元亮子、寺﨑健治朗、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 28 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2003 年 12 月 13-14 日 大阪 

 

 764）全消化管に病変を認めたアナフィラクトイド紫斑病の 1 例 

岩田政宏、具志 亮、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 27 回皮膚脈管膠原病研究会 

2004 年 1 月 29-30 日 奈良 

 

 765）甲状腺機能低下症を伴った SLE の 1 例 

    坂元亮子、福丸聖太、具志 亮、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 27 回皮膚脈管膠原病研究会 

2004 年 1 月 29-30 日 奈良 

 

 766）皮膚筋炎悪化時に悪性腫瘍合併が判明した 1 例 

    吉田延代、中村郁代、橋口貴樹、寺﨑健治朗、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 27 回皮膚脈管膠原病研究会 

2004 年 1 月 29-30 日 奈良 

 

 767）原発不明の稀な悪性腫瘍を合併した皮膚筋炎の 1 例 

    吉田延代 1、中村郁代 1、橋口貴樹 1、寺﨑健治朗 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

泉原智麿 2（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2鹿児島赤十字病院） 

     第 21 回鹿児島膠原病研究会 

2004 年 2 月 26 日 鹿児島 



 768）ヒト表皮癌細胞において COX-2 発現は、PI3kinase/Akt 経路を negative feedback 機構を 

介して抑制する 

武田浩一郎、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     日本研究皮膚科学会第 29 回年次学術大会・総会 

2004 年 4 月 14-16 日 京都 

 

 769）先天性血管拡張症の女性例 

前田 学 1、永井美貴 1、藤沢智美 1、福重智子 2、神崎 保 2（1県立岐阜病院皮膚科、 
2鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 103 回日本皮膚科学会総会 

2004 年 4 月 16-18 日 京都 

 

 770）多剤併用化学療法が著効した乳房外 Paget 癌の 1 例 

坂元亮子、福丸聖太、米良健太郎、橋口貴樹、具志 亮、寺﨑健治朗、金蔵拓郎、 

神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 103 回日本皮膚科学会総会 

2004 年 4 月 16-18 日 京都 

 

 771）Seborrheic keratosis と Bowen 病を同一病巣に見た 1例 

米良健太郎 1、橋口貴樹 1、寺﨑健治朗 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、内宮禮一郎 2 

（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2鹿児島市） 

     第 103 回日本皮膚科学会総会 

2004 年 4 月 16-18 日 京都 

 

 772）小児に発生した水疱を伴う単発性色素性蕁麻疹の 2例 

阿座上和子、金蔵拓郎、具志 亮、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 103 回日本皮膚科学会総会 

2004 年 4 月 16-18 日 京都 

 

 773）Acantholysis を呈したボーエン病の 1 例 

    吉福明日香 1、具志 亮 1、坂元亮子 1、福丸聖太 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

米良修二 2（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2鹿児島市） 

     第 103 回日本皮膚科学会総会 

2004 年 4 月 16-18 日 京都 

 

 774）鹿児島大学医学部皮膚科外来患者統計（2003 年 1-12 月） 

    大山公崇 1、具志 亮 1、藤元静代 1、米倉健太郎 1、馬場千晶 1、猿渡 浩 1、 

武田浩一郎 1、橋口貴樹 1、持冨勇次 1、福丸聖太 1、神田 彰 1、寺﨑健治朗 1、 

金蔵拓郎 1、神崎 保 1、島田辰彦 2、四本信一 2、米良ゆかり 1、川畑 久 3、穂積秀樹 4、 

内野ゆり 5（1鹿児島大、2鹿児島市、3藤元早鈴病院、4人吉市、5春陽会中央病院） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 775）2003 年鹿大病院皮膚科への紹介患者統計 

  藤元静代 1、大山公崇 1、具志 亮 1、神田 彰 1、寺﨑健治朗 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、 

四本信一 2（1鹿児島大、2鹿児島市） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 

 



 776）2003 年鹿大入院患者統計 

川村絵里奈 1、具志 亮 1、神田 彰 1、福丸聖太 1、穂積秀樹 2、川畑 久 3、持冨勇次 1、 

橋口貴樹 4、米倉健太郎 1、岩田政宏 1、大山公崇 1、中村郁代 1、吉田延代 1、 

吉福明日香 1、阿座上和子 1、坂元亮子 1、藤元静代 1、米良健太郎 1、金蔵拓郎 1、 

神崎 保 1（1鹿児島大、2人吉市、3藤元早鈴病院、4県立大島病院） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 777）2003 年鹿大皮膚科死亡患者統計 

  米倉健太郎、福丸聖太、坂元亮子、大山公崇、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 778）2003 年鹿児島大学病院皮膚科手術患者統計 

    吉田延代 1、具志 亮 1、神田 彰 1、福丸聖太 1、穂積秀樹 2、川畑 久 3、持冨勇次 1、 

橋口貴樹 4、馬場千晶 1、米良ゆかり 1、米倉健太郎 1、岩田政宏 1、大山公崇 1、 

川村絵里奈 1、中村郁代 1、吉福明日香 1、阿座上和子 1、坂元亮子 1、米良健太郎 1、 

寺﨑健治朗 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、松下茂人 5、内宮礼嗣 1（1鹿児島大、2人吉市、 
3藤元早鈴病院、4県立大島病院、5佐賀大学形成外科） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 779）2003 年の外来パッチテスト患者の統計結果 

 持冨勇次、寺﨑健治朗、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 780）頚部に生じた血栓性静脈炎の一例 

米良健太郎、持冨勇次、寺﨑健治朗、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 781）膵全摘術後に発症した腸性肢端皮膚炎の一例 

  米良ゆかり 1、児浦純義(生)1、橋口貴樹 2、米良健太郎 2、神崎 保 2（1今給黎総合病院、 
2鹿児島大） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 782）【スライド供覧】 

吉井典子 1、金蔵拓郎 1、川野弘人 2、亀澤 孝 2、神崎 保 1（1鹿児島大、2藤元早鈴 

病院脳神経外科） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 783）皮膚 T細胞リンパ腫に合併した B 細胞性慢性リンパ性白血病 

    米倉健太郎 1、宇都宮 與 2、魚住公治 3、蓮井和久 4、神崎 保 1（1鹿児島大、 
2今村病院分院血液内科、3鹿児島大血液膠原病内科、4鹿児島大細胞生物構造学分野） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 



 784）第 103 回日皮学術大会・総会の報告 

    神崎 保（鹿児島大） 

     第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2004 年 4 月 25 日 鹿児島 

 

 785）膿疱性乾癬の経過中に発生した Bowen 病の 1 例 

  米良健太郎、持冨勇次、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

第 20 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2004 年 5 月 14-15 日 熊本 

 

 786）成人 T細胞白血病（ATL）に対する同種造血幹細胞移植後の皮膚再発において、GV-ATL 効 

果の確認された 4 例 

    米倉健太郎 1、武元良整 2、岩田政宏 2、吉福明日香 1、馬場千晶 1、小濱浩介 2、 

高塚祥芝 2、神崎 保 1、宇都宮 與 2（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2今村病院分院 

血液内科） 

     第 20 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2004 年 5 月 14-15 日 熊本 

 

 787）Verruciform Xanthoma の 2 例 

川村絵里奈、内宮礼嗣、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     小野友道教授退官記念日本皮膚科学会臨時熊本地方会 

2004 年 6 月 12-13 日 熊本 

 

 788）同種造血幹細胞移植後の皮膚再発において急性 GVHD の発症後に GV-ATL 効果の確認された 

ATL4 例 

    宇都宮 與 1、米倉健太郎 2、岩田政宏 1、隈元 亮 1、小濱浩介 1、高塚祥芝 1、 

田代幸恵 3、神崎 保 2、岡村 純 4、武元良整 1（1今村病院分院血液内科、2鹿児島大学 

大学院皮膚疾患学、3今給黎総合病院病理部、4九州がんセンター臨床研究部） 

     リンパ系樹状細胞系 3学会合同学術京都大会（第 44 回日本リンパ網内系学会 

学術総会・第 15 回日本樹状細胞研究会・第 7回日本血液病理研究会） 

2004 年 7 月 14-16 日 京都 

 

 789）興味ある症例の紹介（インフルエンザ後に自然消失した尋常性乾癬） 

    神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 8 回鹿児島皮膚疾患の治療を語る会 

2004 年 6 月 24 日 鹿児島 

 

 790）シンビジューム、オンシジュームによる接触皮膚炎の一例 

岩田政宏 1、持冨勇次 1、具志 亮 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、米良修二 2（1鹿児島大、 
2鹿児島市） 

     第 2 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 137 回鹿児島地方会） 

2004 年 7 月 10-11 日 鹿児島市 

 

 791）臍部に生じた異所性子宮内膜症の一例 

大山公崇 1、寺﨑健治朗 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、内宮礼嗣 2（1鹿児島大、2済生会 

川内病院） 

     第 2 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 137 回鹿児島地方会） 

2004 年 7 月 10-11 日 鹿児島市 

 

 

 



 792）表皮における cholesterol sulfotransferase (SULT2B1b)の発現 

    東 裕子、福重智子、神崎 保（鹿児島大） 

     第 2 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 137 回鹿児島地方会） 

2004 年 7 月 10-11 日 鹿児島市 

 

 793）化学療法が奏効した乳房外 Paget 病の一例 

持冨勇次 1、具志 亮 1、米良健太郎 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、中馬 豊 2、川原元司 3、 

松下茂人 4、西 正行 5（1鹿児島大、2同消化器外科、3同泌尿器科、4佐賀大形成外科、 
5姶良郡） 

     第 2 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 137 回鹿児島地方会） 

2004 年 7 月 10-11 日 鹿児島市 

 

 794）ケナコルト AG 軟膏®による接触皮膚炎の一例 

    米倉健太郎、持冨勇次、大山公崇、吉田延代、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院 

皮膚疾患学） 

     第 34 回日本皮膚アレルギー学会総会・学術大会 

2004 年 7 月 17-18 日 富山 

 

 795）表皮ケラチノサイトの分化とコレステロールスルフォトランスフェラーゼ 

東 裕子、福重智子、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 19 回角化症研究会 

2004 年 8 月 7 日 東京 

 

 796）インフルエンザ感染を機に皮疹が急速にかつ完全に消退した尋常性乾癬の 1 例 

    藤元静代、東 裕子、米良健太郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 19 回日本乾癬学会学術大会 

2004 年 9 月 4-5 日 山形 

 

 797）体幹・四肢に多発する小血管腫 

    神崎 保他（3/8） 

     第 68 回日本皮膚科学会東部支部学術大会 

2004 年 10 月 3 日 新潟 

 
 798）電顕所見で診断確定した clear cell sarcoma の一例 

米倉健太郎、軍神佳奈代、吉井典子、大山公崇、米良健太郎、福重智子、内宮礼嗣、 

金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

第 31 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

2004 年 10 月 8-9 日 霧島 

 

 799）Fabry 病ノックアウトマウスに対する酵素補充療法の光顕・電顕的検索 

    福重智子 1、神崎 保 1、小谷政晴 2、桜庭 均 2（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2東京 

都臨床医学総合研究所） 

     第 31 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

2004 年 10 月 8-9 日 霧島 

 

 800）電顕的検索を行ったシアリドーシスの一例 

出石知子 1、神崎 保 1、桜庭 均 2、田島素子 3、永木 茂 3（1鹿児島大学大学院皮膚疾

患学、2東京都臨床医学総合研究所、3東京女子医科大学小児科） 

     第 31 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

2004 年 10 月 8-9 日 霧島 

 



 801）Fabry 病ノックアウトマウスに対する酵素補充療法の形態学的検索 

    福重智子 1、神崎 保 1、小谷政晴 2、桜庭 均 2（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、 
2東京都臨床医学総合研究所） 

     第 45 回日本組織細胞化学会総会・学術集会 

2004 年 10 月 29-30 日 鹿児島 

 

 802）本邦 16 例目のシアリドーシスの臨床的・電顕的検索 

    出石知子 1、神崎 保 1、桜庭 均 2、田島素子 3、永木 茂 3（1鹿児島大学大学院皮膚疾

患学、2東京都臨床医学総合研究所、3東京女子医科大学小児科） 

     第 45 回日本組織細胞化学会総会・学術集会 

2004 年 10 月 29-30 日 鹿児島 

 

 803）もどし電顕により診断し得た clear cell sarcoma の一症例 

軍神佳奈代、福重智子、米倉健太郎、吉井典子、大山公崇、米良健太郎、内宮礼嗣、 

金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 45 回日本組織細胞化学会総会・学術集会 

2004 年 10 月 29-30 日 鹿児島 

 

 804）C 型肝炎を合併した papular mucinosis の一例 

寺﨑健治朗、大山公崇、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 56 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2004 年 11 月 6-7 日 久留米 

 

 805）Mycobacterium chelonae による皮膚非結核性好酸菌症の 1 例 

岩田政宏 1、持冨勇次 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、宮之原弘晃 2（1鹿児島大学大学院皮膚 

疾患学、2同検査部） 

     第 56 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2004 年 11 月 6-7 日 久留米 

 

 806）好酸球性皮膚疾患に対するニコチン療法 

 金蔵拓郎、宇宿一成、米良健太郎、米良ゆかり、猿渡 浩、神崎 保（鹿児島大学大学 

院皮膚疾患学） 

     第 56 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2004 年 11 月 6-7 日 久留米 

 

 807）開口部形質細胞症にミノマイシンが著効した 2 例 

    藤元静代 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、島田辰彦 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、 
2鹿児島市） 

第 56 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2004 年 11 月 6-7 日 久留米 

 

 808）全身性に生じた硬化性萎縮性苔癬の一例 

 川村絵里奈、米良ゆかり、藤元静代、内宮礼嗣、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学 

院皮膚疾患学） 

     第 56 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2004 年 11 月 6-7 日 久留米 

 

 809）G-CAP 療法が著効したベーチェット病の 2例 

    米良健太郎、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 24 回日本アファレシス学会学術大会 

2004 年 11 月 19-20 日 千葉 



 810）LDH 法を用いた薬剤の抗 bovine viral diarrhea virus（BVDV）活性測定法の検討 

馬場千晶 1,2、柳田恒一郎 3、神崎 保 2、馬場昌範 1（1鹿児島大学大学院医歯学総合研究

科附属難治ウイルス病態制御研究センター、2同皮膚疾患学、3旭化成ファーマ株式会社） 

     第 52 回日本ウイルス学会学術集会 

2004 年 11 月 21-23 日 横浜 

 

 811）原因としてトランサミン®が疑われた TEN 型薬疹の 1例 

    中村郁代、持冨勇次、橋口貴樹、米良健太郎、阿座上和子、神崎 保（鹿児島大学大学 

院皮膚疾患学） 

第 29 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2004 年 11 月 27-28 日 名古屋 

 

 812）化粧品による接触皮膚炎の 1例 

大山公崇、持冨勇次、吉井典子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 29 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2004 年 11 月 27-28 日 名古屋 

 

 813）養鶏飼料による接触皮膚炎の 1 例 

坂元亮子、持冨勇次、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 29 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

2004 年 11 月 27-28 日 名古屋 

 

 814）Trichothiodystrophy group A ―本邦第 1例の分子遺伝学的解析 

    中西伸夫 1、猿渡 浩 2、森脇真一 1、王 春霞 1、清水信義 3、神崎 保 2、蓑島伸生 1 

（1浜松医大光量子医セ、2鹿児島大医学部皮膚科、3慶応大医学部分子生物） 

     第 27 回日本分子生物学会年会 

2004 年 12 月 8-11 日 神戸 

 

 815）Microsporum canis による全身性の皮膚真菌症の 1 例 

坂元亮子、米倉健太郎、寺﨑健治朗、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患

学） 

     第 64 回九州真菌懇話会  

2004 年 12 月 12 日 鹿児島 

 

 816）養鶏飼料による接触皮膚炎の 1 例 

坂元亮子、持冨勇次、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 138 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2004 年 12 月 12 日 鹿児島 

 

 817）Reticular erythematous mucinosis (REM) の 1 例 

    岩田政宏、猿渡 浩、東 裕子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 138 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2004 年 12 月 12 日 鹿児島 

 

 818）下腿の硬結性紅斑を伴った LMDF 

川村絵里奈 1、米良ゆかり 1、内宮礼嗣 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、具志明代 2（1鹿児島 

大学大学院皮膚疾患学、2済生会川内病院皮膚科） 

     第 138 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2004 年 12 月 12 日 鹿児島 

 

 



 819）皮膚に浸潤性病変を生じた多発性骨髄腫（IgAλ型）の一例 

   米良健太郎 1、内宮礼嗣 1、川村絵里奈 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、徳永雅仁 2、馬渡誠一 2、 

池ノ上彩 2（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2同血液膠原病内科） 

     第 138 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2004 年 12 月 12 日 鹿児島 

 

 820）頬筋粘膜弁を用いた下口唇悪性腫瘍切除の赤唇再建法 

米良ゆかり 1、松下茂人 2、内宮礼嗣 1、藤元静代 1、川村絵里菜 1、金蔵拓郎 1、 

神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2佐賀大学医学部形成外科） 

     第 138 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2004 年 12 月 12 日 鹿児島 

 

 821）膿疱を呈したハンセン病の一例 

   猿渡 浩 1、岩田政宏 1、寺﨑健治朗 1、神崎 保 1、久保秀徳 2（1鹿児島大学大学院皮膚 

疾患学、2鹿児島市） 

     第 138 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2004 年 12 月 12 日 鹿児島 

 

 822）LDH 法を用いた薬剤の抗 bovine viral diarrhea virus（BVDV）活性測定法の検討 

馬場千晶 1,2、柳田恒一郎 3、神崎 保 2、馬場昌範 1（1鹿児島大学大学院医歯学総合研究

科附属難治ウイルス病態制御研究センター、2同皮膚疾患学、3旭化成ファーマ株式会社） 

     第 138 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

2004 年 12 月 12 日 鹿児島 

 

 823）頚部にみられた Mondor 病の一例 

米良健太郎、持冨勇次、寺﨑健治朗、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 28 回皮膚脈管・膠原病研究会 

2005 年 1 月 27-28 日 東京 

 

 824）overlap syndrome の経過中に乾癬様皮疹を認めた 1 例 

米良ゆかり、米良健太郎、橋口貴樹、吉井典子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学 

院皮膚疾患学） 

     第 28 回皮膚脈管・膠原病研究会 

2005 年 1 月 27-28 日 東京 

 

 825）ヒト Cholesterol sulfotransferase 遺伝子（SULT2B1b）の転写制御機構 

    東 裕子 1、神崎 保 1、Charles A. Strott2（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2National  

Institute of Child Health and Human Development, National Institutes of Health） 

     日本研究皮膚科学会第 30 回年次学術大会・総会 

2005 年 4 月 20-22 日 横浜 

 

 826）乳房外 Paget 病における mucin core protein 1 発現の 5種類の抗体による比較 

    吉井典子 1、米澤 傑 2、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2同人体がん病理学 

分野） 

     日本研究皮膚科学会第 30 回年次学術大会・総会 

2005 年 4 月 20-22 日 横浜 

 

 827）好中球による難治性皮膚疾患に対する顆粒球吸着除去療法の効果と奏効機序に関する研究 

 金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     日本研究皮膚科学会第 30 回年次学術大会・総会 

2005 年 4 月 20-22 日 横浜 



 828）LDH 法を用いた薬剤の抗 bovine viral diarrhea virus（BVDV）活性測定法の検討 

    馬場千晶、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     日本研究皮膚科学会第 30 回年次学術大会・総会 

2005 年 4 月 20-22 日 横浜 

 

 829）ノルバスクによる扁平苔癬型薬疹の 1 例 

    米良ゆかり 1、川村絵里奈 1、内宮礼嗣 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、四本信一 2（1鹿児島大 

学大学院皮膚疾患学、2姶良郡） 

 第 104 回日本皮膚科学会総会 

2005 年 4 月 22-24 日 横浜 

 

 830）横紋筋融解症を伴った coma blister 

    川村絵里奈 1、米良ゆかり 1、内宮礼嗣 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、川畑 久 2（1鹿児島大 

学大学院皮膚疾患学、2藤元早鈴病院皮膚科） 

 第 104 回日本皮膚科学会総会 

2005 年 4 月 22-24 日 横浜 

 

 831）酢酸リュープロレリン皮下注射により生じた肉芽腫の 1 例 

    坂元亮子、東 裕子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

 第 104 回日本皮膚科学会総会 

2005 年 4 月 22-24 日 横浜 

 

 832）肺転移に DAC-Tam 療法が有効であった clear cell sarcoma の 1 例 

    吉井典子 1、米倉健太郎 1、大山公崇 1、米良健太郎 1、内宮礼嗣 1、金蔵拓郎 1、 

喜多芳昭 2、柳 正和 2、伊勢地 敦 3、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、 
2同腫瘍制御学、3公立種子島病院外科） 

 第 21 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2005 年 5 月 13-14 日 茨城 

 

 833）全身の紅斑を初発症状として発症し、さい帯血移植で完全寛解を維持している急性型 ATL の一例 

米倉健太郎 1、小浜浩介 2、竹内昇吾 2、高塚祥芝 2、神崎 保 1、宇都宮 與 2（1鹿児島大 

学大学院皮膚疾患学、2今村病院分院血液内科） 

 第 21 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2005 年 5 月 13-14 日 茨城 

 

 834）前頭洞原発の扁平上皮癌の 1例 

    吉田延代 1、橋口貴樹 1、岩田政宏 1、大山公崇 1、米良ゆかり 1、猿渡 浩 1、金蔵拓郎 1、 

神崎 保 1、濱田 洋 2、永山哲也 3（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2国分市、3同脳神 

経病態制御外科学） 

 第 21 回日本皮膚悪性腫瘍学会学術大会 

2005 年 5 月 13-14 日 茨城 

 

 835）2004 年鹿児島大学病院皮膚科外来患者統計 

坂元亮子 1、吉井典子 1、寺﨑健治朗 2、具志 亮 3、神田 彰 4、福丸聖太 5、東 裕子 1、 

内宮礼嗣 1、持冨勇次 1、橋口貴樹 6、武田浩一郎 7、猿渡 浩 8、馬場千晶 1、 

米良ゆかり 9、米倉健太郎 1,10、岩田政宏 1、大山公崇 1、川村絵里奈 1、坂口郁代 1、 

吉田延代 1、米良健太郎 11、金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、 
2鹿屋市、3薩摩川内市、4鹿児島市、5垂水市、6済生会川内病院、7県立大島病院、 
8春陽会中央病院、9藤元早鈴病院、10今村病院分院血液内科、11鹿児島市立病院） 

第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2005 年 5 月 29 日 鹿児島 



 836）2004 年外来紹介患者の統計 

阿座上和子 1、岩田政宏 1、大山公崇 1、川村絵里奈 1、坂口郁代 1、吉田延代 1、 

馬場千晶 1、米良ゆかり 2、米倉健太郎 1,3、猿渡 浩 4、内宮礼嗣 1、持冨勇次 1、 

吉井典子 1、東 裕子 1、寺﨑健治朗 5、坂元亮子 1、米良健太郎 1、島田辰彦 6、 

金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2藤元早鈴病院、3今村病院分院 

血液内科、4春陽会中央病院、5鹿屋市、6鹿児島市） 

第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2005 年 5 月 29 日 鹿児島 

 

 837）2004 年鹿児島大学病院皮膚科入院患者統計 

岩田政宏 1、福丸聖太 2、内宮礼嗣 1、吉井典子 1、持冨勇次 1、橋口貴樹 3、猿渡 浩 4、 

米良ゆかり 5、米倉健太郎 1,6、大山公崇 1、川村絵里奈 1、坂口郁代 1、吉田延代 1、 

米良健太郎 1、坂元亮子 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、 
2垂水市、3済生会川内病院、4藤元早鈴病院、5今村病院分院血液内科、6春陽会中央病院） 

第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2005 年 5 月 29 日 鹿児島 

 

 838）2004 年鹿児島大学病院皮膚科死亡患者統計 

大山公崇 1、内宮礼嗣 1、福丸聖太 2、吉井典子 1、持冨勇次 1、橋口貴樹 3、馬場千晶 1、 

米良ゆかり 4、米倉健太郎 1,5、川村絵里奈 1、吉田延代 1、米良健太郎 1、寺﨑健治朗 6、 

金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2垂水市、3済生会川内病院、 
4藤元早鈴病院、5今村病院分院血液内科、6鹿屋市） 

第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2005 年 5 月 29 日 鹿児島 

 

 839）2004 年鹿児島大学病院皮膚科手術患者統計 

川村絵里奈 1、寺﨑健治朗 2、松下茂人 1、具志 亮 3、神田 彰 4、福丸聖太 5、 

東 裕子 1、内宮礼嗣 1、持冨勇次 1、吉井典子 1、橋口貴樹 6、米良ゆかり 7、岩田政宏 1、 

大山公崇 1、坂口郁代 1、吉田延代 1、坂元亮子 1、阿座上和子 1、米良健太郎 1、 

金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2鹿屋市、3薩摩川内市、 
4鹿児島市、5垂水市、6済生会川内病院、7藤元早鈴病院） 

第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2005 年 5 月 29 日 鹿児島 

 

 840）2004 年の外来パッチテスト患者統計 

持冨勇次 1、寺﨑健治朗 2、金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、 
2鹿屋市） 

第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2005 年 5 月 29 日 鹿児島 

 

 841）急性型 ATL の経過中に発症し，イベルメクチンが有効であった角化型疥癬の一例 

米倉健太郎 1,2、宇都宮 與 1、神崎 保 2（1慈愛会今村病院分院血液内科、2鹿児島大学 

大学院皮膚疾患学） 

第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2005 年 5 月 29 日 鹿児島 

 

 842）疥癬に対するイベルメクチン治療の注意事項（20 分） 

神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2005 年 5 月 29 日 鹿児島 

 



 843）日皮総会の報告（20 分） 

神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

2005 年 5 月 29 日 鹿児島 

 

 844）市販外用剤による接触皮膚炎の一例 

川村絵里奈、持冨勇次、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

第 3 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 140 回鹿児島地方会） 

2005 年 7 月 9-10 日 宮崎 

 

 845）Churg-Strauss syndrome の一例 

大山公崇 1、阿座上和子 1、東 裕子 1、松下茂人 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、松浦朝代 2 

（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2白石病院） 

第 3 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 140 回鹿児島地方会） 

2005 年 7 月 9-10 日 宮崎 

 

 846）Vogt-Koyanagi-Harada syndrome の一例 

阿座上和子 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1（鹿児島大）、中尾久美子 2、宮之原郁代 3、 

四本信一 4（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2同視覚疾患学、3同聴覚頭頸部疾患学、4姶良郡） 

第 3 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 140 回鹿児島地方会） 

2005 年 7 月 9-10 日 宮崎 

 

 847）顔面肉芽腫の一例 

久保秀通、坂元亮子、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

第 3 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 140 回鹿児島地方会） 

2005 年 7 月 9-10 日 宮崎 

 

 848）ATL 患者における同種造血幹細胞移植後のＴ細胞キメラ率と HTLV-1 プロウイルス量の解析 

米倉健太郎 1、岩田政宏 1、吉福明日香 1、馬場千晶 1、神崎 保 1、竹内昇吾 2、高塚祥芝 2、 

宇都宮 與 2、岡村 純 3（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2今村病院分院血液内科、3九州がんｾﾝﾀｰ） 

第 3 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 140 回鹿児島地方会） 

2005 年 7 月 9-10 日 宮崎 

 

 849）Intravascular papillary endothelial hyperplasia の 1 例 

吉井典子 1、大山公崇 1、金蔵拓朗 1、神崎 保 1、福丸聖太 2（1鹿児島大学大学院皮膚 

疾患学、2垂水市） 

第 3 回南九州地区合同皮膚科地方会（第 140 回鹿児島地方会） 

2005 年 7 月 9-10 日 宮崎 

 

 850）皮膚掻痒を伴う紅皮症と末梢血中好酸球増多が見られた症例 

    阿座上和子 1、大山公崇 1、猿渡 浩 1、福丸圭子 2、金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児 

島大学大学院皮膚疾患学、2ふくまる皮フ科クリニック） 

 第 35 回日本皮膚アレルギー学会（JSDA）総会・第 30回日本接触皮膚炎学会（JSCD）総会合同学術大会 

2005 年 7 月 16-17 日 横浜 

 

 851）漢方薬による紅皮症の 1 例 

    坂元亮子、持冨勇次、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

 第 35 回日本皮膚アレルギー学会（JSDA）総会・第 30回日本接触皮膚炎学会（JSCD）総会合同学術大会 

2005 年 7 月 16-17 日 横浜 

 

 



 852）市販外用薬による接触皮膚炎の一例 

    川村絵里奈、持冨勇次、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

 第 35 回日本皮膚アレルギー学会（JSDA）総会・第 30回日本接触皮膚炎学会（JSCD）総会合同学術大会 

2005 年 7 月 16-17 日 横浜 

 

 853）5 剤併用療法が奏効した乳房外 Paget 癌の 1例 

    米良健太郎 1、松下茂人 2、坂元亮子 1、川村絵里奈 1、岩田政宏 1、持冨勇次 1、 

内宮礼嗣 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2同形成外科診療斑） 

 （社）日本形成外科学会九州支部学術集会第 69 回例会 

2005 年 7 月 16 日 福岡 

 

 854）ステロイド長期、大量外用により副腎機能不全をきたしたと考えられた尋常性乾癬の 1 例 

    大山公崇 1、吉井典子 1、内宮礼嗣 1、金蔵拓郎 1、神崎 保 1、具志明代 2（1鹿児島大学 

大学院皮膚疾患学、2薩摩川内市） 

第 20 回日本乾癬学会学術大会 

2005 年 9 月 9-10 日 軽井沢 

 

 855）骨髄性プロトポルフィリン症 3 家系における皮膚血管病変の電子顕微鏡的検索 

    猿渡 浩 1、福重智子 1、島田辰彦 2、福丸聖太 3、植木ゆり 1、四本信一 4、神崎 保 1 

（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2鹿児島市、3垂水市、4姶良郡） 

     第 32 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

2005 年 9 月 17-18 日 札幌 

 

 856）I cell disease の電顕的検索 

    福重智子 1、永山善久 2、桜庭 均 3、神崎 保 1（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、 
2新潟市民病院小児科、3東京都臨床医学総合研究所臨床遺伝学） 

     第 32 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

2005 年 9 月 17-18 日 札幌 

 

 857）全身性形質細胞増多症の 2 例 

    東 裕子、坂元亮子、持冨勇次、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 57 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2005 年 10 月 29-30 日 山口 

 

 858）肺の結節病変を呈した ATL の剖検例 

    大山公崇 1、吉井典子 1、米倉健太郎 1、米良健太郎 1、内宮礼嗣 1、金蔵拓郎 1、 

神崎 保 1、平山喜一 2（1鹿児島大学大学院皮膚疾患学、2同腫瘍病態学） 

     第 57 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2005 年 10 月 29-30 日 山口 

 

 859）トイレに長期間座っていたために生じた褥瘡の一例 

    米良ゆかり、岩田政宏、内宮礼嗣、金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     第 57 回日本皮膚科学会西部支部学術大会 

2005 年 10 月 29-30 日 山口 

 

 860）ﾌｧﾌﾞﾘｰ病患者線維芽細胞及びﾌｧﾌﾞﾘｰ病ﾏｳﾙに対するｱｶﾞﾙｼﾀﾞｰｾﾞ・ｱﾙﾌｧとﾍﾞｰﾀの効果の比較 

 桜庭 均 1、村田真以 1、2、川島育夫 1、田島陽一 1、小谷政晴 1、千葉靖典 3、高柴みな子 3、

地神芳文 3、福重智子 4、神崎 保 4（1東京都臨床医学総合研究所、2科学技術振興機構、 
3産業技術総合研究所 糖鎖工学研究センター、4鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

第 48 回日本先天代謝異常学会・第 5 回アジア先天代謝異常学会 

2005 年 11 月 16-18 日 熊本 



 861）難治性皮膚疾患に対する顆粒球吸着除去療法 

    金蔵拓郎、神崎 保（鹿児島大学大学院皮膚疾患学） 

     九州大学皮膚科開講 100 周年記念 日本皮膚科学会第 335 回福岡地方会 

2005 年 11 月 20 日 福岡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

６．社会への貢献（マスメディア等） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【国際協力事業団】 

 

 １）Diploma course of dermatology（No.18） 

    神崎 保 

     Thailand, Bangkok（2001 年 12 月 2-13 日滞在） 

 

 ２）Diploma course of dermatology（No.19） 

    神崎 保 

     Thailand, Bangkok（2002 年 11 月 11-22 日滞在） 

 

 ３）Diploma course of dermatology 

    神崎 保 

     Thailand, Bangkok（2003 年 11 月 10-21 日滞在） 

 

 ４）Diploma course of dermatology 

    神崎 保 

     Thailand, Bangkok（2004 年 11 月 29 日-12 月 10 日滞在） 

 

 

【テレビ】 

 

 １）「皮膚の日を前に」 

    神崎 保 

     MBC テレビ「テレビ通りお元気ですか」（1994） 

 

 ２）「アレルギーとは（第 2 回アレルギー週間）」 

    神崎 保 

     MBC テレビ「テレビ通りお元気ですか」（1996） 

 

 ３）情報キャッチ「蚊を撃退」 
    神崎 保 

     NHK 鹿児島放送局フレッシュ情報かごしま（1999） 

  

 ４）情報キャッチ「日焼けとシミ」 

    神崎 保 

     NHK 鹿児島放送局フレッシュ情報かごしま（1999） 

  

 ５）「毛包虫」 

    神崎 保、東 裕子 

     KYT 鹿児島読売テレビ（2000） 

  

 ６）「Skin Care とお化粧」 

   神崎 保 

    KYT 鹿児島読売テレビ（2000） 

 ７）「Skin Care とお化粧」 

   神崎 保 

    KTS 鹿児島テレビ（2000） 

 

 ８）情報キャッチ「汗についての特集」 
    神崎 保 

     NHK 鹿児島放送局フレッシュ情報かごしま（2000） 



 ９）「20 世紀皮膚科学総括（先天代謝異常症）」 

    神崎 保 

     ケア・ネットテレビ（2001 年 4 月 6日放送） 

 

 10）「シミ取り」 

    神崎 保 

     KYT 鹿児島読売テレビ（2001 年 8 月 16 日放送） 

 

 11）「紫外線と皮膚」 

    神崎 保 

     NHK 健やかライフ（2002 年 5 月 10 日放送） 

 

12）「アセモ・虫刺され」 

    神崎 保 

     KKB 鹿児島放送『コープで Q』（2003 年 6 月 27 日放送） 

 

 13）｢爪の水虫｣ 

    神崎 保 

     MBC 南日本放送『ヒルタク』（2003 年 8 月 2 日放送） 

 

14）「子供の紫外線対策」 

   神崎 保 

    KKB 鹿児島放送『コープで Q』（2004 年 5 月 15 日放送） 

 

15）｢冬の肌のトラブル｣ 

    神崎 保 

     KKB 鹿児島放送『コープで Q』（2005 年 1 月 29 日放送） 

 

 16）「紫外線の防ぎ方」 

    神崎 保 

     KKB 鹿児島放送『コープで Q』（2005 年 5 月 7 日放送） 

 

 17）「アセモはなぜ起こる？予防と治療」 

    神崎 保 

     KKB 鹿児島放送『コープで Q』（2005 年 7 月 2 日放送） 

 

 

【ラジオ】 

 

１）成人 T細胞白血病 

    神崎 保 

     ラジオ短波 マルホ（1996） 

 

 ２）成人 T 細胞リンパ腫 
    神崎 保 

     日本短波「マルホ皮膚科セミナー」（1996） 

 

３）Skin Care とお化粧 
   神崎 保 

    鹿児島 FM ラジオ（2000） 

  



４）神崎病について 

   神崎 保 

    日本短波「マルホ皮膚科セミナー」（2000） 

 

 ５）「紫外線と皮膚」 

    神崎 保 

MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク（第 1 回）』 

（2004 年 5 月 20 日放送） 

 
 ６）「紫外線と皮膚」 

    神崎 保 

MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク（第 2 回）』 

（2004 年 7 月 3 日放送） 

 
 ７）「紫外線と皮膚」 

    神崎 保 

MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク（第 3 回）』 

（2004 年 7 月 10 日放送） 

 
 ８）「冬の Skin Care」 

    神崎 保 

MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク（第 1 回）』 

（2004 年 12 月 18 日放送） 

 
 ９）「冬の Skin Care」 

    神崎 保 

MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク（第 2 回）』 

（2004 年 12 月 25 日放送） 

 
 10）「冬の Skin Care」 

    神崎 保 

MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク（第 3 回）』 

（2005 年 1 月 8 日放送） 

 

 11）「日焼け」 

    神崎 保 

MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク（第 1 回）』 

（2005 年 7 月 2 日放送） 

 

 12）「日焼け」 

    神崎 保 

MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク（第 2 回）』 

（2005 年 7 月 9 日放送） 

 

 13）「日焼け」 

    神崎 保 

MBC ラジオ『ここが聞きたい！ドクタートーク（第 3 回）』 

（2005 年 7 月 16 日放送） 

 

 

 



【新 聞】 

 

 １）皮膚のアレルギー 
    神崎 保 

     南日本新聞（1996） 

 

 ２）日焼けの予防・お手入れは 
    神崎 保 

     南日本新聞（1998） 

 

３）皮膚科も往診します 
   神崎 保 

    南日本新聞（2000） 

 

４）黒い傘人気です―見た目より紫外線除去 
   神崎 保 

    南日本新聞（2000） 

  

５）禁煙ガム、ニコチンパッチ 皮膚病に効いた 

   金蔵拓郎、神崎 保 

    南日本新聞（2000） 

 

６）｢水虫｣ 

    神崎 保 

     南日本新聞（2001 年 6 月 6 日掲載） 

 

 ７）どこまで治る？「あせも」 

    神崎 保 

     南日本新聞（2001 年 8 月 1 日掲載） 

 

８）｢日光と皮膚｣ 

    神崎 保 

     南日本新聞（2002 年 5 月 30 日掲載） 

 

 ９）「乾癬学会屋久島で始まる」 

    神崎 保 

     南日本新聞（2002 年 10 月 12 日掲載） 

 

10）「特集：肌の大敵！紫外線撃退術」（監修） 

    神崎 保 

     南日本新聞 生活情報誌：てぃーたいむ（2003 年 3 月発行[4 月号]） 

 

 11）「アトピー性皮膚炎（対談）」 

    神崎 保 

     メディカルトリビューン（2003 年 4 月掲載） 

 

 12）「爪の水虫は身近な感染症です＝人前で思わず爪を隠してしまうこと、 

ありませんか？＝」 

    神崎 保 

     南日本新聞（広告・ノバルティスファーマ株式会社）（2003 年 5 月 25 日掲載） 

 



 13）「においのもとを断つ」 

    神崎 保 

     南日本新聞『くらし』（2003 年 6 月 17 日掲載） 

 

 14）「爪水虫のパルス療法」 

    神崎 保 

     サンケイリビング新聞社『リビング鹿児島』（2004 年 5 月 20 日掲載） 

 

 

【情報雑誌】 
  

 １）アトピーにいい温泉 

    神崎 保 

     月刊かごしま 8 月臨時増刊 9（1996） 

 

 ２）「薄毛治療の名医・全国 20 調査」 

    神崎 保 

     週刊ポスト（2002 年 9 月 27 日発刊） 

 

 

【国内・教育講演】 
 
 １）薬疹 
    神崎 保 

日本医師会生涯教育認定講座 

1993 年 枕崎 
 
 ２）薬疹：その予防と治療 
    神崎 保 
     日本医師会生涯教育認定講座 

1993年 串木野 

 

 ３）薬疹 

    神崎 保 

     日本医師会生涯教育認定講座 

1993 年 指宿 

 

 ４）アトピー性皮膚炎に対する私の考え 

    神崎 保 

     鹿児島県皮膚科医部会 

1994 年 鹿児島 

 

 ５）鹿児島市医師会学校医研修会「アトピー性皮膚炎」 

    神崎 保 

     鹿児島市医師会 

1994 年 鹿児島 

 

 ６）薬疹・・・この恐ろしきもの 

    神崎 保 

     日本医師会鹿児島県医部会生涯教育認定講座 

1994 年 鹿児島 



 ７）薬疹の予防・治療 

    神崎 保 

     日本医師会鹿児島県医部会生涯教育認定講座 

1994 年 鹿児島 

 

 ８）アトピー性皮膚炎の予防と治療の原則 

    神崎 保 

     学校医研修会 

1994 年 鹿児島 

 

 ９）アトピー性皮膚炎の診断、治療 

    神崎 保 

     指宿内科医会・指宿市郡医師会、指宿郡西部医部会 

1994 年 鹿児島 

 

 10）アトピー性皮膚炎の予防と治療 

    神崎 保 

1994 年 

 

 11）皮膚病に関係のある診断の仕方と治療 

    神崎 保 

     日置郡医師会 

1994 年 日置郡 

 

 12）アトピー性皮膚炎の診断及び治療 

    神崎 保 

1994 年 

 

 13）薬疹の診断・予防・治療 

    神崎 保 

1994 年 

 

 14）アトピー性皮膚炎の診断と予防 

    神崎 保 

1995 年 伊集院町 

 

 15）接触皮膚炎 

    神崎 保 

     北九州皮膚科医会 

1995 年 

 

 16）アトピー性皮膚炎の診断と予防 

    神崎 保 

     鹿児島県医師会生涯教育認定講座 

1995 年 日置郡 

 

 17）接触皮膚炎の診断と治療 

    神崎 保 

     日本医師会鹿児島県医部会生涯教育認定講座 

1995 年 

 



 18）薬疹の診断と治療 

    神崎 保 

     学術講演会 

1995 年 

 

 19）薬疹の診断と治療 

    神崎 保 

     第 153 回南薩内科医会 

1995 年 

 

 20）アトピー性皮膚炎の診断と治療について 

    神崎 保 

     名瀬市医師会 

1995 年 

 

 21）意外な接触皮膚炎 

    神崎 保 

     第 5 回浜松皮膚科研究会 

1995 年 

 

 22）ウィルス性疾患の診断と治療 

    神崎 保 

     指宿市郡医師会・指宿郡西部医部会 

1995 年 

 

 23）接触皮膚炎 

    神崎 保 

     大分皮膚科医会 

1995 年 

 

 24）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     大隈地区市郡医師会 

2001 年 5 月 17 日 鹿児島 

 

 25）内臓疾患と皮膚病変―皮膚を診れば内臓が分かる？― 

    神崎 保 

     大口・伊佐医師会生涯教育講演会 

2001 年 10 月 11 日 鹿児島 

 

 26）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     鹿本郡市医師会学術講演会 

2001 年 10 月 25 日 熊本 

 

 27）冬の Skin care 

    神崎 保 

     鹿児島市薬剤師会[興和新薬株式会社] 

2002 年 1 月 鹿児島 

 

 



 28）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     八代市郡医師会学術講演会 

2002 年 2 月 15 日 熊本 

 

 29）接触皮膚炎の数々：これでも接触皮膚炎か 

    神崎 保 

     筑後ブロック皮膚科研究会 

2002 年 6 月 11 日 福岡 

 

30）神崎病の発見と確立まで 

    神崎 保 

     日本大学医学部皮膚科同門会総会 

2002 年 6 月 15 日 東京 

 

 31）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     熊毛郡医師会学術講演会 

2002 年 6 月 14 日 種子島 

 

 32）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     益田市医師会学術講演会 

2002 年 8 月 23 日 島根 

 

33）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     八幡内科医会学術講演会 

2002 年 9 月 19 日 福岡 

 

34）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     曽於郡医師会学術講演会 

2002 年 9 月 27 日 鹿児島 

 

 35）アトピー性皮膚炎の予防と治療 

    神崎 保 

     第 54 回日本皮膚科学会西部支部学術大会【県民公開講座】 

2002 年 11 月 10 日 島根 

 

 36）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     出水郡内科医会学術講演会 

2003 年 1 月 17 日 鹿児島 

 

 37）アトピー性皮膚炎と接触皮膚炎の接点 

    神崎 保 

     第 56 回浦安皮膚臨床懇話会 

2003 年 2 月 13 日 千葉 

 

 



 38）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     姶良郡医師会学術講演会 

2003 年 2 月 21 日 鹿児島 

 
 39）夏に向って紫外線対策 

    神崎 保 

     鹿児島市民環境会議：公開講座 

2003 年 6 月 21 日 鹿児島 

 

40）これでも接触皮膚炎か！！ 

    神崎 保 

     和歌山皮膚科医会 

2003 年 6 月 7 日 和歌山 

 

 41）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     指宿・頴娃郡医師会 

2003 年 7 月 15 日 加世田 

 

 42）内臓の病気と爪の病気・爪の水虫 

    神崎 保 

     ﾉﾊﾞﾙﾃｨｽﾌｧｰﾏ主催：公開講座 

2003 年 7 月 26 日 串木野 

 

43）接触皮膚炎 －その落し穴－ 

    神崎 保 

     福岡皮膚アレルギー研究会 

2003 年 8 月 22 日 福岡 

 

44）先天性代謝異常症 －リソソーム蓄積症－ 内科と皮膚科の間 

    神崎 保 

     奈良県医師会皮膚科部会 

2003 年 12 月 11 日 奈良 

 
 45）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     川内市医師会 

2004 年 4 月 16 日 川内 

 

46）アトピー性皮膚炎と接触皮膚炎の接点 

    神崎 保 

     熊本皮膚科医会例会 

2004 年 5 月 20 日 熊本 

 

47）顆粒球吸着除去療法（GCAP）の皮膚疾患への応用 

    金蔵拓郎 

     日本抗体研究所社内講演会 

2004 年 7 月 5 日 高崎 

 

 



 48）実際の診療に役立つ皮膚科の知識 

    神崎 保 

     沖永良部医師会 

2004 年 9 月 10 日 和泊 

 

 49）白い粘膜は病気のしるし 

    神崎 保 

     第 4 回医歯系連携セミナー 

2004 年 11 月 25 日 鹿児島 

 

 50）アトピー性皮膚炎と接触皮膚炎の接点 

    神崎 保 

第 8 回山口皮膚科セミナー 

2005 年 5 月 26 日 山口 

 

 51）内臓疾患と皮膚病変 

    神崎 保 

     沖永良部地区医師会学術講演会 

2005 年 7 月 29 日 知名町 

 

 52）内臓疾患と皮膚病変 

   神崎 保 

    熊本県医師会医学講座 

2005 年 10 月 14 日 球磨郡 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

７．学会・講演会などの開催 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【学 会】 

 

 １）第 102 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1992 年 12 月 6 日 

 

 ２）第 103 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1993 年 4 月 18 日 

 

 ３）第 104 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1993 年 8 月 8 日 

 

 ４）第 105 回日本皮膚科学会鹿児島地方会－神崎 保教授就任記念地方会－ 

城山観光ホテル「錦城の間」 1993 年 10 月 2-3 日 

 

 ５）第 106 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1994 年 4 月 10 日 

 

 ６）第 107 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1994 年 8 月 7 日 

 

 ７）第 108 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1995 年 1 月 15 日 

 

 ８）第 109 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島大学稲盛会館 1995 年 4 月 9 日 

 

 ９）第 110 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1995 年 8 月 6 日 

 

 10）第 111 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

－鹿児島大学医学部皮膚科学講座開講 50 周年記念地方会－ 

鹿児島県歴史資料センター黎明館 1996 年 1 月 14 日 

 

 11）第 112 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1996 年 4 月 7 日 

 

 12）第 113 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1996 年 8 月 4 日 

 

 13）第 21 回日本接触皮膚炎学会総会・学術大会 

鹿児島大学稲盛会館 1996 年 12 月 7-8 日 



 14）第 114 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

 城山観光ホテル「ロイヤルルーム」 1997 年 1 月 19 日 

 

 15）第 115 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

    鹿児島大学医学部鶴陵会館 1997 年 4 月 20 日 

  

 16）第 116 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島市医師会館大ホール 1997 年 9 月 7 日 

  

17）第 117 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島歴史資料センター黎明館 1998 年 1 月 15 日 

 

 18）第 118 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 1998 年 4 月 19 日 

  

 19）第 119 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 1998 年 9 月 6 日 

  

 20）第 120 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

城山観光ホテル「ロイヤルルーム」 1999 年 1 月 24 日 

 

 21）第 121 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 1999 年 4 月 25 日 

  

 22）第 15 回日本皮膚悪性腫瘍学会・学術大会 

鹿児島県市町村自治会館 1999 年 5 月 14 日-15 日 

  

 23）第 122 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 1999 年 7 月 25 日 

 

 24）第 51 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会 

鹿児島市民文化ホール 1999 年 10 月 30 日-31 日 

  

 25）第 123 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

城山観光ホテル「ロイヤルルーム」 2000 年 1 月 16 日  

 

 26）第 124 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2000 年 4 月 23 日 

  

 27）第 125 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2000 年 7 月 9 日 



 28）第 126 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

城山観光ホテル「天平の間」 2000 年 12 月 17 日 

 

 29）第 127 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2001 年 4 月 15 日 

 

 30）第 128 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2001 年 7 月 15 日 

 

 31）第 129 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島県医師会館 2001 年 12 月 16 日 

 

 32）第 25 回皮膚脈管・膠原病研究会 

ふれあいプラザ なのはな館 2002 年 1 月 31 日-2 月 1 日 

 

 33）第 130 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2002 年 5 月 12 日 

 

 34）第 131 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2002 年 7 月 14 日 

 

 35）第 17 回日本乾癬学会学術大会 

      シーサイドホテル屋久島 屋久島環境文化村センター 2002 年 10 月 11-13 日 

 

 36）第 132 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

城山観光ホテル「鳳凰の間」 2002 年 12 月 15 日 

 

 37）第 133 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2003 年 4 月 13 日 

 

 38）第 1回南九州地区合同皮膚科地方会 

（兼第 134 回日本皮膚科学会鹿児島地方会） 

鶴屋ホール（熊本市） 2003 年 7 月 12-13 日 

 

 39）第 135 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

 城山観光ホテル「ガレリア」 2003 年 12 月 7 日 

 

 40）第 136 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2004 年 4 月 25 日 

 

41）第 2 回南九州地区合同皮膚科地方会 

（兼第 137 回日本皮膚科学会鹿児島地方会） 

  ホテルレクストン鹿児島（鹿児島市） 2004 年 7 月 10-11 日 

 

42）南九州腫瘍研究会第 7 回学術集会（当番世話人） 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2004 年 9 月 9 日 

 

43）第 31 回日本電顕皮膚生物学会学術大会 

霧島ホテル 2004 年 10 月 8-9 日 

 



 44）第 64 回九州真菌懇話会 

城山観光ホテル「ガレリア」 2004 年 12 月 12 日 

 

 45）第 138 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

城山観光ホテル「ガレリア」 2004 年 12 月 12 日 

 

 46）第 139 回日本皮膚科学会鹿児島地方会・総会 

鹿児島大学医学部鶴陵会館 2005 年 5 月 29 日 

 

 47）第 3回南九州地区合同皮膚科地方会 

（兼第 140 回日本皮膚科学会鹿児島地方会） 

  宮崎観光ホテル（宮崎市） 2005 年 7 月 9-10 日 

 

 48）第 141 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

城山観光ホテル「ガレリア」 2005 年 12 月 11 日 

 

 

【学術講演会】 

 

１）鉾之原昌（鹿児島大学医療技術短期大学小児看護学教授） 

「小児膠原病について」 

     第 4 回鹿児島地区皮膚疾患病態治療研究会 

1992 年 12 月 6 日 

 

２）西山茂夫（北里大学教授） 

「爪疾患」 

     第 5 回鹿児島地区皮膚疾患病態治療研究会 

1993 年 8 月 8 日 

 

３）田代正昭（鹿児島大学名誉教授） 

「皮膚科から見た ATL（臨床、病理、治療）」 

    平成 5 年度日本皮膚科学会西部支部主催生涯教育セミナー 

1993 年 8 月 8 日 

 

４）納 光弘（鹿児島大学第 3 内科教授） 

「内科から見た HTLV-I 感染症（特に HAM について）」 

    平成 5 年度日本皮膚科学会西部支部主催生涯教育セミナー 

1993 年 8 月 8 日 

 

 ５）園田俊郎（鹿児島大学ウイルス学教授） 

「ウイルス学から見た HTLV-I」 

    平成 5 年度日本皮膚科学会西部支部主催生涯教育セミナー 

1993 年 8 月 8 日 

 

 ６）E.W.Rosenberg（テネシー大学教授） 

「The Etiology of Psoriasis」 

     第 105 回日本皮膚科学会鹿児島地方会－神崎 保教授就任記念地方会－ 

1993 年 10 月 2-3 日 

 

 

 



 ７）丸山征郎（鹿児島大学臨床検査医学教授） 

「アポトーシス：もう一つの細胞死の分子細胞機構とその臨床的側面」 

     第 24 回基礎皮膚科懇話会－皮膚の細胞生物学－ 

パレスイン鹿児島    1994 年 8 月 5-6 日 

 

 ８）秋山伸一（鹿児島大学腫瘍研究施設教授） 

「抗がん剤感受性に関与する因子について」 

     第 24 回基礎皮膚科懇話会－皮膚の細胞生物学－ 

パレスイン鹿児島    1994 年 8 月 5-6 日 

 

 ９）池谷敏彦（愛知医科大学教授） 

「ヘルペスの診断と治療」 

     第 5 回鹿児島地区皮膚疾患病態治療研究会 

鹿児島市医師会館大ホール    1994 年 8 月 7 日 

 

 10）新村眞人（東京慈恵会医科大学教授） 

「von Recklinghausen 病について」 

     第 108 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

鹿児島県医師会館大ホール    1995 年 1 月 15 日 

 

 11）原田昭太郎（関東逓信病院皮膚科部長） 

「抗アレルギー剤－皮膚科領域での開発試験とその問題点－」 

     第 1 回鹿児島皮膚アレルギー研究会 

城山観光ホテル    1995 年 1 月 15 日 

 

 12）早川太郎（愛知学院大学歯学部生化学教授） 

「創傷治療におけるマトリックスメタロプロテアーゼと TIMP の役割」 

     第 5 回日本熱傷学会九州地方会 

三鷹ホール（福岡市）    1995 年 2 月 18 日 

 

 13）井上勝平（宮崎医科大学教授） 

「内臓疾患と皮膚病変－日常診療における小工夫－」 

     第 7 回鹿児島地区病態治療研究会 

鹿児島市医師会館大ホール    1995 年 8 月 6 日 

 

 14）Rex Amonette（米国皮膚科学会会長） 

「Unusual and diffiult to treat skin cancers and Mohs microscopic surgery」 

     第 111 回日本皮膚科学会鹿児島地方会 

－鹿児島大学医学部皮膚科学講座開講 50 周年記念地方会－ 

鹿児島県歴史資料センター黎明館    1996 年 1 月 14 日 

 

 15）小川秀興（順天堂大学教授） 

「アトピー性皮膚炎の病態と治療」 

     第 2 回鹿児島皮膚アレルギー研究会 

城山観光ホテル    1996 年 1 月 14 日 

 

 

 

 



 16）玉置邦彦（東京大学教授） 

「樹状細胞の新知見」 

    （共催）協和発酵株式会社 

2001 年 4 月 19 日 

 

 17）上田説子（福岡市） 

「美容皮膚科診療の現実と問題点」 

    （共催）鳥居薬品株式会社[鹿児島皮膚疾患の治療を語る会] 

2001 年 5 月 31 日 

 

 18）橋本公二（愛媛大学教授） 

「重症型薬疹 hypersensitivity syndrome と HHV-6」 

    （共催）住友製薬株式会社・第一製薬株式会社[ジルテック発売 3周年記念学術講演会] 

2001 年 6 月 22 日 

 

 19）大滝倫子（九段坂病院） 

「虫と皮膚炎」 

    （共催）日本シェーリング社[鹿児島地区皮膚疾患病態治療研究会] 

2001 年 7 月 15 日 

 

 20）戸佐真弓（東京都） 

「ケミカルピーリングの理論と実際」 

    （共催）ベーリンガーインゲルハイム社 

2001 年 10 月 6 日 

 

 21）橋本 隆（久留米大学教授） 

「水疱症の診断と治療」 

    （共催）マルホ株式会社 

2001 年 10 月 31 日 

 

 22）宮川幸子（奈良医科大学教授） 

「エリテマトーデスの臨床」 

    （共催）協和発酵株式会社[第 8 回鹿児島皮膚アレルギー研究会] 

2001 年 12 月 16 日 

 

 23）川島 眞（東京女子医科大学教授） 

「痒い痒みと痒くない痒み」 

    （共催）アベンティス・ファーマ株式会社 

2002 年 3 月 30 日 

 

 24）増田 勇 

「皮膚科医に役立つ畳とダニの話」 

    （共催）鳥居薬品[鹿児島皮膚疾患の治療を語る会]  

2002 年 5 月 18 日 

 

 25）宮地良樹（京都大学皮膚科教授） 

「炎症性ざ瘡の考え方」 

    （共催）エーザイ株式会社[鹿児島大学医学部皮膚科]  

2002 年 5 月 27 日 

 

 



 26）岩月啓氏（岡山大学皮膚科教授） 

「光線過敏症とリンパ腫の謎」 

   （共催）第一製薬・住友製薬[鹿児島大学医学部皮膚科] 

2002 年 7 月 

 

 27）斎田俊明（信州大学皮膚科教授） 

「メラノーマの最近の動向：診断と治療」 

    （共催）日本シェーリング社[鹿児島地区皮膚疾患病態治療研究会] 

2002 年 7 月 14 日 

 

 28）中川秀己（自治医科大学皮膚科教授） 

「アトピー性皮膚炎」 

    （共催）塩野義製薬[鹿児島大学医学部皮膚科] 

2002 年 9 月 13 日 

 

 29）諸橋正昭（富山医科薬科大学皮膚科教授） 

「漢方」 

    （共催）株式会社ツムラ[鹿児島大学東洋医学セミナー] 

2002 年 10 月 18 日 

 

 30）上出良一（東京慈恵会医科大学皮膚科助教授） 

「接触皮膚炎―最近の話題―」 

    （共催）協和発酵株式会社[第 9 回鹿児島皮膚アレルギー研究会] 

2002 年 12 月 15 日 

 

 31）新村真人（東京慈恵会医科大学皮膚科教授） 

「わが国における性感染症の変遷」 

    （共催）第一製薬[第 3 回性感染症研究会] 

2003 年 1 月 16 日 

 

32）高森建二（順天堂大学浦安病院皮膚科教授） 

「かゆみを科学する －特にアトピー性皮膚炎のかゆみのメカニズム－」 

    （共催）日本シェーリング社[第 15 回鹿児島地区皮膚疾患病態治療研究会]  

2003 年 4 月 13 日 

 

33）西本勝太郎（掖済会長崎病院皮膚科） 

「あなたの爪、大丈夫ですか？」 

     （共催）ノバルティスファーマ株式会社[市民公開講座]  

2003 年 5 月 17 日 

 

 34）江藤隆史（東京逓信病院皮膚科） 

「アトピー性皮膚炎の現況と展望」 

    （共催）アベンティス・ファーマ株式会社[鹿児島大学医学部皮膚科] 

2003 年 6 月 20 日 

 

 35）岩月啓氏（岡山大学皮膚科教授） 

「本邦における EB ウイルス関連 NK/T 細胞リンパ球増殖症の臨床と実態｣ 

    （共催）グラクソ･スミスクライン株式会社[第 9 回鹿児島ﾍﾙﾍﾟｽ･ｳｲﾙｽ等感染研究会] 

2003 年 7 月 3 日 

 

 



36）西本勝太郎（掖済会長崎病院皮膚科） 

「あなたの爪、大丈夫ですか？」 

    （共催）ノバルティスファーマ株式会社[市民公開講座] 

2003 年 7 月 5 日 

 

 37）鳥谷部俊一（鹿島台町国民健康保険病院内科） 

「褥瘡のラップ療法」 

    （共催）鳥居薬品株式会社[第 7 回鹿児島皮膚疾患の治療を語る会] 

2003 年 7 月 11 日 

 
38）橋本 健（ウェイン州立大学名誉教授） 

「米国の医療事情－今後の日本の医療制度はどうなる？－」 

    （共催）協和醗酵工業株式会社[第 10 回鹿児島地区皮膚アレルギー研究会] 

2003 年 12 月 7 日 

 

 39）小川秀興（順天堂大学理事長・学長） 

「水虫の最近の話題」 

    （共催）ノバルティスファーマ株式会社[臨時講演会] 

2004 年 4 月 21 日 

 

40）橋本 健（ウェイン州立大学名誉教授） 

「レーザー脱毛」 

    （共催）ノバルティスファーマ株式会社[臨時講演会] 

2004 年 4 月 21 日 

 

 41）船坂陽子（神戸大学大学院医学系研究科・医学部皮膚科学） 

「理論に基づいた美容皮膚科学の実践｣ 

    （共催）鳥居薬品株式会社[第 8 回鹿児島皮膚疾患の治療を語る会] 

2004 年 6 月 24 日 

 

42）馬場昌範（鹿児島大学大学院難治ウイルス病態制御学教授） 

「ナノ粒子を用いた抗レトロウイルスワクチンの開発研究」 

    （共催）日本ｼｪｰﾘﾝｸﾞ社[第 16 回鹿児島地区皮膚疾患病態治療研究会] 

2004 年 7 月 10 日 

 

43）古江増隆（九州大学大学院医学研究院皮膚科学分野教授） 

「アトピー性皮膚炎のための保湿外用薬の使い方」 

    （共催）マルホ株式会社[鹿児島県皮膚科医部会] 

2004 年 9 月 1 日 

 

 44）錦織千佳子（神戸大学大学院医学系研究科・医学部皮膚科学教授） 

「紫外線発癌のメカニズム」 

    （主催）南九州腫瘍研究会[南九州腫瘍研究会第 7回学術集会] 

2004 年 9 月 9 日 

 

45）小川秀興（順天堂大学理事長・学長） 

「アトピー性皮膚炎におけるバリヤー機構とダニ、カンジダ抗原の意義」 

    （主催）協和醗酵工業株式会社[第 11 回鹿児島地区皮膚アレルギー研究会]  

2004 年 12 月 12 日 

 

 



 46）坪井良治（東京医科大学医学部皮膚科教授） 

「褥瘡・慢性皮膚潰瘍の治療」 

（共催）科研製薬株式会社[第 142 回鹿児島県皮膚科医部会学術講演会]  

2005 年 1 月 21 日 

 

 47）小玉 肇（高知大学医学部医学科皮膚機能病態学教室教授） 

「黄色腫とプロリダーゼ欠損症」 

（共催）日本シェーリング株式会社[第 17 回鹿児島地区皮膚疾患病態治療研究会] 

2005 年 5 月 29 日 

 
 48）杉村和久（鹿児島大学工学部生体工学科分子生物工学教授） 

「抗体医薬開発の現状：とくに IL-18 をめぐって（アトピー性皮膚炎の治療法の開発）」 

   （共催）鳥居薬品株式会社[第 9 回鹿児島「皮膚疾患の治療を語る会」] 

2005 年 6 月 9 日 

 

 49）佐藤伸一（長崎大学大学院医歯薬学総合研究科皮膚病態学） 

   「膠原病の皮疹のみかた」 

   （共催）エーザイ株式会社[第 144 回鹿児島県皮膚科医部会学術講演会] 

2005 年 7 月 7 日 

 

 50）川島 眞（東京女子医科大学皮膚科） 

   「アトピー性皮膚炎治療の EBM と抗ヒスタミン剤の位置付け」 

   （共催）塩野義製薬株式会社[第 146 回鹿児島県皮膚科医部会学術講演会] 

2005 年 8 月 11 日 

 

 51）池澤善郎（横浜市立大学大学院医学研究科環境免疫病態皮膚科学） 

   「食物アレルギーをめぐる話題」 

   （共催）協和発酵工業株式会社[第 148 回鹿児島県皮膚科医部会学術講演会] 

2005 年 10 月 6 日 

 

 52）水谷 仁（三重大学大学院医学系研究科生命医科学専攻病態解明医学講座皮膚医学分野） 

   「アトピー性皮膚炎治療の理論と実際」 

   （共催）大日本住友製薬株式会社[第 149 回鹿児島県皮膚科医部会学術講演会] 

2005 年 11 月 11 日 

 

 

【研究会】 

 

１）BASIGIN/EMMPRIN/CD147 WORKSHOP IN KAGOSHIMA  

–A Global Molecule Discovered in Kagoshima- 

       鹿児島大学医学部鶴陵会館 

2003 年 6 月 28 日 

 

 

 

 

 

 

 
 



 

 

 

 

 

８．学会活動 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【2001 年 4 月～2002 年 3 月】 

・日本皮膚科学会（代議員） 

・   〃   （西部支部運営委員） 

・   〃   （西部支部国際関係委員） 

・   〃   （鹿児島地方会会長） 

・日本接触皮膚炎学会（代議員） 

・日本皮膚悪性腫瘍学会（理事） 

・日本皮膚アレルギー学会（評議員） 

・日本研究皮膚科学会（評議員） 

・日本乾癬学会（理事） 

・日本臨床皮膚科医会（会員） 

・皮膚膠原病研究会・脈管懇話会（評議員） 

・皮膚電顕生物学会（理事） 

・米国皮膚科学会[AAD]（会員） 

・米国研究皮膚科学会[SID]（会員） 

・米国研究皮膚科学会クリグマン賞審査委員 

・米国医学研究学会[AFMR]（会員） 

・米国癌学会[AARC]（会員） 

・鹿児島ヘルペスウイルス等感染研究会（代表世話人） 

・鹿児島アレルギー研究会（世話人） 

・鹿児島血栓研究会（世話人） 

・鹿児島救急医学会（評議員） 

・鹿児島漢方研究会（世話人） 

・鹿児島 STD 研究会（世話人） 

・南九州腫瘍研究会（世話人） 

・日中医学協会（会員） 

・第 26 回日本接触皮膚炎学会シンポジウム・オーガナイザー 

・第 19 回日本皮膚悪性腫瘍学会プログラム委員 

・第 53 回日本皮膚科学会西部支部総会・学術大会プログラム委員 

・第 7 回日中合同皮膚科学会（広東）組織委員 

 

 

【2002 年 4 月～2003 年 3 月】 

・日本皮膚科学会（代議員） 

・   〃   （西部支部運営委員会委員・西部支部国際関係委員） 

・   〃   （鹿児島地方会会長） 

・日本接触皮膚炎学会（理事） 

 ・日本乾癬学会（理事） 

 ・日本皮膚悪性腫瘍学会（理事） 

 ・皮膚電顕生物学会（理事） 

 ・日本皮膚アレルギー学会（評議員） 

 ・日本研究皮膚科学会（評議員） 

 ・皮膚膠原病研究会・脈管懇話会（評議員） 

 ・日本職業・環境アレルギー学会（評議員） 

 ・日本臨床皮膚科医会（会員） 

 ・鹿児島救急医学会（評議員） 



・鹿児島ヘルペスウイルス等感染研究会（代表世話人） 

 ・鹿児島漢方研究会（担当世話人） 

 ・鹿児島アレルギー研究会（世話人） 

 ・鹿児島 STD 研究会（代表世話人） 

 ・鹿児島血栓研究会（世話人） 

 ・南九州腫瘍研究会（世話人） 

 ・米国皮膚科学会[AAD]（会員） 

 ・米国癌学会[AARC]（会員） 

 ・米国研究皮膚科学会[SID]（会員） 

 ・米国臨床医学研究学会[AMCR]（会員） 

 ・日中医学協会（会員） 

 ・第 26 回日本接触皮膚炎学会シンポジウム・オーガナイザー 

 ・第 19 回日本皮膚悪性腫瘍学会プログラム委員 

 ・第 53 回日本皮膚樹阿学会西部支部総会・学術大会プログラム委員 

 ・第 7 回日中合同皮膚科学会（広東）組織委員 

 ・第 103 回日本皮膚科学会総会プログラム委員 

 ・論文審査員（J.D.S.、J.D.、E.D.） 

 

 

【2003 年 4 月～2004 年 3 月】 

・日本皮膚科学会（代議員） 

・   〃   （西部支部副支部長） 

・   〃   （西部支部運営委員会委員） 

・   〃   （西部支部国際関係委員） 

・   〃   （鹿児島地方会会長） 

・日本皮膚悪性腫瘍学会（理事） 

・日本接触皮膚炎学会（理事） 

 ・日本乾癬学会（理事） 

 ・皮膚電顕生物学会（理事） 

・日本研究皮膚科学会（評議員） 

・日本皮膚アレルギー学会（評議員） 

・皮膚膠原病研究会・脈管懇話会（評議員） 

・光老化研究会（会員） 

・米国皮膚科学会[AAD]（会員） 

 ・米国研究皮膚科学会[SID]（会員） 

・米国癌学会[AARC]（会員） 

 ・米国臨床医学研究学会[AMCR]（会員） 

 ・日中医学協会（会員） 

・日本臨床皮膚科医会（会員） 

・鹿児島ヘルペスウイルス等感染研究会（世話人） 

・鹿児島漢方研究会（世話人） 

・鹿児島アレルギー研究会（世話人） 

 ・鹿児島 STD 研究会（世話人） 

 ・鹿児島血栓研究会（世話人） 

 ・南九州腫瘍研究会（世話人） 

・鹿児島救急医学会（評議員） 

・第 19 回日本皮膚悪性腫瘍学会プログラム委員 

・第 103 回日本皮膚科学会総会プログラム委員 

・論文審査員（J.D.S.、J.D.、E.D.） 

 ・日本職業・環境アレルギー学会（評議員） 

 



【2004 年 4 月～2005 年 3 月】 

・日本皮膚科学会（理事・学会賞等担当） 

・   〃   （代議員） 

・   〃   （西部支部運営委員会委員） 

・   〃   （鹿児島地方会会長） 

・日本皮膚悪性腫瘍学会（理事） 

・日本接触皮膚炎学会（理事） 

・日本乾癬学会（理事） 

・皮膚電顕生物学会（理事） 

・日本研究皮膚科学会（評議員） 

・日本皮膚アレルギー学会（評議員） 

・皮膚膠原病研究会・脈管懇話会（評議員） 

・毛髪科学研究会（世話人） 

・太陽紫外線防御研究委員会（委員） 

・光老化研究会（世話人） 

・米国皮膚科学会[AAD]（会員） 

・米国研究皮膚科学会[SID]（会員） 

・米国癌学会[AARC]（会員） 

・米国臨床医学研究学会[AMCR]（会員） 

・日本臨床皮膚科医会（会員） 

・鹿児島ヘルペスウイルス等感染研究会（世話人） 

・鹿児島漢方研究会（世話人） 

・鹿児島アレルギー研究会（世話人） 

・鹿児島 STD 研究会（世話人） 

・鹿児島血栓研究会（世話人） 

・南九州腫瘍研究会（代表世話人） 

・鹿児島救急医学会（評議員） 

・第 20 回日本皮膚悪性腫瘍学会プログラム委員 

・日本職業・環境アレルギー学会（評議員） 

・Advisory Board (J.Dermatol., J.Environ.Dermatol.) 

・Journal Reviewer：Hum.Genet. / J.Dermatol. / J.Environ.Dermatol. 
 

 

【2005 年 4 月～2006 年 3 月】 

・日本皮膚科学会（代議員） 

・   〃   （西部支部副支部長） 

・   〃   （西部支部運営委員会委員） 

・   〃   （西部支部国際関係委員） 

・   〃   （鹿児島地方会会長） 

・日本皮膚悪性腫瘍学会（理事） 

・日本接触皮膚炎学会（理事） 

・日本乾癬学会（理事） 

・皮膚電顕生物学会（理事） 

・日本研究皮膚科学会（評議員） 

・日本皮膚アレルギー学会（評議員） 

・皮膚膠原病研究会・脈管懇話会（評議員） 

・毛髪科学研究会（世話人） 

・太陽紫外線防御研究委員会（委員） 

・光老化研究会（世話人） 

・米国皮膚科学会[AAD]（会員） 

・米国研究皮膚科学会[SID]（会員） 



・米国癌学会[AARC]（会員） 

・米国臨床医学研究学会[AMCR]（会員） 

・日本臨床皮膚科医会（会員） 

・鹿児島ヘルペスウイルス等感染研究会（世話人） 

・鹿児島漢方研究会（世話人） 

・鹿児島アレルギー研究会（世話人） 

・鹿児島 STD 研究会（世話人） 

・鹿児島血栓研究会（世話人） 

・南九州腫瘍研究会（代表世話人） 

・鹿児島救急医学会（評議員） 

・第 20 回日本皮膚悪性腫瘍学会プログラム委員 

・日本職業・環境アレルギー学会（評議員） 

・鹿児島大学皮膚疾患学物品使用責任者 

・Advisory Board (J.Dermatol., J.Environ.Dermatol.) 

・Journal Reviewer： J.Dermatol. 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

９．社会活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2001 年 4 月～2002 年 3 月】 

 ・国際協力事業団[JICA]専門家（Thailand） 

 ・油症研究班・検診（2 月 19 日） 

 ・鹿児島県特定疾患認定審査員・重症度判定委員 

 ・鹿児島県 ATL 制圧委員会委員（副委員長） 

 

 

【2002 年 4 月～2003 年 3 月】 

・国際協力事業団[JICA]専門家（Thailand） 

・日医鹿児島県理事（生涯教育担当） 

・日医県選出予備代議員 

・鹿児島県勤務医師生活共同組合（副理事長） 

・日医県医勤務医委員会（副担当理事） 

・鹿児島大学医師会理事 

・油症研究班・検診 

・鹿児島県特定疾患認定審査員・重症度判定委員 

・鹿児島県 ATL 制圧委員会委員（副委員長） 

・鹿児島県難病対策協議会委員 

・乾癬学習懇談会 2002in 屋久島 

・鹿児島県巡回離島診療（45 回/年） 

 

 

【2003 年 4 月～2004 年 3 月】 

 ・日本医師会鹿児島県理事（生涯教育担当） 

 ・日本医師会県選出予備代議員 

 ・日本医師会県医勤務医委員会（副担当理事） 

 ・鹿児島県勤務医師生活共同組合（副理事長） 

 ・日本医師会県医健康教育委員会副委員長 

 ・鹿児島大学医師会理事 

 ・非常勤講師（宮崎大学医学部） 

・国際協力事業団[JICA]専門家（Thailand） 

 ・カネミ油症治療研究班 

 ・鹿児島県特定疾患認定審査員（重症度判定委員） 

 ・鹿児島県 ATL 制圧委員会委員（副委員長） 

 ・鹿児島県難病対策協議会委員 

・鹿児島県巡回離島診療 

 

 

【2004 年 4 月～2005 年 3 月】 

 ・日本医師会鹿児島県理事（生涯教育担当） 

 ・日本医師会県医勤務医委員会（副担当理事） 

 ・鹿児島県勤務医師生活共同組合（副理事長） 

 ・日本医師会県医教育委員会副委員長 



 ・県医師会報編集副委員長（広報担当･副担当理事） 

 ・県医師会医療情報システム副委員長（医療情報システム･副担当理事） 

・鹿児島大学医師会理事 

 ・非常勤講師（宮崎大学医学部） 

・国際協力事業団[JICA]専門家（Thailand） 

 ・カネミ油症治療研究班 

 ・鹿児島県特定疾患認定審査員（重症度判定委員） 

 ・鹿児島県 ATL 制圧委員会委員（副委員長） 

 ・鹿児島県難病対策協議会委員 

・鹿児島県巡回離島診療 

 ・鹿児島県 JICA 派遣専門家連絡会実行委員 

 

 

【2005 年 4 月～2006 年 3 月】 

 ・日本医師会鹿児島県理事（生涯教育担当） 

 ・日本医師会県医勤務医委員会（副担当理事） 

 ・鹿児島県勤務医師生活共同組合（副理事長） 

 ・日本医師会県医教育委員会副委員長 

 ・県医師会報編集副委員長（広報担当･副担当理事） 

 ・県医師会医療情報システム副委員長（医療情報システム･副担当理事） 

・鹿児島大学医師会理事 

 ・非常勤講師（宮崎大学医学部） 

・国際協力事業団[JICA]専門家（Thailand） 

 ・カネミ油症治療研究班 

 ・鹿児島県特定疾患認定審査員（重症度判定委員） 

 ・鹿児島県 ATL 制圧委員会委員（副委員長） 

 ・鹿児島県難病対策協議会委員 

・鹿児島県巡回離島診療 

 ・鹿児島県 JICA 派遣専門家連絡会実行委員 

 ・リディアオリリー協会理事 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

10．学内活動 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【2001 年 4 月～2002 年 3 月】 

 ・大学院研究科委員会委員 

 ・医学部教授会委員 

 ・医学科教授会委員 

 ・大学病院運営協議会委員 

 ・医学部予算配分委員会（委員長） 

 ・医学部企画部会委員 

 ・大学病院予算配分委員会委員 

 ・医学部共同利用研究棟運営委員会（委員長） 

 ・医学部倫理「遺伝子に関する研究」委員会委員 

 ・医学部倫理委員会専門小委員会（委員長・6 申請） 

 ・医学部治験薬等審査委員 

 ・医学部カリキュラム委員・プログラム委員 

 ・医学部国際関係委員 

 ・大学院部局化 W/G 委員 

 ・教育職員特別昇給選考会委員 

 ・学内特別昇給審査委員 

 ・学位審査（主査３・副査２） 

 ・高度医療推進委員会委員 

 ・30 大学（COE）へ向けての W/G 委員 

 

 

【2002 年 4 月～2003 年 3 月】 

 ・大学院研究科委員 

 ・医学部教授会委員 

 ・医学科教授会委員 

 ・大学病院運営協議会委員 

 ・医学部予算配分委員会（委員長） 

 ・医学部企画委員会委員 

 ・大学病院予算配分委員会委員 

 ・医学部共同利用研究棟運営委員会 

 ・医学部倫理「遺伝子に関する研究」委員会委員 

 ・医学部倫理委員会専門小委員会委員長 

 ・医学部治験薬等審査委員 

 ・医学部カリキュラム委員 

 ・医学部国際関係委員 

 ・大学院部局化 W/G 委員 

 ・教育職員特別昇給選考会委員 

 ・高度医療推進委員会委員 

 ・30 大学（COE）へ向けての W/G 委員 

 ・鹿児島大学医学会評議員 

 ・医療事故分析専門委員会委員 



 ・医療事故調査専門委員会委員 

 ・鹿児島大学発明委員会委員 

 ・輸血部運営委員会委員 

 ・医学部親和会（理事） 

 ・眼科学教授選考委員会委員 

 ・薬剤部助教授選考委員会委員 

 ・大学病院教官定員運用委員会委員 

 ・大学病院研究医療専門委員会 

 ・医学部臨床実習委員会 

 ・外国人留学生の教育（離島医療学） 

 ・看護部長選考委員 

 ・看護部副部長選考委員 

 ・眼科学講座助教授選考委員 

・学位指導（3） 

 ・学位審査員（2） 

 

 

【2003 年 4 月～2004 年 3 月】 

・医学部長補佐 

・医学部親和会（理事） 

・鹿児島大学医学会評議員 

・鹿児島大学発明委員会委員 

・大学院研究科委員 

・医学科教授会委員 

・大学病院運営協議会委員 

・医学部予算配分委員会委員 

・医学科予算配分部会（部会長） 

・医学部共同利用研究棟運営委員会 

・医学部カリキュラム委員 

・大学病院治験薬等審査委員 

・大学病院治験管理部運営委員 

・大学病院企画・予算委員会委員 

・医療事故分析専門委員会委員 

・医療事故調査専門委員会委員 

・高度医療推進委員会委員 

・大学病院輸血部運営委員会委員 

・医学部生命に関する倫理委員会委員 

・医学部遺伝子研究に関する倫理委員会委員 

 

 

【2004 年 4 月～2005 年 3 月】 

・副医学部長（2004.5.1～2005.1.31） 

・医学部親和会（理事） 



・鹿児島大学医学会評議員 

・鹿児島大学発明委員会委員 

・大学院研究科委員 

・医学科教授会委員 

・大学病院運営協議会委員 

・医学部予算配分委員会委員 

・医学科予算配分部会（部会長） 

・医学部カリキュラム委員 

・大学病院治験薬等審査委員 

・大学病院企画･予算委員会委員 

・医療事故分析専門委員会委員 

・医療事故調査専門委員会委員 

・高度医療推進委員会委員 

・大学病院輸血部運営委員会委員 

・医学部生命に関する倫理委員会委員 

・医学部遺伝子研究に関する倫理委員会委員 

・学位審査員 

・（財）新和会（評議員） 

・医学科保健学科連絡協議会委員（2004.2.1～4.30） 

・鹿児島大学皮膚疾患学物品使用責任者 

 

 

【2005 年 4 月～2006 年 3 月】 

・医学部親和会（理事） 

・鹿児島大学医学会評議員 

・鹿児島大学発明委員会委員 

・大学院研究科委員 

・医学科教授会委員 

・大学病院運営協議会委員 

・医学部予算配分委員会委員 

・医学科予算配分部会（部会長） 

・医学部カリキュラム委員 

・大学病院治験薬等審査委員 

・大学病院治験管理部運営委員 

・大学病院企画･予算委員会委員 

・医療事故分析専門委員会委員 

・医療事故調査専門委員会委員 

・高度医療推進委員会委員 

・大学病院輸血部運営委員会委員 

・医学部生命に関する倫理委員会委員 

・医学部遺伝子研究に関する倫理委員会委員 

・学位審査員 

・（財）新和会（評議員） 

・学生講義（医学部）[内臓疾患と皮膚病変（2005.9.1.：M6）] 



 

 

 

 

 

11．文部省科学研究費等取得 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１）『新しい型のび漫性体幹被角血管腫：尿中の異常代謝産物の精製・構造の決定と欠損酵素

解明』（1992 年） 

    神崎 保 基盤研究（B・代表）：70 万円（1990 年 370 万円、1991 年 150 万円：総額 590 万円） 

 

２）『心ファブリー病の遺伝子治療に関する研究』（1996 年） 

   神崎 保 基盤研究（B・分担〈代表：田中弘允〉）：460 万円 

 

３）『免疫アレルギー疾患の発生及びその対策に関する日中共同研究』（1996 年） 

   神崎 保 国際学術研究（分担〈代表：松下敏夫〉）：180 万円 

  

 ４）『ATL 免疫療法に応用する HTLV-・時異的 CTL のｴﾋﾟﾄｰﾌﾞ解析とﾊﾞﾝｸｼｽﾃﾑ』（1996 年） 

   神崎 保 重点領域研究（分担〈代表：園田俊郎〉）：290 万円 

  

５）『眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科に関する研究調査』（1996 年） 

   平成 8 年度受託研究費（産学連携等研究経費）：50 万円 

 

６）『心ファブリー病の遺伝子治療に関する研究』（1997 年） 

   神崎 保 基盤研究（B）（分担・代表）：220 万円 

  

７）『免疫・アレルギー疾患の発生およびその対策に関する日中共同研究』（1997 年） 

   神崎 保 国際学術研究（分担〈代表：松下敏夫〉）：170 万円 

  

８）『眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科に関する研究調査』（1997 年） 

   平成 9 年度受託研究費（産学連携等研究経費）：50 万円 

 

９）『疫学的皮膚癌研究専門分野分科会』（1998 年） 

   神崎 保 厚生省・菅原班：50 万円 

 

10）『眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科に関する研究調査』（1998 年） 

   平成 10 年度受託研究費（産学連携等研究経費）：50 万円 

 

11）『疫学的皮膚癌研究専門分野分科会』（1999 年） 

   神崎 保 厚生省・菅原班：50 万円 

  

12）『紫外線の研究影響のリスク評価と効果的な予防法の確立に関する研究』（1999 年） 

   神崎 保 環境庁・山口班：50 万円 

 

13）『ファブリー病：レクチン組織化学と電子顕微鏡的手法によるライソゾーム内蓄積物質の同

定』（1999 年） 

    神田 彰、神崎 保 平成 11 年度鹿児島県特定疾患研究：9万円 

 

 



14）『眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科に関する研究調査』（1999 年） 

   平成 11 年度受託研究費（産学連携等研究経費）：50 万円 

 

15）『末梢循環不全に伴う皮膚疾患に対するニコチンパッチの治療効果判定』（2000 年） 

   金蔵拓郎、神崎 保 鹿児島県特定疾患研究：9万 1 千円 

  

16）『Expression, Ultrastructural Localization and Significance of Basigin in  

  Cutaneous Squamous Cell Carcinoma.』（2000 年） 

   陳 翔、金蔵拓郎、神崎 保、文海泉、張桂英 

    National Natural Science Foundation of China（主任基金）：5 万元 

  

17）『眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科に関する研究調査』（2000 年） 

   平成 12 年度受託研究費（産学連携等研究経費）：50 万円 

 

18）『ヒト表皮角化細胞におけるベイシジンの発現及びその機能の解析』（2001 年） 

    神崎 保（代表） 基盤研究（C）（２）：120 万円 

 

19）『平成 13 年度鹿児島県特定疾患研究』（2001 年） 

    委託費：83,300 円 

 

20）『眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科に関する研究調査』（2001 年） 

    平成 13 年度受託研究費（産学連携等研究経費）：50 万円 

 

21）疫学的皮膚癌研究専門分科会（分担）：30 万円（2001 年） 

 

22）『ヒト表皮角化細胞におけるベイシジンの発現及びその機能の解析』（2002 年） 

    神崎 保（代表） 基盤研究（C）（２）：90 万円 

 

23）『平成 14 年度鹿児島県特定疾患研究』（2002 年） 

    委託費：83,300 円 

 

24）『眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科に関する研究調査』（2002 年） 

    平成 14 年度受託研究費（産学連携等研究経費）：50 万円 

 

25）『皮膚癌の疫学的研究（Case-Control Study）・日本人皮膚癌の疫学調査』（2002 年） 

    太陽紫外線防御研究委員会、疫学的皮膚癌研究専門分科会（分担）：30 万円 

 
26）『ヒト表皮角化細胞におけるベイシジンの発現及びその機能の解析』（2003 年） 

    神崎 保（代表）基盤研究（C）（２）：90 万円[H15 年度分] 

 
27）『平成 15 年度鹿児島県特定疾患研究』（2003 年） 

    委託費：74,980 円 

 

28）『眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科に関する調査研究』（2003 年） 

    平成 15 年度受託研究費（産学連携等研究経費）：384,616 円 

 

 

 



29）『平成 16 年度鹿児島県特定疾患研究』（2004 年） 

    委託費：73,595 円 

 

30）『眼科・耳鼻咽喉科・皮膚科に関する調査研究』（2004 年） 

    平成 16 年度受託研究費（産学連携等研究経費）：384,616 円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

12．学位・専門医取得者 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【学位取得者】 

 

 １）『Immunohistochemical study of cell proliferation and differentiation in epidermis  

of mice after administration of cholera toxin. 』 

Arch.Dermatol.Res. 285（1-2）：27-31（1993） 

     Shah Ataur Rahman：医研第 284 号 博士（医学）［平成 5 年 3 月 25 日授与］ 

 

 ２）『In vitro induction of cytotoxic T lymphocytes against HTLV-I-infected T-cells from 

adult T-cell leukemia patients, asymptomatic HTLV-I carriers and seronegative 

healthy donors.』 

Jpn.J.Cancer Res. 86（1）：27-27（1995.1） 

     片平充彦：医研第 313 号 博士（医学）［平成 7 年 2 月 6 日授与］ 

 

 ３）『Differences in HTLV-I integration patterns between skin lesions and peripheral blood 

lymphocytes of HTLV-I seropositive patients with cutaneous lymphoproliferative 

disorders.』 

J.Dermatol.Sci. 4（2）：76-82（1992.9） 

     浜田 哲：医論第 1058 号 博士（医学）［平成 7 年 9 月 21 日授与］ 

 

４）『Novel method to investigate kinetics of rat skin cells by means of an occlusive 

dressing method using bromodeoxyuridine.』 

（bromodeoxyuridine を用い occlusive dressing method によるラット皮膚の細胞動態の 

新しい解析） 

J.Dermatol.Sci. 14(1)：54-62（1997.1） 

中野律子：医研第 374 号 博士（医学）［平成 9 年 4 月 2 日授与］ 

 

５）『皮膚悪性リンパ腫の早期診断と炎症性リンパ球浸潤との鑑別・PCNA 免疫組織化学法』 

鹿児島大学医学雑誌(0368-5063) 50（1）：1-9(1998.5) 

川平正公：医論第 1208 号 博士（医学）［平成 10 年 12 月 21 日授与］ 

  

 ６）『Effect of nicotine on peripheral cutaneous blood flow and skin temperature.』 

（皮膚末梢循環及び皮膚温度に及ぼすニコチンの効果） 

J.Dermatol.Sci. 16（3）：173-181（1998.3） 

宇宿一成：医研第 404 号 博士（医学）［平成 11 年 2 月 16 日授与］ 

 

 ７）『The effect of a thymidine phosphorylase inhibitor on angiogenesis and apoptosis in 

tumors.』 

（腫瘍の血管新生およびアポトーシスに対するチミジンホスホリラーゼ活性阻害剤の効

果） 

     Cancer Res. 59（8）：1911-1916（1999.4） 

松下茂人：医研第 422 号 博士（医学）［平成 11 年 4 月 28 日授与］ 

 

 ８）『Morphological, biochemical and molecular biological characteristics of a  

granulocyte colony-stimulating factor-producing human eccrine carcinoma cell  

line.』 

（G-CSF 産生ヒトエクリン腺癌細胞株の形態学、生化学、分子生物学的特性） 

     J.Dermatol.Sci. 16（3）：200-207（1998.3） 
菅 隆史：医研第 424 号 博士（医学）［平成 11 年 4 月 28 日授与］ 

 

 

 



 ９）『Differentiation of malignant lymphoma and non-lymphoma by an occlusive dressing  

method employing bromodeoxyuridine.』 

（Bromodeoxyuridine を用いた occlusive dressing method による悪性リンパ腫と非リン

パ腫の鑑別） 

J.Dermatol. 26（9）：549-557（1999.9） 

大竹直樹：医論第 1261 号 博士（医学）［平成 12 年 1 月 19 日授与］ 

 

 10）『Enhanced expression of cyclooxygenase (COX)-2 in human skin epidermal cancer  

cells: evidence for growth suppression by inhibiting COX-2 expression.』 

（ヒト皮膚上皮癌細胞におけるシクロオキシゲナーゼ２の発現増強・シクロオキシゲナー 

ゼ２発現阻害による増殖抑制効果） 

Int.J.Cancer. 86（5）：667-671（2000.6） 

東 裕子：医研第 440 号 博士（医学）［平成 12 年 3 月 24 日授与］ 

  

 11）『Fabry disease: ultrastructural lectin histochemical analyses of lysosomal deposits.』 

（ファブリー病におけるライソゾーム内蓄積物質のレクチン組織化学による超微形態学的

解析） 

Virchows Arch. 436（1）：36-42（2000.1） 

神田 彰：医研第 448 号 博士（医学）［平成 12 年 3 月 24 日授与］ 

 

 12）『N-cadherin expressed on malignant T cell lymphoma cells is functional, and promotes 

heterotypic adhesion between the lymphoma cells and mesenchymal cells expressing 

N-cadherin.』 

   （悪性 T 細胞リンパ腫に発現する N-カドヘリンは、リンパ腫細胞と N-カドヘリンを発現し

ている間葉系細胞の接着をプロモートする） 

J.Invest.Dermatol. 112（1）：62-66（1999.1） 

児玉京子：医研第 453 号 博士（医学）［平成 12 年 7 月 17 日授与］ 

  

13）『Paraneoplastic pemphigus sera react strongly with multiple epitopes on the various 

regions of envoplakin and periplakin, except for the c-terminal homologous domain 

of periplakin.』 

（腫瘍随伴性天疱瘡血清はペリプラキンの C 末端相同部位を除いたエンボプラキンとペリ

プラキンの各部位に強く反応する） 

J.Invest.Dermatol. 116（4）：556-563（2001.4） 

永田祥子：医研第 465 号 博士（医学）［平成 13 年 3 月 23 日授与］ 

 

14）『Ultrastructural localization of basigin in normal human epidermis.』 

（正常ヒト表皮における basigin の超微局在） 

Histochem.Cell.Biol. 115（6）：465-470（2001.6） 

陳 翔︰医研第 481 号 博士（医学）［平成 14 年 1 月 18 日授与］ 

 

15）『Possible role of transcriptional coactivator P/CAF and nuclear acetylation in 

calcium-induced keratinocyte differentiation.』 

（カルシウムによるケラチノサイト分化誘導に転写制御因子 P/CAF と核内アセチル化が 

関与する） 

J.Biol.Chem. 277（10）：8099-8105（2002.3） 

川畑 久︰医研第 498 号 博士（医学）［平成 14 年 3 月 25 日授与］ 

 

 

 

 



16）『Mutations in the ED1 gene in Japanese families with X-linked hypohidrotic ectodermal 

dysplasia.』 

（日本人の乏汗性外胚葉形成異常症についての遺伝子解析） 

Exp.Dermatol. 12（4）：518-522（2003.8） 

橋口貴樹︰医研第 515 号 博士（医学）［平成 14 年 7 月 19 日授与］ 

 

17）『Novel mRNA molecules are induced in hypertrophied ventricles of carnitine- 

deficient mice and belong to a family of up-regulated gene in cells overexpressing 

c-erbB-2.』 

（カルニチン欠損マウスの肥大した心室より得られた新規 mRNA は c-erbB-2 の過剰発現下

で増加する遺伝子の一群に属していた） 

Biochim.Biophys.Acta. 1577（3）：437-444（2002.9） 

福丸聖太：医研第 522 号 博士（医学）［平成 14 年 12 月 19 日授与］ 

 

18）『Expression of mucin core proteins in extramammary Paget's disease.』 

   （乳房外 Paget 病におけるムチンコア蛋白の発現に関する検討） 

Pathol.Int. 52（5-6）：390-399（2002.5-6） 

吉井典子︰医研第 536 号 博士（医学）［平成 15 年 3 月 14 日授与］ 

 

19）『Effects of recombinant human tissue inhibitor of metalloproteinases-2 (rh-TIMP-2) 

on migration of epidermal keratinocytes in vitro and wound healing in vivo.』 

（TIMP-2 の表皮角化細胞の遊走と創傷治癒における効果） 

J.Dermatol. 30(3)：165-172（2003.3） 

寺﨑健治朗：医論第 1364 号 博士（医学）［平成 15 年 5 月 26 日授与］ 

 

20）『Suppression of thymidine phosphorylase-mediated angiogenesis and tumor growth by 

2-deoxy-L-ribose.』 

（チミジンホスホリラーゼの関与する血管新生、腫瘍増殖に対する 2-deoxy-L-ribose に 

よる抑制効果） 

Cancer Res. 62(10)：2834-2839（2002.5） 

内宮礼嗣：医研第 543 号 博士（医学）［平成 15 年 6 月 23 日授与］ 

 

21）『Detection and sequences of human papillomavirus DNA in nongenital seborrhoeic 

keratosis of immunopotent individuals.』 

（正常人における非外陰部脂漏性角化症の HPV 検出について） 

J.Dermaol.Sci.  31(2)：143-149（2003.4） 

具志明代：医研第 547 号 博士（医学）［平成 15 年 9 月 19 日授与］ 

 

22）『Morphological and biochemical studies of human -mannosidosis: identification of 
a novel -mannosidase gene mutation.』 

（ヒトβ-マンノシドーシスの形態学的、生化学的研究：新しいβ-マンノシダーゼ遺伝子

異常の同定） 

Br.J.Dermatol. 149(1)：23-29（2003.7） 

内野ゆり：医研第 557 号 博士（医学）［平成 16 年 3 月 25 日授与］ 

 

23）『Negative feedback regulation of phosphatidylinositol 3-kinase/Akt pathway by 

over-expressed cyclooxygenase-2 in human epidermal cancer cells.』 

（ヒト表皮癌細胞において、過剰に発現した COX-2 は、PI3-kinase/Akt 経路を negative 

feedback mechanism によって制御している） 

J.Dermatol. 31(7)：516-523（2004.7） 

武田浩一郎：医研第 570 号 博士（医学）［平成 16 年 9 月 21 日授与］ 



24）『Beneficial effects of tissue inhibitor of metalloproteinases-2 (TIMP-2) on chronic 

dermatitis.』 

（TIMP-2 の慢性皮膚炎における治療効果について） 

J.Dermatol. 2005 May;32(5)：346-353 

三好逸男：医論第 1409 号 博士（医学）［平成 17 年 3 月 17 日授与］ 

 

25）『Immunohistochemical studies comparing the localization of type XV collagen in normal 

human skin and skin tumors with that of type IV collagen.』 

（ヒト正常皮膚と皮膚腫瘍における XV 型コラーゲンと IV 型コラーゲンの局在の免疫組織

学的検討） 

J.Dermatol. 32(2)：74-83（2005.2） 

福重智子：医研第 577 号 博士（医学）［平成 17 年 3 月 25 日授与］ 

 

 

【専門医取得者】 

 

（1996 年）大竹直樹 

（1997 年）三好逸男・溝口志真子・河村京子 

（1999 年）宇宿一成 

（2001 年）片平充彦・具志 亮・中野律子・田口りか・東 裕子 

（2002 年）具志明代・寺﨑健治朗・橋口貴樹・関山光弘・松下茂人・穂積秀樹・神田 彰 

            川畑 久 

（2003 年）福丸聖太・福丸圭子・濱田 洋・島田英彦・内宮礼嗣・吉井典子 

（2004 年）谷 暁子・植木ゆり 

（2005 年）持冨勇次 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

13．特許・賞罰 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【特 許】 
 
 １）『新規なアレルギー治療剤』（特許出願 1998-230446） 

神崎 保（共同）            【公開日】2001 年 

 
２）『免疫組織化学的染色による抗原の検出方法』（特許出願 2003－366044） 

神崎 保（共同）            【公開日】2004 年 9 月 30 日 

 

３）『免疫組織化学的染色方法による抗原の検出方法』（特許出願 2003－183193） 

神崎 保（共同）            【公開日】2005 年 1 月 20 日 

 
 
【賞 罰】 
 
１）【湖南医科大学（中国）名誉教授授与】 神崎 保 [平成 2001 年 4 月 29 日授与] 

 

２）【第 18 回安田・阪本記念賞】 神崎 保 [2004 年 12 月 4 日授与] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

 

 

14．教室員の動向 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



【1992 年 12 月～1996 年 3 月】 

 

【教 授】神崎 保  1992 年 12 月：赴任 

 

【助教授】瀬戸山充  1995 年 1 月～1996 年 3 月：マイアミ大学留学（客員教授） 

 

【講 師】金蔵拓郎  ～1993 年 3 月：国立都城病院 

           1993 年 4 月～現在 

 

【助 手】浜田 哲  1992 年 4 月～1994 年 3 月：鹿児島市立病院 

           1994 年 4 月～1996 年 3 月：今給黎病院皮膚科部長・退局 

     四本信一  1993 年 4 月～1994 年 3 月：県立大島病院 

           1994 年 4 月～現在：ウェイン州立大学へ留学 

     島田辰彦  1994 年 3 月～1995 年 2 月：県立大島病院 

           1995 年 3 月～現在 

     西 正行  1995 年 4 月～1996 年 3 月：川崎医科大学形成外科研修 

     片平充彦  ～1995 年 2 月：大学院修了 

           1995 年 3 月～1995 年 4 月：医員 

           1995 年 5 月～現在 

     三好逸男  ～1993 年 3 月：県立大島病院 

           1993 年 4 月～現在 

     大竹直樹  1994 年 1 月～1994 年 3 月：医員 

           1994 年 4 月～現在 

     溝口志真子 ～1993 年 2 月：医員（研修医） 

           1993 年 3 月～1994 年 3 月：助手 

           1994 年 4 月～1996 年 3 月：市立病院出向 

 

【医局長】四本信一 

 

【病棟医長】島田辰彦 

 

【外来医長】西 正行 

 
【出向者】福光 健  ～1994 年 3 月：大学院生 

           1994 年 4 月～1995 年 2 月：医員 

           1995 年 3 月～現在：県立大島病院皮膚科出向 

 

【外国留学】四本信一  1994 年 4 月～現在：ウェイン州立大学（分子生物学）（Prof.Ko） 

     瀬戸山充  1995 年 1 月～1996 年 3 月：マイアミ大学（ATL）（Prof.Byrnes） 

 

【国内留学（除 医員（研修医））】 

西 正行  1995 年 4 月～1996 年 3 月：川崎医科大学形成外科（臨床研修）（森口教授） 

 

 

【1993 年 4 月～1994 年 3 月】 

 

【教 授】神崎 保 

 

【助教授】瀬戸山充 

 

【講 師】金蔵拓郎 



 

【助 手】 

     四本信一  1993 年 4 月～1994 年 3 月：県立大島病院 

     島田辰彦  1994 年 3 月～：県立大島病院 

     西 正行  1995 年 4 月～1996 年 3 月：川崎医科大学形成外科研修 

     片平充彦  ～1995 年 2 月：大学院修了 

           1995 年 3 月～1995 年 4 月：医員 

           1995 年 5 月～現在 

     三好逸男  ～1993 年 3 月：県立大島病院 

           1993 年 4 月～現在 

     大竹直樹  1994 年 1 月～1994 年 3 月：医員 

           1994 年 4 月～現在 

     溝口志真子 ～1993 年 2 月：医員（研修医） 

           1993 年 3 月～1994 年 3 月：助手 

           1994 年 4 月～1996 年 3 月：市立病院出向 

 

【医局長】四本信一 

 

【病棟医長】島田辰彦 

 

【外来医長】西 正行 

 
【出向者】浜田 哲：鹿児島市立病院皮膚科出向 

四本信一：県立大島病院 

 

福光 健  ～1994 年 3 月：大学院生 

           1994 年 4 月～1995 年 2 月：医員 

           1995 年 3 月～現在：県立大島病院皮膚科出向 

 

【外国留学】四本信一  1994 年 4 月～現在：ウェイン州立大学（分子生物学）（Prof.Ko） 

     瀬戸山充  1995 年 1 月～1996 年 3 月：マイアミ大学（ATL）（Prof.Byrnes） 

 

【国内留学（除 医員（研修医））】 

西 正行  1995 年 4 月～1996 年 3 月：川崎医科大学形成外科（臨床研修）（森口教授） 

 

 

 

【1996 年 4 月～1997 年 3 月】 

 

【医局長】 関山光弘  【病棟医長】 具志 亮  【外来医長】 三好逸男 
  

【外国留学】 金蔵拓郎：テネシー大学（1996 年 4 月～） 

四本信一：ウェイン州立大学（1995 年 4 月～1997 年 3 月末迄）  

  

【出向者】 中野律子：鹿児島市立病院    菅 隆史：大島郡医師会立病院 

      片平充彦：阿久根市民病院    福光 健：県立大島病院 

      宇宿一成：藤元病院       前田真一：鹿児島市立病院 

  

【研修者】 穂積秀樹：中京大学熱傷センター（6 月帰学） 

      井上明代：鹿児島市医師会立病院（７月帰学） 

      東 裕子：鹿児島市立病院麻酔科 



      肥後暁子：鹿児島市立病院内科 

      福永 透：佐賀大学麻酔科・ペインクリニック 

  

【退局者】 ナ シ 

   

【新入医局員】 川畑 久（鹿児島大学）     吉井典子（福岡大学） 

      内宮礼嗣（産業医科大学）    武内出穂（鹿児島大学） 

      持冨勇次（鹿児島大学）     永田祥子（大分医科大学） 

 

【退職者】 酒井美和子  松下美帆  王子田優子 

 

【新規就職者】 福重智子  上四元広美  行野圭美 

 

 

【1997 年 4 月～1998 年 3 月】 

 

【医局長】 片平充彦  【病棟医長】 関山光弘  【外来医長】 寺﨑健治朗 
  

【外国留学】 金蔵拓郎：テネシー大学（1996 年 4 月～）  

      島田辰彦：ウェイン州立大学（1997 年 4 月～）  

  

【出向者】 西 正行：串間市立病院       菅 隆史：県立大島病院 

      中野律子：鹿児島市立病院      具志 亮：阿久根市民病院 

      宇宿一成：藤元病院 

  

【研修者】 谷 暁子：鹿児島市立病院皮膚科   持冨勇次：今給黎病院皮膚科 

      内宮礼嗣：北里大学麻酔科      吉井典子：鹿大医学部第一外科 

      川畑 久：今村病院分院血液内科   永田祥子：今給黎病院麻酔科 

  

【退局者】 福永 透：杏林大学医学部眼科へ   武内出穂：東北大学医学部皮膚科へ 

  

【新入医局員】橋口貴樹（山梨医科大学） 

  

【退職者】板坂るみ  亀園広美   

  

【新規就職者】亀園広美 

 

【1998 年 4 月～1999 年 3 月】 

 

【医局長】 四本信一  【病棟医長】 穂積秀樹  【外来医長】 宇宿一成 
  

【外国留学】 島田辰彦：ウェイン州立大学（1997 年 4 月～1998 年 7 月末迄）  

      片平充彦：マイアミ大学（1998 年 4 月～） 

  

【出向者】 西 正行：藤元病院      寺崎健治朗：鹿児島市立病院 

      中野律子：今給黎病院     関山光弘：串間市立病院 

      大竹直樹：県立大島病院    具志 亮：阿久根市民病院 

  

【研修者】 橋口貴樹：鹿児島市立病院皮膚科 

  

【退局者】 西 正行：開業（1999 年 8 月；ひふ科・形成外科 西クリニック） 



 

【新入医局員】 下舞浩二（鹿児島大学）    福留由紀（鹿児島大学） 

      武田浩一郎（鹿児島大学）   山下美樹（鹿児島大学） 

  

【退職者】 上四元広美  行野圭美  川原奈智子  

  

【新規就職者】 横井ひとみ  山口由紀子  川原奈智子 

 

 

【1999 年 4 月～2000 年 3 月】 

 

【医局長】 具志 亮  【病棟医長】 三好逸男  【外来医長】 宇宿一成 
  

【外国留学】 片平充彦：マイアミ大学（～2000 年 3 月末迄） 

  

【出向者】 穂積秀樹：藤元病院        関山光弘：串間市立病院 

      中野律子：今給黎病院       寺崎健治朗：済生会川内病院 

      大竹直樹：県立大島病院      松下茂人：阿久根市民病院 

      児玉京子：鹿児島市立病院 

  

【研修者】 内野ゆり：鹿児島市立病院皮膚科（10 月～） 中須一郎：関東逓信病院内科 

  

【退局者】 島田辰彦：開業（1999 年 6 月；島田ひふ科） 

      蛭田志真子（旧姓；溝口）：ご結婚後、虎の門病院皮膚科へ 

      下舞浩二：鹿児島大学第一内科へ 

      山下美樹：鹿児島大学第一内科へ 

      福留由紀：東京医科歯科大学第一内科へ 

   

【新入医局員】 猿渡 浩（山口大学） 内野ゆり（大分医科大学） 中須一郎（鹿児島大学） 

  

【退職者】 ナ シ 

  

【新規就職者】 出石知子  東丸久美子 

 

 

 

 

【2000 年 4 月～2001 年 3 月】 

 

【医局長】 三好逸男  【病棟医長】 四本信一  【外来医長】 片平充彦 
  

【外国留学】 ナ シ 

  

【出向者】 穂積秀樹：藤元病院        神田 彰：串間市国民健康保険病院 

      児玉京子：今給黎病院       福丸聖太：済生会川内病院 

      東 裕子：県立大島病院      松下茂人：阿久根市民病院 

      福丸圭子：鹿児島市立病院 

 

【研修医】 内野ゆり：鹿児島市立病院皮膚科（～9 月末迄）   

猿渡 浩：鹿児島市医師会立病院麻酔科（9 月末迄） 

          鹿児島市立病院皮膚科（10 月～2001 年 3 月末迄） 



  

【退局者】 瀬戸山充：宮崎医科大学皮膚科学教室教授ご就任（2000 年 12 月） 

      大竹直樹：開業（愛知県蒲郡市；海岸通り皮ふ科） 

宇宿一成：開業（2001 年 2 月；宇宿ひふ科クリニック） 

      中須一郎：関東逓信病院内科へ（2001 年 12 月） 

      児玉京子：鹿屋市（2001 年 4 月 1日） 

   

【新入医局員】 米良ゆかり（川崎医科大学）   馬場千晶（鹿児島大学） 

  

【退職者】 横井ひとみ  東丸久美子 

 

【新規就職者】 後飯塚理恵 

 

 

【2001 年 4 月～2002 年 3 月】 

 

【医局長】 穂積秀樹  【病棟医長】 島田英彦  【外来医長】 関山光弘 

 

【外国留学】 東 裕子：NIH（USA）（2002 年 2 月～） 

  

【外国人留学生】 陳  翔：中南大学医学部（1997 年 10 月～2002 年 1 月末迄） 

      張 桂英：中南大学医学部（2002 年１月～） 

 

【出向者】 神田 彰：串間市国民健康保険病院 

      福丸聖太：済生会川内病院 

      谷 暁子：今給黎病院 

福丸圭子：阿久根市民病院        

      東 裕子：県立大島病院 

永田祥子：県立大島病院（2002 年 2 月～3 月末迄） 

持冨勇次：藤元早鈴病院 

武田浩一郎：鹿児島市立病院 

 

【研修医】 馬場千晶：鹿児島市立病院皮膚科（2001 年 4 月～2001 年 9 月末迄）  

          今村病院分院血液内科（2001 年 10 月～2002 年 3 月末迄）  

米良ゆかり：鹿児島市立病院形成外科（2001 年 10 月～2002 年 3 月末迄） 

      米倉健太郎：鹿児島市立病院皮膚科（2001 年 10 月～） 

 

【退局者】 片平充彦：（2002 年 3 月末迄在局）開業（片平皮膚泌尿器科） 

関山光弘：（2002 年 3 月末迄在局）開業（2002 年 11 月；せきやま皮膚科クリニック） 

中野律子：（2002 年 3 月末迄在局） 

永田祥子：（2002 年 3 月末迄在局）岡山大学大学院医歯学総合研究科・医学部へ 

 

【外国人帰国者】 陳 翔：（2002 年 1 月末迄在局）中南大学医学部へ 

 

【新入医局員】 米倉健太郎（鹿児島大学） 米澤智一（鹿児島大学） 

 

【退職者】 ナ シ 

 



【新規就職者】 軍神佳奈代 

 

 

【2002 年 4 月～2003 年 3 月】 

 

【医局長】 福丸聖太  【病棟医長】 川畑 久  【外来医長】 神田 彰 

 

【外国留学】 東 裕子：NIH（USA）（2002 年 2 月～） 

  

【外国人留学生】 張 桂英：中南大学医学部（2002 年１月～2003 年 1 月末迄） 

 

【出向者】 三好逸男：鹿児島市立病院 

田口りか：鹿児島市立病院 
持冨勇次：藤元早鈴病院 
谷 暁子：今給黎病院（～2002 年 4 月末迄）       
吉井典子：県立大島病院 
内宮礼嗣：済生会川内病院 
島田英彦：春陽会中央病院 

 

【研修医】 米倉健太郎：鹿児島市立病院皮膚科（～2002 年 5 月末迄）  

           今村病院分院血液内科（2002 年 8 月～2003 年 3 月末迄）  
米澤智一：鹿児島市立病院皮膚科（2002 年 6 月～11 月末迄） 

          鹿児島市立病院麻酔科（2002 年 12 月～現在） 
久保秀通：北里大学救急救命センター部（2002 年 10 月～） 
吉田延代：鹿児島市医師会麻酔科（2002 年 10 月～2003 年 3 月末迄） 
川村絵里奈：鹿児島市立病院皮膚科（2002 年 12 月～） 

 

【退局者】 穂積秀樹：（2003 年 3 月末迄在局）開業 

田口りか：（2002 年 12 月末迄在局）東京へ 
 

【外国人帰国者】 張 桂英：（2003 年 1 月末迄在局）中南大学医学部へ 

 

【新入医局員】 岩田政宏（鹿児島大学）     大山公崇（福井医科大学）  

久保秀通（鹿児島大学）     片平明日香（鹿児島大学）  
川村絵里奈（大分医科大学）   中村郁代（鹿児島大学） 
吉田延代（鹿児島大学） 

 
 

【退職者】 ナ シ 

 

【新規就職者】 ナ シ 

 

 

【2003 年 4 月～2004 年 3 月】 

 

【医局長】 寺﨑健治朗  【病棟医長】 神田 彰  【外来医長】 具志 亮 
 

【外国留学】 東 裕子：NIH（USA）（2002 年 3 月～2004 年 3 月） 
 
【国内留学】 松下茂人：熊本大学医学部皮膚科形成外科診療班（2001 年 4 月～2004 年 3 月） 
 

【外国人留学生】 ナ シ 
 



【出向者】 三好逸男：鹿児島市立病院    川畑 久：県立大島病院 

具志明代：鹿児島市立病院    内宮礼嗣：済生会川内病院 

吉井典子：藤元早鈴病院     島田英彦：春陽会中央病院 

米良ゆかり：今給黎病院       
 

【研修先】 川村絵里奈：鹿児島市立病院皮膚科（2002 年 12 月～2003 年 6 月末迄） 

鹿児島市医師会病院麻酔科（2003 年 7 月～2003 年 12 月末迄）  

中村郁代：鹿児島市立病院皮膚科（2003 年 7 月～2004 年 12 月末迄） 

             〃   形成外科（2004 年 1 月～） 

阿座上和子：鹿児島市立病院皮膚科（2004 年 1 月～） 

米澤智一：鹿児島市立病院麻酔科（2002 年 12 月～2003 年 6 月末迄） 

          日本医科大学救命救急センター（2003 年 7 月～） 

久保秀通：北里大学救急救命センター部（2002 年 10 月～2004 年 3 月末迄） 

大山公崇：倉敷中央病院呼吸器内科（2003 年 4 月～2003 年 9 月末迄） 

片平明日香：今村病院分院血液内科（2003 年 4 月～2003 年 9 月末迄） 

岩田政宏：今村病院分院血液内科（2003 年 10 月～2004 年 3 月末迄） 

坂元亮子：今村病院分院総合内科（2004 年 1 月～） 
 
【退局者】 四本信一：（2003 年 5 月末迄在局）開業（四本信一皮膚科） 

神田 彰：（2004 年 3 月末迄在局）医療法人健生会 あんびる病院へ 

具志 亮：（2004 年 3 月末迄在局）開業（具志ひふ科クリニック） 

福丸聖太：（2004 年 3 月末迄在局）開業（ふくまる皮フ科クリニック） 

福丸圭子：（2004 年 3 月末迄在局）開業（ふくまる皮フ科クリニック） 

島田英彦：（2004 年 3 月末迄在局）開業（医療法人 島田医院） 

米澤智一：（2003 年 12 月末迄在局）鹿児島大学泌尿器科へ 
 
【産休・育児休暇】 福丸圭子  谷 暁子  島田祥子 
 

【外国人帰国者】 ナ シ 
 
【新入医局員】 阿座上和子（鹿児島大学）  坂元亮子（鹿児島大学）  

藤元静代（久留米大学）   米良健太郎（鹿児島大学） 
 

【退職者】 ナ シ 
 
【新規就職者】 ナ シ 

 

 

 

【2004 年 4 月～2005 年 3 月】 

 

【医局長】 寺﨑健治朗  【病棟医長】 内宮礼嗣  【外来医長】 吉井典子(4-6 月) 
                                                            東  裕子(7 月以降) 

 

【外国留学】 ナ シ 

 

【国内留学】 松下茂人：佐賀大学医学部形成外科（2004 年 4 月～2005 年 3 月）  

米倉健太郎：今村病院分院血液内科（2004 年 7 月～） 

 

【外国人留学生】 ナ シ 

 

【出向者】 三好逸男：鹿児島市立病院     橋口貴樹：県立大島病院 

武田浩一郎：鹿児島市立病院    具志明代：済生会川内病院 



川畑 久：藤元早鈴病院       植木ゆり：春陽会中央病院 

児浦純義(生)：今給黎病院       

 

【研修先】 中村郁代：鹿児島市立病院形成外科（2004 年 1 月～2004 年 6 月末迄） 

米良健太郎：鹿児島市立病院皮膚科（2005 年 1 月～） 

阿座上和子：鹿児島市立病院皮膚科（2004 年 1 月～2004 年 6 月末迄） 

    〃   内 科（2004 年 7 月～2004 年 12 月末迄） 

久保秀通：北里大学麻酔科（2004 年 4 月～2005 年 3 月末迄） 

坂元亮子：今村病院分院総合内科（2004 年 1 月～2004 年 6 月末迄） 

 
【退局者】 寺﨑健治朗：（2005 年 3 月末迄在局）開業（寺﨑皮膚科） 

川畑 久：（2005 年 3 月末迄在局）開業（かわばた皮膚科） 

具志明代：（2005 年 3 月末迄在局）開業（具志ひふ科クリニック） 

谷 暁子：（2004 年 12 月中旬迄在局） 

 

【産休・育児休暇】 島田祥子  吉福明日香  原田静代  坂口郁代 
 

【外国人帰国者】 ナ シ 

 

【新入医局員】ナ シ 

 

【退職者】ナ シ 

 

【新規就職者】ナ シ 

 

 

【2005 年 4 月～現在】 

 

【医局長】 内宮礼嗣  【病棟医長】 松下茂人  【外来医長】 吉井典子 

 

【外国留学】 ナ シ 

 

【国内留学】 米倉健太郎：今村病院分院血液内科（2004 年 7 月～） 

      岩田政宏：聖ﾏﾘｱﾝﾅ医科医学難病治療研究ｾﾝﾀｰ･ｹﾞﾉﾑ機能探索室（2005 年 6 月～） 

 

【外国人留学生】 肖 ○ 

 

【出向者】 三好逸男：鹿児島市立病院     武田浩一郎：県立大島病院 

植木ゆり：鹿児島市立病院     橋口貴樹：済生会川内病院 

米良ゆかり：藤元早鈴病院     猿渡 浩：春陽会中央病院 

児浦純義(生)：今給黎病院       

 

【研修先】 米良健太郎：鹿児島市立病院皮膚科（2005 年 1 月～2005 年 6 末迄） 

      吉福明日香：鹿児島市立病院皮膚科（2005 年 7 月～） 

 
【退局者】 原田静代：（2005 年 3 月末迄在局） 

 

【産休・育児休暇】 島田祥子  坂口郁代  坂元亮子  岩田絵里奈 
 

【外国人帰国者】 ナ シ 

 



【新入医局員】 ナ シ 

 

【退職者】 ナ シ 

 

【新規就職者】 ナ シ 

 

 


